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序章　黒衣の男



　月明かりの照らす夜。フランキスカ王国領ボルドーの聖堂をおとずれる者があった。

　背の高い長身の男だ。全身に黒衣のローブをまとっているため、顔は見えないが、頭衣の隙すき間まから覗のぞく鋭い眼光は隠しようもない。

「……やはりここで間違いないか。法王庁からも見逃されている程度の聖堂だが、第一級の霊装で守られている」

　聖堂に足を踏み入れながら、男はくぐもった声でつぶやいた。

　独白ではない。男のかたわらには、ひとりの美しい少女が立っている。

「くふ、惨みじめなものよの。最盛期には二万もの騎士をかかえておった騎士団が、このような寂さびれた聖堂を拠点にしておるとはな」

　月明かりにきらめく豪ごう奢しやなエメラルドの髪。強い光を放つ黄金色の瞳ひとみ。白はく皙せきの美び貌ぼうには、この世のあらゆる存在を見下すような表情を浮かべている――が、それは少女の魅力を損そこなうものではなく、かえってその人間離れした美しさを引き立たせていた。

「法王に破門された騎士団だ。所属する騎士はいまや五十人にも満たぬさ。〈石の兄弟団〉の庇ひ護ごを受けなければ存続することはできなかっただろう」

　黒衣の男がつぶやいた、その時だった。

　突如、暗くら闇やみに剣けん閃せんがひらめいた。

　静寂に満ちた聖堂に、甲高い金属音が鳴り響く。

　男は即座に抜きはなった武器で、その一撃をふせいでいた。

「ほう、盗ぬすつ人とにしては手て練だれだな。我が剣を止めるとは」

　闇の奥から、しわがれた老人の声が響いた。

　鍛えられた鋼はがねのようなその声に、黒衣の男がかすかにうめく。

「騎士団総長、ジャック・ド・モレー卿きようか――」

「光栄だ。かの偉大な親方グランド・マイスターに名を覚えられているとは。だが、貴殿を賓ひん客きやくとして迎えるわけにはいかぬ。このような夜よ更ふけにおとずれた理由をお聞かせ願おうか」

「――レギウス写本」

　老騎士の問いかけに、男は短く答えた。

「やはり、そうか」

　老騎士――ジャック・ド・モレー卿の全身から凄すさまじい殺気が放たれた。素早く剣を引くと、切っ先で石畳の地面をカァンッと打った。

　刹せつ那な。カンテラの明かりがいっせいに灯ともり、聖堂を照らしだした。

　男は、剣を手にした騎士たちに周囲を囲まれていた。

　白地に赤十字の描かれた銀ぎん甲かつ冑ちゆう――〈テンプル騎士団〉の正装だ。

「待ち伏せされていたようだな。やはり〈眼オクルス〉を欺あざむくことはできんか」

「妾わらわはとうに気づいておったぞ」

　かたわらに立つ少女が、くすりと微笑する。

　黒衣の男は武器を構え、老騎士と対たい峙じした。

　男の得物は剣ではない――短い柄つかのついた手鎚ハンマーである。武装としてはそれほどめずらしいものではない。騎士の頭を兜かぶとごと叩たたき割ることのできる手鎚は、戦場においては剣よりも実戦的な武器として使われていた。

　だが、男の手にしているそれは戦闘用の戦鎚ウオー・ハンマーではなく、建築職人が大工道具として振るう鎚つちだ。とうていまともな武器とは言いがたい。

「舐なめられたものだ。そのような大工道具で騎士とやりあうおつもりか！」

　叫び、老騎士が稲妻のように突き込んだ。齢よわい六十を超えるとは思えない身のこなし。

　男は手鎚の柄で剣を弾はじいた。夜よる闇やみに激しい火花が散った。

「よくぞ受けた。まずは褒ほめてやろう」

　老騎士が唇を吊つり上げた。いまの一撃は相手の力量をはかるためのものだ。相当な手練れではあるが、所しよ詮せんは騎士の敵ではない――それが老騎士の見立てだった。

　だが、黒衣の男に焦あせりはない。

「テンプル騎士団総長ジャック・ド・モレー卿きよう――〈石の兄弟団〉の第九階位。剣で貴殿を倒せると思うほど、私もうぬぼれてはいない」

　手鎚ハンマーで剣を押し返し、男は素早く後方へ跳び下がった。

「私の〈城〉を使わせてもらう」

「なに!?」

　聖堂に、かすかな旋風が巻き起こった。

　刹せつ那な。大陸最強の騎士――ジャック・ド・モレーの総身に凄すさまじい戦せん慄りつが走った。

　黒衣の男がなにかしたわけではない。

　彼のかたわらに立つ金色の眼めの少女が、ただ髪を梳すいただけだ。

　ただそれだけの所作に、周囲を取り囲む騎士たちまでもがすくみあがった。

　殺気、などというなまやさしいものではない。少女の全身から、人間とは格の違う圧倒的な王気が放たれていた。

「くふ、可愛かわいいの。身のほどをわきまえるのは美徳であるぞ」

　少女の黄金色の瞳ひとみに、一瞬、残虐な光がひらめいた。

「――とはいえ、見逃してやるわけではないがの」

　城砦化フオートレーシヨン。

　少女の可か憐れんな唇が言葉を紡つむぐと同時――

　聖堂全体がまばゆい閃せん光こうに満たされ、轟ごう風ふうが荒れ狂った。

　明滅する光輝の中から、白銀の甲かつ冑ちゆうに包まれた少女の姿があらわれる。

　竜の彫刻された黄金色の王冠。轟風にひるがえる真しん紅くの外がい套とう。

　そして――

　少女を護衛するように、光り輝く十二本の剣が浮遊していた。

「〈城姫ベルクフリート〉だと！」

　老騎士が驚きよう愕がくの声を上げた。

　崇すう高こうな建築物にのみ宿る〈城〉の化身――城姫ベルクフリート。美しい少女の姿をしたその存在は、一千の兵士を擁ようする〈城〉と同等の力を持つといわれている。

　とうてい、人の身で立ち向かえるものではない。

「ばかな！　〈石の兄弟団〉を裏切った貴様が、なぜ〈城姫ベルクフリート〉を――」

「私は二年の歳月をかけ、ロンディニア群島国の遺跡からこの〈城〉を発掘した。〈石の兄弟団〉と戦うための最強の切り札を」

「発掘とはひどいな。もっと色気のある表現はできぬものか？」

　少女は不満そうに唇をとがらせると、ほっそりとした指先を男の顎あごにあてがった。

「妾わらわがおぬしに惚ほれたのだ」

　男は〈城しろ姫ひめ〉の少女を無視して続ける。

「ジャック・ド・モレー卿きよう、私は無駄な殺さつ戮りくを好まない。貴殿が剣を収め、〈石の兄弟団〉の秘匿したレギウス写本を差し出すならば、この〈城〉を使うことはない」

「城主マイスターは甘いの。皆殺しにして奪えばよいものを」

「君は黙っていろ」

　男が睨にらむと、〈城姫〉の少女はやれやれと肩をすくめた。

「はっ、建築士風情が、誰だれに口を利きいている！」

　老騎士は首を振り、剣を構えた。

　それが彼の答えだった。

　たとえ騎士団の全員で攻め立てたところで、この少女の姿をした〈城〉を攻略することはできない。それはもとよりわかりきっていたが。

「ならば仕方あるまい。もとより血塗られた道だ」

　黒衣の男はうっそりとつぶやくと、〈城〉の後方に下がった。

　甲かつ冑ちゆう姿すがたの少女がつまらなそうに首を振ると、周囲に浮遊する十二本の剣のうち一本を手にとった。

「やれやれ、人間の騎士が相手とは、剣の抜きがいがないの」

「――ならば私が相手になりましょうか。無銘の〈城姫〉」

　――と。聖堂の奥から、透き通った声が響いた。
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　暗くら闇やみの奥からあらわれたのは――ひとりの美しい少女だった。

　光り輝くプラチナブロンドの髪。透き通った蒼あおい瞳ひとみ。

　闇やみ色いろのドレスを身にまとい、彼女の背丈よりもはるかに巨大な大おお鎌がまを手にしていた。

〈城姫ベルクフリート〉――モン＝サン＝ミシェル。

〈テンプル騎士団〉と旧ふるき盟約関係にある修道院要よう塞さいの〈城姫〉であった。

「ほう、面白そうなのがいるではないか」

「侮あなどるな、キャメロット。あれは〈海のバスティーユ〉の異名を持つ〈城〉だ」

　黒衣の男のつぶやきに、

「キャメロットだと!?」

　老騎士の喉のどから驚きよう愕がくの声が洩もれた。

「では、その〈城姫〉はまさか、あの伝説の……」

「ほう、知っておるか。左様、妾わらわは最強の〈城姫〉――グネヴィア＝キャメロット」

〈城姫〉の少女は微笑しながら、剣の切っ先を向けた。

「少しは楽しませてくれるのだろうな。〈水の城姫〉よ」

「無駄なおしゃべりは嫌いです。無銘の〈城姫〉」

　つぶやいて、モン＝サン＝ミシェルは水の大鎌を振り下ろした。

　大鎌の刃は無数の投擲槍ジヤベリンとなってグネヴィア＝キャメロットに降りそそぐ――

　が、少女は躱かわそうというそぶりさえ見せない。軽く指先を動かすと、少女の周囲に展開する剣が、水の投擲槍をことごとく斬きり飛ばした。

「……っ!?」

「くふ、妾の〈円卓の十二騎士ナイツ・オブ・ラウンド〉は攻防一体の固有兵装。その程度の兵装では妾に傷ひとつつけられまいよ」

　モン＝サン＝ミシェルが石畳を蹴けって跳躍した。斬り飛ばされた水刃はふたたび彼女のもとへ集約し、水の大鎌へと姿を変える――

　グネヴィア＝キャメロットは腕組みしたまま、軽く人差し指を動かした。

　浮遊する剣は女王クイーンを護衛する騎士のように立ちはだかり、振り下ろされた大鎌の一撃をいともたやすく弾はじく。大鎌を弾いた剣はたったの一本。残りの剣がいっせいに放たれ、〈水の城壁〉を貫通して少女の身体からだを串くし刺ざしにした。

　絞るような悲鳴が少女の喉から洩れた。ほとばしった鮮血が聖堂の壁にふりかかる。

　返り血を浴びたテンプル騎士団の騎士たちが、蒼そう白はくの表情で息を呑のんだ。

　水の〈陣地〉を構築しておらず、本来の力を十分に発揮できないとはいえ、かのモン＝サン＝ミシェルほどの〈城〉が、こうも一方的に蹂じゆう躙りんされるとは――

「なんだ、てんで弱いではないか。もの足りないの」

　グネヴィア＝キャメロットが血に染まった剣を舐なめる。黄金色の瞳ひとみを輝かせ、獲物を探すような目つきで、周囲の騎士たちをながめまわす。

「キャメロット、無駄な殺さつ戮りくはするな。目的は写本だけだ」

「ふん、つまらんの」

　グネヴィア＝キャメロットは不満そうに唇をとがらせると、血ち溜だまりに伏したモン＝サン＝ミシェルの手首を鉄靴で踏み砕いた。

「――ミシェル！」

　喉のどから絞り出すような少女の悲鳴にたまりかね、騎士の一人が叫んだ。

　銀髪の青年騎士だ。レイピアを抜き放ち、雄叫おたけびを上げて突進してくる。怒いかりに我を忘れているが〈城〉相手に剣を振るうほど彼は迂う闊かつではなかった。騎士が向かっていったのは城主マイスターである黒衣の男だ。彼を人質にとるつもりだった。

　青年騎士の放ったレイピアの一いつ閃せんを、黒衣の男は手鎚ハンマーで打ち払った。騎士はさらに踏み込み、神しん速そくの突きを繰り出した。

　城主の技量を信頼しているのか、グネヴィア＝キャメロットは手をださない。モン＝サン＝ミシェルの手を踏みつけたまま面白そうにながめている。

「いい剣筋だ。貴殿の名は？」

「ノイン＝ギャラハムだ。覚えとけ」

　青年騎士がレイピアを引いた。黒衣の男が懐ふところに入り込む。手鎚を振り抜き、レイピアの刃を打った。強度の弱いレイピアは砕け、その破片が銀の残ざん滓しを描いて飛散した。だが、それが青年騎士の狙ねらいだった。とっさにレイピアを取り落とし、腰から騎士の武装――拳けん銃じゆうを素早く抜き放った。

　が、引き金を引く寸前、男に銃身を掴つかまれた。革手袋に覆おおわれた男の手の甲に、測量器コンパスの〈刻印〉が浮かびあがる。

　ノイン＝ギャラハムは目を見開き、引き金を引く指に力をこめる――が、

「銃の内部構造を再構築した。引けば君の手が吹き飛ぶ」

「……っ!?」

　はったりだ。ノイン＝ギャラハムは直感した。が、その一瞬の躊ちゆう躇ちよが致命的な隙すきだった。重い拳けん打だを腹に叩たたき込まれ、身体からだごと吹っ飛ばされる。

　男は、雷火をまとう掌てのひらを地面に叩きつけた。

「〈建奏術〉第十二の韻律コード――再構築リ・ストラクシヨン！」

　聖堂の石畳が瓦が礫れきを巻き上げてめくれあがった。地面から生み出された無数の石柱が、青年騎士の身体を甲かつ冑ちゆうごと貫くいきおいで殺到する――

　刹せつ那な。

「――っ！」

　グネヴィア＝キャメロットの鉄靴を、モン＝サン＝ミシェルが掴つかんだ。

　全身を無数の剣で貫かれ、地面に縫いつけられていた少女が、鮮血にまみれながら、凄すさまじい力で鉄靴を押しのける。即座に大おお鎌がまを手にして跳躍。青年騎士の前に立ちはだかると、水の刃で石柱を薙なぎ払った。

「はあっ、はあっ……くっ――」

　少女は大鎌を振り下ろした姿勢のまま、その場にくずおれた。

　闇やみ色いろのドレスが細かい光の粒子となって消失する。〈城姫〉としての力を使い果たし、城砦化フオートレーシヨンが自動で解除されたのだ。

「ほう、〈円卓の十二騎士ナイツ・オブ・ラウンド〉をその身に受けなお動けるとは、さすがは名高き修道院要よう塞さいといったところかの」

　グネヴィア＝キャメロットが賞賛の声をあげ、さっと手を振り上げた。

　浮遊する十二本の剣が、血にまみれた刃をふたたび少女に向ける。

「妾わらわを楽しませてくれた褒美だ。せめて苦しまぬようにしてやろう」

「……っ、ミシェル」

　ノイン＝ギャラハムがゆっくりと、ミシェルをかばうように立ち上がった。

「君は逃げろ。パリの〈石の兄弟団〉にこのことを報告しろ」

「私は――」

「城砦化できない君は足手まといだ。行け！」

「……」

　血を吐くようなその声に、少女は青年騎士の悲壮な決意をくみとった。

　胸元の十字架を握り締しめると、こくりとうなずいた。

「どうか、ご無事で」

　聖堂の門に向かって駆けだした少女の背中に、グネヴィア＝キャメロットが十二本の剣を放つ――

　寸前。その手を黒衣の男が掴んだ。

「見逃せ。あの〈城〉にもはや戦う力はない」

「ふん、あいかわらず甘いの。だが、こちらに剣を向ける者まで見逃せとは言うまいな」

　黒衣の男は無言で周囲に目をやった。

　騎士団総長麾き下かの騎士たちが、剣を手に包囲の輪を狭めていた。

「無駄なことはやめておけ。最強の〈城〉の力は存分に見せたはずだ」

「はっ、建築士風情には理解できまい。我ら騎士の誇りは！」

「理解などするものか。そういうのは犬死にというんだ」

　吐き捨てるようにつぶやいた、その時。

　男は、ふいに気がついた。

　聖堂の床一面に、巨大な光陣が浮かびあがっていることに。

「……っ、これは〈石の兄弟団〉の秘儀!?　聖堂ごと崩壊させるつもりか！」

「貴殿も道連れだ。我ら騎士団の最期を見届けるがいい――」

　刹せつ那な。激しい閃せん光こうが炸さく裂れつした。



　　　　　　　◇



　燃え盛さかる焔ほのおと黒煙が、あたりにたちこめていた。

　瓦が礫れきの山となった聖堂の下から、男はゆっくりと姿をあらわした。

「〈建奏術〉でとっさに地ち下か壕ごうを掘ったか。妾わらわが手を貸すまでもなかったの」

　十二本の剣に護衛された〈城姫〉が肩をすくめて言う。男は少女を無視して、崩れ去った聖堂の上に立ち尽くした。

「……」

　感傷はない。後悔すらも。〈テンプル騎士団〉は鉄の規律によって組織された集団だ。あの老騎士――そして配下の騎士たちは、全員が死を覚悟していた。

　やがて男は、積み上がった瓦礫の中から老騎士の遺体を発見した。

　安らかな死に顔とはとうてい言いがたい。あるいは、彼は石塊の下敷きになって死んだのではなく、憤死であったのかもしれない。

　男は短い黙もく祷とうを捧ささげ、甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから、懐ふところに手を差し入れた。

　鎖くさり帷子かたびらの内側に数枚の紙片が縫い込まれていた。

「〈石の兄弟団〉の秘匿するレギウス写本の断片。〈廃園の使徒〉の情報は間違いではなかったか」

　燃え上がる炎の明かりで、男は紙片に目をそそいだ。

　レギウス写本――数千年前に〈石の兄弟団〉の祖とされる人物が書き残した秘本。

　かつて歴史の闇やみに葬ほうむられた、禁断の秘ひ奥おうの記しるされた書。

　そこに、〈石の兄弟団〉の計画の全ぜん貌ぼうを知るための手掛かりが書かれていた。

「やはり、そうか――」

　やがて。男は測量器コンパスの〈刻印〉の刻まれた右手で、紙片を握り潰つぶした。

　その手が小刻みに震えていた。戦せん慄りつではない、純粋な憤ふん怒ぬに。

「我々は謀はかられていたのだ。大陸の未来を――」



    

  
    
      


第一章　吸血城



「はあっ、はあっ、はっ――」

　リンツ＝レンハイトは走っていた。

　ズシン、ズシン――と、地を揺るがすような轟ごう音おんがあたりに響きわたる。

　――フランキスカ王国領、ミレトス。

　戴たい冠かん都市ランスから王都パリへ向かう街道の途上にある、小さな田舎町だ。

　リンツはここで、工兵傭よう兵へい団だん〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団長、レティーツィア＝エーデルガルトと合流する手はずになっていた――はずなのだが。

（それが、なんでこんなことに!?）

　無人の大通りを全力で駆けながら、リンツは胸中で叫んだ。

　地面が激しく震動する。飛び散った瓦が礫れきの破片が頭上から降りそそぐ。

　走りながら、リンツは後ろを振り返って絶句した。

　それは、すぐ背後まで迫っていた。

　巨大な石造りの教会が、地響きをたてて歩いてくるのだ！

〈建奏術〉で障害物を造るか――一瞬、そんな考えが頭をよぎるが、すぐに打ち消す。あの圧倒的な質量の前では、急ごしらえの城壁などまったく無意味だ。

　リンツはふたたび前に向きなおると、がむしゃらに走った。

　――が、十数メートルほど走ったところで、地面に散らばった瓦礫に蹴け躓つまずいてしまう。

　絶望に目の前が真っ暗になった。

　いや、ちがう。建物の影があたりを覆おおったのだ。

（う、嘘うそだろ!?）

　リンツはぎゅっと目を閉じて、数秒後におとずれる圧死を覚悟する――

　刹せつ那な。頭上で鞘さや走ばしりの音。

（え……？）

　リンツは地面にうずくまったまま目を開けた。

　顔を上げると、目の前に――

　壮麗な白銀の〈城〉がそびえ立っていた。

　陽ひを浴びて燦さん然ぜんと輝く白銀の髪。燃え盛さかる蒼そう焔えんの瞳ひとみ。

　白鳥の彫刻レリーフされた流麗な甲かつ冑ちゆうに身を包み、獅し子しの紋章をあしらった戦闘用のスカートが風にはためく。

　周囲に展開するのは、浮遊する堅けん牢ろうな〈城壁〉だ。

　そして両手に握り締しめるのは、精せい緻ちな彫刻のほどこされた、大振りの両手持ち剣トウ・ハンド・ソード。

〈城姫ベルクフリート〉――シャトレア＝ノイシュヴァンシュタイン。

　それが、眼前にそびえ立つ〈城〉の銘だった。

「シャトレアっ――」

　リンツが彼女の名前を呼んだ瞬間、頭上で凄すさまじい轟ごう音おんが鳴り響いた。

　シャトレアの剣によって砕かれた建物が、無数の瓦が礫れき片へんとなって降りそそぐ――

「――我は〈城じよう砦さい〉也なり」

　彼女の可か憐れんな唇が言葉を紡つむぐと同時、周囲に展開していた〈城壁〉が、彼女自身とリンツを護衛するように屹きつ立りつした。

　至近距離からの砲撃にさえ耐える〈城しろ姫ひめ〉の籠ろう城じようモード。〈城壁〉の中でシャトレアはリンツの頭をかき抱き、細かな破片から城主マイスターをかばった。

　鼻先をくすぐる女の子の匂におい。繊細な髪先がリンツの頬ほおを撫なでる。

（う、あ……）

　シャトレアの腕の中で、リンツはどぎまぎと顔を赤らめた。心臓がドキドキと鳴っている。抱きすくめられた頭のあたりに、ふよん、とやわらかな感触があった。

（……っ!?　えっと、こ、これって、ひょっとして……？）

「無事か、城主マイスター」

「う、うん、助かったよ」

「そうか。君が無事でよかった」

　シャトレアは、ほっと安あん堵どの息をついた。

　ふと、腕の中で真っ赤になっているリンツに気づく。

「……？　リンツ、なぜ赤くなっている？」

「いや、えっと、その、シャトレアの胸が、さ……」

「……～っ!?」

　カアアアッ――たちまちシャトレアの顔が赤くなった。

「リ、リンツっ、き、君はこんなときになにを！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　涙目で立ち上がったシャトレアの全身から、怒いかりのオーラが立ちのぼる。

　まるでそこに〈城〉がそびえ立っているかのような威圧感だ。

「ご、ごめんっ、でもいまはそんな場合じゃ――」

「……っ、こ、この責任はあとでとってもらうからな！」

「責任ってなに!?」

　リンツがあわてて言い返した、その時。

「見み損そこないましたわ。白鳥の銘を名乗る〈城〉が地を這はって逃げるだけなんて」

「……っ!?」

　シャトレアとリンツは同時に振り返った。

　灰色にけぶる曇どん天てんの空。

　闇やみ色いろのマントに身を包んだ少女が、漆しつ黒こくの翼をはためかせ、二人を見下ろしていた。

　艶つややかな黒髪を腰まで伸ばした、気位の高そうな少女。

　東欧系の美しい顔立ちに、透き通るような白はく皙せきの肌。真しん紅くの眼めが爛らん々らんと輝いている。

　ブラン城の〈城姫ベルクフリート〉――ドラキュリア＝ブラン。

〈モン＝サン＝ミシェル〉、〈ビアンカ＝フラウィウス〉と同様、シャトレアを捕らえるために放たれた〈城姫〉であった。

　二人がこの街に到着したのと同時に襲撃してきたのだ。

　シャトレアは厳しい表情で剣を構えた。

「リンツ、〈ブラン城〉という〈城〉は知っているか？」

「ああ。聞いたことはある。たしか、トランシルヴァニアの〈城〉だよ」

〈城〉の化身である〈城姫ベルクフリート〉は、本拠となる〈城〉を体現する存在だ。建築士の徒と弟ていであるリンツの知識は〈城姫〉の能力や特性を見抜くのに役立つのだ。

〈ブラン城〉は、悪名高いワラキア公ブラド三世の〈城〉である。

　ブラド公は、捕虜にした敵兵を串くし刺ざしにして城壁の周囲に並べ、敵を恐怖に陥おとしいれたことから、串刺しブラドブラド＝ツエペシユの異名で呼ばれるようになった。彼のおこなったその残虐極まりない行為は悪名と共に大陸中に語り継がれ、のちの吸血鬼伝説のモチーフになったといわれている。



    

  
    
      



    

  
    
      「〈ブラン城〉は有名な吸血鬼の〈城〉だ。なら、あの〈城姫〉は吸血鬼の属性を備そなえているのかもしれない」

　リンツはつぶやき、先程の歩く建物の残ざん骸がいに目をやった。

（なるほど、これはそういうことか……）

　歩く建物によって破壊され、いまやまったくの無人となった瓦が礫れきの街。

　だが、街の破壊はそれだけにとどまらない。

　あたりにはいくつもの崩れかけた廃墟があった。立派な石造りの建築物が、ことごとく、まるで数百年前の遺跡のように朽くちているのだ。

「――たぶん、あの〈城姫〉が建物の精気を吸収したんだ」

　まるで吸血鬼みたいに――と、リンツはつけたした。

　建物の首筋なんてものが、どこにあるのかは知らないけど。

「ご名答ですわ、建築士の徒と弟てい。〈ブラン城〉は吸血鬼の城。でも建築物の精気を啜すするだけがわたくしの力のすべてではなくってよ！」

　漆しつ黒こくの〈城姫〉が艶えん然ぜんと微笑する。

　そして――

　固有兵装、解放レリーズ――〈屍都の呼び声コール・オブ・ネクロポリス〉。

　刹せつ那な。

　広場の中央に建つ市庁舎の廃はい墟きよが、表面の石壁をパラパラと落としながら動き出した。

　まるで、墓所からよみがえった屍喰鬼グールのように。

「〈屍城術シヤトラマンシー〉、それがあの〈城姫〉の能力か」

　シャトレアがキッと奥歯を噛かみ締しめる。

　吸血鬼が人間の屍しかばねを従じゆう僕ぼくとして支配するように。

　あの〈吸血城〉は、建築物の廃墟を意のままに従したがわせることができるのだ。

「リンツ、来るぞ！」

　シャトレアが剣を構えたまま、鋭い声を発した。

　軋きしむような轟ごう音おんをたてながら、廃墟がゆっくりと倒れこんでくる。割れた窓から大量の家具が投げ出され、街の広場に積み上がった。

「侮あなどるな、吸血の〈城姫〉、このような従僕など！」

　シャトレアが地面を蹴けった。重い甲かつ冑ちゆうを身に着けているとは思えない動きで廃墟の壁を蹴りつけると、穿うがった穴を足掛かりにして、さらに高く飛び上がった。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪が、逆巻く炎のようにひるがえる。旋風のようなシャトレアのスピードに、廃墟の従僕はまるでついていくことができない。

　シャトレアは従じゆう僕ぼくなど眼中になかった。垂直に屹きつ立りつする壁を蹴けって飛び、両手に構えた白銀の剣を、宙を飛ぶドラキュリア＝ブランめがけて一いつ閃せん。

　ドラキュリア＝ブランはかろうじて身を躱かわした。頬ほおを浅く斬きったが、致命傷というわけではない。シャトレアは歯は噛がみすると、傾かしいだ廃はい墟きよの屋根に鉄靴で降り立った。

「おのれっ、油断しましたわっ！」

　ドラキュリア＝ブランが頬の血をぬぐい、苛いら立だちの声を上げた。

　ブラン城は東欧の名城ではあるが、それほど格の高い〈城〉というわけではない。

　シャトレアがこれまで戦った、〈モン＝サン＝ミシェル修道院〉、ローマの〈円形闘技場コロツセオ〉などと比べれば、はるかに格下の〈城〉だ。せいぜいリール要よう塞さいと同格といったところだが――この〈ブラン城〉は、あのときのエリッセのように、本拠地の支援効果フオースアツプを受けているわけではない。

　だが、策を弄ろうし搦からめ手を使ってくるあの吸血城は、騎士の属性を備そなえたシャトレアとは、すこぶる相性が悪いらしい。その意味では、先日ランスで剣を交えたビアンカ＝フラウィウスのほうが、まだしも戦いやすい相手だったかもしれない。

「わたくしの美しい肌に傷をつけたこと、後悔させてさしあげますわ！」

　吸血城の少女が、ぬぐった頬の血を、パッと空中に放った。

　真っ赤な血の雫しずくがそれぞれ螺ら旋せんを描き、たちまち無数の鉄杭パイルバンカーへと変化する。

「かつて我が城主マイスターが、異教徒のイェニチェリ兵どもを血祭りに上げた杭くい――」

　固有兵装――〈串刺し公の処刑杭ブラツデイ・ツエペシユ〉！

　解放の言葉と同時――

　高速回転する真しん紅くの鉄杭が、シャトレアめがけていっせいに放たれた。

「なめるなっ！」

　シャトレアが剣を一閃し、真紅の鉄杭をまとめて薙なぎ払う――が、

「……っ!?」

　撃ち洩もらした数本が、彼女の立つ廃墟を貫通し、地上で〈城〉同士の戦いを見守るリンツの頭上に降りそそぐ――

　シャトレアは市庁舎の壁を蹴りつけ、真下に駆け降りた。

　大気を切り裂く擦過音。鉄靴の踵かかとから火花がほとばしる。凄すさまじい衝撃波が生まれ、廃墟の壁を吹き飛ばしていく。放たれた矢のような彼女のスピードに自動防御オートガードの〈城壁〉も追いつくことができない。壁を蹴り上げ――

　間一髪。シャトレアはリンツの眼前に飛び込んだ。

　剣で受けられる体勢ではない。とっさに左腕の籠手ガントレツトを突き出した。

　真紅の鉄杭が、白銀の籠手を貫通した。

「……ぐっ……あ！」

　鮮血がほとばしった。腕を押さえ、こみあげそうになる悲鳴を奥歯で噛かみ殺す。

「シャトレアっ！」

　リンツが叫んだ。あまりに一瞬のことで、なにが起こったのか、まだ理解が追いついていなかった。ただ、眼前に血にまみれたシャトレアの姿がある。

「シャトレア、腕が……」

「この程度の傷、どうということはない。城主マイスターがそんなに取り乱すな」

　シャトレアは言い捨てると、左腕に突き刺さった鉄杭パイルバンカーを無造作に引き抜いた。

　赤い血が剥むき出しの地面にぽたぽたと滴したたる。焼けつくような激痛をこらえ、シャトレアは灰色の空を見上げた。吸血の〈城姫〉は、あたりの廃はい墟きよをふたたび従じゆう僕ぼくとしてよみがえらせようとしている。

「……なんともやっかいな〈城〉だな。私を消耗させるのが狙ねらいか」

「ああ。持久戦になればこっちが不利だ」

　リンツはうなずいた。鈍重な廃墟の従僕などシャトレアの剣の錆さびになるだけだが、こうも無制限に生み出されては、いずれ彼女も疲弊する。対してドラキュリア＝ブランは、街中の建築物から精気を吸収することができるのだ。

「私に遠距離用の武装が備そなわっていれば、奴を撃ち落とせるのだが」

「〈武器庫〉には、剣のほかになにかないのか？」

　リンツは訊きいた。〈城姫〉は〈城〉としての基本的な機能アビリテイを備えている。〈城〉にありそうな武装はだいたい所有しているはずなのだが。

「小型のクロスボウが数すう挺ちようあるにはある。私が使えばそれなりの威力だが、なにしろ相手は〈城姫ベルクフリート〉だ。通常の弓矢など〈城壁〉に阻はばまれるだけだろうな」

「そうか……」

　どうやら、シャトレアは完全な近接戦闘型の〈城〉らしい。

　もうひとつ望みがあるとすれば、リール要よう塞さいで固有兵装を解放したとき、彼女の背中に出現した光の翼だが――翼があらわれたのは、あのときの一度きりだった。

（せめて、シャトレアの剣を届かせることができれば――）

「――我が従僕よ、あの〈城〉を蹂じゆう躙りんなさい！」

　ドラキュリア＝ブランが固有兵装――〈屍都の呼び声コール・オブ・ネクロポリス〉を解放した。

　足場にされることを警戒したのか、こんどは背の低いワイン工房の建物だ。歩く際に振り落とされた酒さか樽だるがつぎつぎと落下し、地面にワインの芳香をぶちまける。

「リンツ、一時撤退するぞ！」

　シャトレアがリンツの手を引いた。瓦が礫れきだらけの大通りを疾走する二人を、自動防御オートガードの〈城壁〉が追走する。

「逃がしませんわ！」

　ドラキュリア＝ブランの周囲に、無数の鉄杭パイルバンカーが出現する。

　固有兵装――〈串刺し公の処刑杭ブラツデイ・ツエペシユ〉。

〈城姫〉の切り札たる固有兵装としては、そうたいした脅威ではない――が、リンツを守りながらとなると話はべつだ。

　――シャトレアに手を引かれて走りながら、リンツは彼女の左腕に目をやった。

　リンツをかばって鉄杭を受け止め、真っ赤に染まった白銀の籠手ガントレツト。

　こんなにも傷つきながら、シャトレアは守ってくれた。

（……っ、なんだよ）

（僕は、いつだって、シャトレアに守られてばかりじゃないか！）

　胸中で叫び、リンツは〈刻印〉を刻まれた拳こぶしをぎゅっと握り締しめた。

（考えろ、考えろ考えろ――僕にもなにかできることがあるはずだ）

（どうすれば、シャトレアの助けになれる――？）

〈城〉の化身である〈城姫ベルクフリート〉には、小手先の〈建奏術〉なんて通用しない。直接的な戦力にならないのなら、せめてシャトレアを援護するべきだ。

　――と、その時。ふいに、倒壊した廃はい墟きよの瓦が礫れきの山に目がとまった。

「リンツ、なにをしている!?」

　キッと足を止めたリンツに、シャトレアが振り返る。

（そうだ、あれを使えば……！）

　街路を埋め尽くす瓦礫の山。これだけの建材があれば十分だ。

「シャトレア、君を飛ばす方法が見つかった」

「なに？」

「〈建奏術〉で塔を創つくる。天まで届く塔を」

「できるのか？　あの高さまで届くような塔が――」

　シャトレアが不安を口にする。たしかに、あの高さまで届く塔となると、いまのリンツの建築技術では手に負おえない。構造計算に失敗して瓦礫の下敷きになるのがおちだ。

「できる。大丈夫だ」

　だが、リンツは首を縦に振った。

　リンツにはとっておきの〈建奏術〉があった。それを急いで説明しようとすると、

「そうか。承知した」

　シャトレアはそれをさえぎってうなずいた。

「……シャトレア？」

「私は城主マイスターを信頼している」

　きょとん、とするリンツの目をまっすぐに見つめ、

「それに、悠長に相談している暇はなさそうだ」

　上空を飛ぶ〈城姫〉をキッと睨にらみつけた。

「あら、内緒話はもうおしまい？」

　微笑するドラキュリア＝ブランの周囲に、ふたたび無数の鉄杭パイルバンカーが出現。

　赤い豪雨となって地上に降りそそぐ――

「リンツ、私に籠城していろ！」

　殺到する真しん紅くの鉄杭を、シャトレアが剣でまとめて薙なぎ払った。神しん速そくの剣けん閃せんが乱れ舞い、激しい火花が散る。

　シャトレアに背をあずけ、リンツは〈建奏術〉の韻律コードを紡つむぎはじめる。

　構造式の構築と展開には極度の集中力を要する。耳元で剣けん戟げきの音が鳴り響き、ひとつ間違えば命を落とすような状況で集中できるのは、ひとえに〈城〉への信頼ゆえだ。

〈――汝なんじ、偉大なる建築士の王、四界のすべてを測量し、設計した者よ――〉

　基本詠唱第一式。組み上げた構造式を解き放つための韻律。この詠唱の中に、建築士ギルド〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おうが幾いく重えにも折り重なった暗号として編み込まれている。

〈――神殿の最さい奥おうに隠された秘技を盗みし、我ら石工の長おさたる者よ――〉

〈――汝、大いなる墳墓の頂きより、すべてを見そなわす〈眼〉也なり――〉

　頭ず蓋がいの奥で激しい火花が散った。

　脳裏に想おもい描くのは、はるか高みを目指してそびえ立つ石の祭壇。飽くなき情熱によってついに天空に到達しながら、神の怒いかりに触れ一夜のうちに崩壊した、旧ふるき伝説の塔。

（まさか、これを使うことになるなんてな……）

　測量器コンパスの紋様の描かれた〈刻印〉から、蒼あお白じろい雷火がほとばしる。

「リンツ＝レンハイトが銘を刻む――」

　叫び、リンツは掌てのひらを地面に叩たたきつけた。

「シャトレアっ、飛べ――！」

「承知したっ！」

　シャトレアが鉄靴で地を蹴けった。

　荒れ狂う雷火が散乱する瓦が礫れきを舞い上げ、轟ごう々ごうと渦うずを巻く。

　渦に吸いよせられた瓦礫の山が、凄すさまじい勢いで積み上がっていく――
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　周辺の建材をてあたりしだいかき集め、構造計算を無視してひたすら高く積み上がる。

　やがて構造限界に達した塔は、自重に耐えきれず、雪崩なだれをうって崩壊する。

　実用性などほぼ皆無。せいぜいが瓦礫の撤去作業に使うくらいだ。

　高く、はるか天空を目指して積み上がる瓦礫の塔は、その突端に踵かかとをのせたシャトレアの身体からだを一気に押し上げる。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪をひるがえし、シャトレアは剣を振りかぶった。

　ドラキュリア＝ブランの顔が凍りつく。シャトレアの身を守る〈城壁〉はすべて地上のリンツの護衛に振りわけていた。あるいは、吸血の〈城姫〉が鉄杭パイルバンカーを撃ちつくしていなければ、シャトレアを迎撃できたかもしれない。

　――だが。乱雑に組み上がった瓦が礫れきの塔が、重力に引かれ倒壊する、その刹せつ那な。

「――はあっ！」

　シャトレアは塔の突端を蹴けりつけ――跳んだ。

　吸血の〈城姫〉のはるか頭上に。

「……っ！」

　ドラキュリア＝ブランはかろうじて反応、周囲に〈城壁〉を展開する。

　だが――

「そのような脆もろい〈城壁〉で、私の剣が止められるかっ！」

　叫び、シャトレアは剣を一いつ閃せん。

　鋼剣が、〈城壁〉ごと吸血城の片翼を斬きり裂いた。

　絶叫がほとばしった。ドラキュリア＝ブランの白はく皙せきの美び貌ぼうが醜みにくく歪ゆがんだ。片翼を斬り落とされた吸血城はきりもみしながら落下。かろうじて宙にとどまるが、完全にバランスを崩し、姿勢を制御することができない。

「おのれっ、わたくしの翼を！」

「シャトレアっ、もう一度だ！」

　地上にいるリンツが叫んだ。ほとばしる雷火を掌てのひらにまとわせ地面に叩たたきつける。

　倒壊した瓦礫の塔が、ふたたび激しい渦うずを巻いて積み上がる――

「……っ、たかが徒と弟ていと捨ておいていれば！」

　ドラキュリア＝ブランの真しん紅くの眼めが、リンツの姿をとらえた。怒いかりに我を忘れた〈城姫〉は、真紅の鉄杭を生みだし、リンツに狙ねらいをさだめる。

「リンツ！」

　シャトレアの叫びに、リンツはハッと顔を上げた。

　空を埋め尽くす無数の鉄杭が、その切っ先を地面に向けていた。

〈城壁〉では防ぎきれない。シャトレアの間に合う距離ではない。

「……っ!?」

　リンツの顔が青ざめた――その刹那。

　大気を切り裂く音と共に――

　ドラキュリア＝ブランの胸を、鋭い杭が貫いた。

「……なっ!?」

　リンツは目を見開いた。

　シャトレアではない。彼女は遠距離用の武装は持っていないはずだ。

（いったい、なにが――？）

「……か……はっ……」

　吸血城の〈城姫〉は――

　自身の胸から突き出た杭くいを、信じられないという表情で見つめていた。

　喀かつ血けつし、血にまみれた手でそれを引き抜こうとした、その瞬間――

　背後から飛来した杭が、少女の肩を貫いた。

「……っ、ああああああああああああっ！」

　ドラキュリア＝ブランは凄せい絶ぜつな叫びを上げると、黒い霧となって霧散した。

　リンツは、唖あ然ぜんとしてその場に立ちつくした。

「リンツ、大丈夫か」

　自由落下で地上に降り立ったシャトレアは、瓦が礫れきを踏み砕きながら駆けよってくると、気き遣づかわしげに訊きいてきた。〈城壁〉に守られていたとはいえ、倒壊した塔の真下にいたのだ。降りそそぐ細かい破片で額ひたいを切っていた。

「うん、浅く切っただけだから」

　それよりも頭痛がひどい。こめかみを押さえ、リンツはわずかによろめいた。でたらめな理論値の構造式を展開したせいで目眩めまいがしていた。

「あの〈城姫〉は？」

「撤退したようだ。しかし、あの攻撃はいったいどこから――」

　二人は顔を見合わせ、きょろきょろとあたりを見まわした。

　すると――

「どう？　なかなかのもんでしょ、新型の攻城弩バリスタの威力は。リール要よう塞さいで徴収した砲術士ギルドの技術を応用してみたの」

「……!?」

　たちのぼる土煙の向こうに、腰に手をあてて立つ人影が見えた。

　小柄ながらすらりとしたプロポーション。特徴的なツーテールの髪。

　どことなく見覚えのあるシルエットに、リンツはあっと声を上げた。

　積み上がった瓦礫の山の上に――

「ひさしぶり、ってほどでもないけど……とりあえず、元気してた？」

　紅ぐ蓮れんの髪の猫少女が立っていた。



    

  
    
      


第二章　再会



　レティーツィア＝エーデルガルト。十七歳。

　城じよう砦さいの破壊、陣地構築、野戦築城、架橋、掘削、攻城兵器の組み立てなどを一手に引き受ける工兵の傭よう兵へい団だん〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団長だ。

　もっとも、彼女が大陸最強の工兵傭兵団の団長だと聞いて、素直に信じる者はどれくらいいるだろう――赤いツーテールの髪を揺らす少女のうしろ姿を見つめながら、リンツはそんなことを思う。

　ミレトスの街から数キロ離れた平野に、〈諸侯同盟〉の野営地はあった。

　色鮮やかな布で飾りつけられた幕舎のそばに、さまざまな傭兵団の旗がひるがえり、薪まきのそばではあらくれ者の傭兵たちが昼食の準備をしていた。

　レティから招集状が届いたのは一週間前のことだ。ミレトスで合流する予定だったところを、シャトレアを狙ねらうあの〈城しろ姫ひめ〉に襲われたというわけだ。

「あー、それは災難だったわね」

　ちっとも災難だと思っていない様子で、レティがくすくすと笑った。

「びっくりしたわ。ミレトスの市民が野営地のほうに避難してきたと思ったら、街があんなことになっているんだもの。ずいぶん大暴れしたみたいね」

「べつに僕たちが暴れたわけじゃないよ。建物に追いかけられて大変だったんだから」

「……いや、街があのようなことになってしまったのは私のせいだ。あの〈城姫〉は私を狙って襲ってきたのだから」

　シャトレアが思いつめた表情でため息をつく。生き真面目まじめで責任感の強い彼女は、ずいぶん落ちこんでいるようだ。

「まあ、いいんじゃない？　建物なんて壊すためにあるようなもんだし、また建てなおせばいいじゃない。街の人を巻き込まなかっただけでも十分よ」

「いや、壊すためにあるって……」

　いかにも〈壊し屋〉らしいレティの暴言に、リンツはジト目でつっこんだ。

　――とはいえ、彼女はただ脳天気なのではなく、シャトレアを元気づけようとしているのだ。ずいぶん大おお雑ざつ把ぱな性格に見えるが、じつのところ、レティはとても細やかな気配りのできる娘こだ。もっとも、そうでなくては、数十人もの技師を抱える傭兵団の団長など、とても務つとまらないだろうが。

　レティについて歩いていくと、やがて森のそばに陣取った〈土竜技師団〉の野営地にたどり着いた。幕舎の周辺には地を這はうモグラの団旗が並び立ち、そこかしこに攻城兵器のパーツを満載した荷馬車が停とめられていた。

　森の前のひらけた場所で、数人の技師によって大型の攻城弩バリスタが解体されている。攻城弩というのは、いわば超巨大サイズのクロスボウだ。破は城じよう槌ついや投石機と同様、大昔から使われている攻城兵器で、木製の城門なら、これを数発撃ち込めば簡単に破壊することができる。また、城の塔に設置して、押しよせる兵を薙なぎ倒すこともできた。

　先刻、ブラン城の〈城姫〉を撃ち抜いたのは、この攻城弩の放った大型の突杭ボルトだ。

〈城〉の化身たる〈城姫〉は、人間の扱う通常兵器では傷をつけることはできない。だが、攻城兵器に限っては、〈城姫〉に対して大きな致傷効果ダメージボーナスがつくらしい――と、シャトレアは説明した。

　物理的な威力そのものよりも、攻城兵器であるという意味属性のほうが重要だそうだが――むろん、レティがそこまで考えていたというわけではなく、ただ景気よく新兵器をぶっ放したかっただけのようだ。

　赤髪の少女は晴れやかな顔で、自慢の新兵器を解説する。

「従来の攻城弩とちがって、火薬を使って突杭を撃ち出す仕組みよ。まあ、火薬の調合法は砲術士ギルドが独占しているから、量産はできないと思うけど」

「それにしても、ずいぶん物々しいな」

「そりゃそうよ。なんたって、バスティーユを攻略するんだもの」

「バスティーユ!?」

　リンツは思わず声を上げた。

「諸侯同盟は本気でパリを落とすつもりなのか？」

　ランスで受け取った報告書には、諸侯同盟はリール占領後の主導権争いで内部分裂を起こし、これ以上の侵攻はないと書かれていたはずだが。

「状況が変わったのよ。くわしいことはあとで話すわ」

　レティはため息まじりに肩をすくめると、ふいにぴたっと足を止めた。

「その前に、幼なじみの様子が心配でしょ？」

「う、うん」

　リンツはこくりとうなずいた。三人が立ち止まったのは、ひときわ大きな幕舎の前だった。病人や負傷兵を看護するための場所だ。

　エリッセ＝イストバラドは、ここに眠っているらしい。

「エリッセは、まだ……？」

「ええ……」

　リンツの問いに、レティは静かに首を振る。

　レティとシャトレアを外に残し、リンツはひとりで足を踏み入れた。

　幕舎の中は簡素なベッドがいくつか並んでいた。エリッセのほかに使っている者はいないようだ。一番奥のベッドがひとつだけふくらんでいた。

「エリッセ……」

　大切な幼なじみの名前をつぶやきながら、リンツはそっとベッドに近づいた。

　彼女と一緒に過ごしていたのは、まだ数週間前のことだ。

　なのに、もうずいぶん昔のことに思える。

「エリッセ、きっと師匠を見つけだしてみせるからな。そしたら、また一緒に――」

　幼い頃ころ、彼女を寝かしつけていたときのように、蜂はち蜜みつ色いろの髪にそっと触れる。

　がばっ！

「わっ!?」

　突然、毛布がはねあがり、リンツは驚いて床にひっくり返った。

（な、なんだ……!?）

　あわてて顔を上げる――と、

　ベッドの上に。

　怪しげな仮面をつけた怪人が、仁王立ちしていた。

　怪人、である。

　極彩色の絵の具を塗りたくった木彫りの仮面。勾まが玉たまのくくりつけられた部族の神官服のような衣装に、もっさりと全身を覆おおう孔く雀じやくの羽毛。

　その右手には、これまた派手な羽毛のついた石いし槍やりが握られていた。

「…………」

　意味がわからない。

　あまりのことに、リンツが唖あ然ぜんとして固まっていると。

　怪人は突然、

「クケ―――――ッ！」

　槍やりを振り上げ奇怪な雄叫おたけびを上げた。

「……く、くけ？　なに？　っていうか、なんなのこの状況!?」

　理解をこえた事態に頭がおいつかない。

　リンツは床に尻しりもちをついたまま、口をぱくぱくさせた。

「懺ざん悔げせよ、懺悔せよ、リンツ＝レンハイト！」

「……は？」

　ぽかんとして聞きかえすと、石槍の先で頭をぼかっと殴られた。

「いたっ！」

「我は怒いかれる裁きの神ザンバッパペソノビゴンである！」

　孔雀の羽毛をわさわさ揺らしながら、怪人がしゃべった。

「ザンバッパ……？」

　リンツがしどろもどろに聞くと、また石槍がごつんと降ってきた。

「いてっ……～っ！」

　涙目で頭をかかえるリンツ。

　ザンバッパ――なんとかは、偉そうに胸をそらしてリンツを見下ろした。

「罪深きリンツ＝レンハイトよ、正直に懺ざん悔げせよ」

「は、はい」

　また石いし槍やりで殴られたくないので、リンツはおとなしくうなずいた。

（なんなんだ、いったい……？）

「お主は、む、むむ、胸の大きい娘こと、ラブラブ二人旅をしていたそうじゃな？」

「……胸？」

　リンツは眉まゆをひそめ、やがて口を開いた。

「えっと……ひょっとして、シャトレアのことか？」

「……～っ、し、しかも、大切な幼なじみの少女を置いてけぼりにして！」

　シャトレアの名前を口にした途端、石槍がずいっと喉のど元もとに突きつけられた。

　ひっと小さく悲鳴を上げ、リンツはあとずさる。

「そ、それに、小さな女の子に抱きつかれてデレデレしたり、年とし頃ごろの娘の下着を、の、覗のぞいたりしておったな！」

「……なっ!?」

　ズガビシャーン！

　稲妻が落ちた……ような気がした。

「な、なんだよそれは！　そんなことしてないぞ！」

「しらばっくれてもむだじゃ、この手紙に書いてあった！」

　ばーん、と目の前に突きつけられたのは――

　拗すねたシャトレアが、伝でん書しよ鳩ばとで〈土竜技師団マオルヴオルフ〉に送った報告書。

「シャトレア、ほんとに報告してたのか!?」

「事実じゃな？」

「ち、違うよ、ブランシェの下着を見たのはただの事故だし――」

　言いかけて、リンツはハッと口をつぐんだ。

　怒いかれる裁きの神の全身が、わなわなと震えていた。

「む、昔から、なんとなく、そうなんじゃないかなーとは思ってたけど」

　凍えるような冷たい声でつぶやく。

「リンツってば、むっつりスケベだったんだね」

「ち、違……！」

　ずいっ。石槍がふたたび喉元に突き出された。

　ゴゴゴ……静かな殺気がふくれあがる。

（……っていうか、なんだよこの状況!?）

　リンツの頭の中は真っ白だった。彼女の声だと気づかないほど混乱していた。

「わ、私が眠ってるあいだに……」

　木彫り仮面の怪人は、両手に持った石いし槍やりを大きく振り上げ、

「いったい何人の娘ことイチャイチャしてるのよ―――――っ！」

　ぶんっ！

「――そこまでだ、曲くせ者ものめ！」

　振り下ろされた石槍は――

　リンツの頭に届く寸前で、ぱしっと掴つかまれた。

「……なっ!?」

　木彫り仮面の怪人が驚きよう愕がくの声を上げる。

　冴さえわたる刃のような峻しゆん烈れつな声。

　リンツが目を開けると、シャトレアが石槍を片手で掴んで止めていた。

「ふぬ、くっ、ふんぬうううっ……」

　怪人はむきになって槍やりを引こうとするが、びくともしない。

　ぱきっと乾いた音がした。シャトレアが槍を素手で折ったのだ。

「君が何者かは知らないが、我が城主マイスターを傷つけるというのなら、彼の〈城〉である、このシャトレア＝ノイシュヴァンシュタインが相手になる！」

「あ、う、ううっ……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　ふーっと髪を逆立て、シャトレアの全身から怒いかりのオーラが立ちのぼっていた。

　一千の兵士さえもひるませる〈城〉の威圧に。

　怒れる裁きの神ザンバッパペソノビゴンは、たじたじとあとずさる。

「う、な、なによ……む、胸が、ちょっと大きいからって～！」

　シャトレアは背後のリンツに振り向くと、優しく手をさしだした。

「リンツ、大丈夫か？　怪け我がなどはないか？」

「……あ、うん、ありがとう。助かったよ」

　気き遣づかわしげなシャトレアの手をとり、リンツは立ち上がる。

「当然のことをしたまでだ。私は君の〈城〉なのだからな」

「う、ううう～っ！」

　怒れる裁きの神は、なんだかショックを受けたようにうめいている。

　シャトレアは振り向き、腰の短剣を抜いた。

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみを苛か烈れつに燃え上がらせ、冷徹な声で告げる。

「君は何者だ。私は城主ほど甘くない、ことによっては容赦しないぞ！」

「……っ！」

　まるでそこに〈城〉が存在するかのような威圧感を放つシャトレアに、木彫り仮面の怪人がひっとすくみあがった。

「……」

「……」

　数秒間の睨にらみ合い。

　そして――

「うっ、ひっく……」

「なに？」

　シャトレアは形のよい眉まゆをひそめた。

　目の前の曲くせ者ものが、突然、肩を震わせはじめたのだ。

「ひっく……わたし、ただ、ひっく……びっくりさせようと、思っただけ、なのに……」

「ま、まて、なぜ泣くのだ!?」

「わたし、悪くないのに……ひっく、う、うう……」

　すぅーっと息を吸いこみ――

「うわああああああああああああああああああん！」

「な、なんだ!?」

　いきなり泣き出され、シャトレアはわけもわからずにうろたえる。

「リンツのばかああああっ！」

「――はいはい、そこまでね」

　レティがやれやれと苦笑しながら入ってきた。すたすたとベッドへ歩みよると、泣きじゃくるザンバッパなんとかの仮面をはぎとった。
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　うまそうなシチューの匂においが、リンツの鼻び孔こうをくすぐった。

　レティが個人で使っている幕舎の中である。リンツたちはテーブルを囲んで、すこし遅めの昼食をとっていた。

「……それにしても、さっきはなにごとかと思ったよ」

　シチューにパンのかけらをひたしながら、リンツはエリッセをジト目で睨む。

「だ、だって、リンツを懲こらしめてやろうと思ったんだもの」

「なんで懲らしめられなくちゃいけないのさ。だいたい、さっきの変な格好はなんだよ」

「怒いかれる裁きの神ザンバッパペソノビゴンよ。私が考えたの」

　エヘン、となぜか誇らしげに胸を張るエリッセ。ちなみに、あの木彫りの仮面や怪しい衣装はぜんぶ彼女の手作りだそうだ。

（……そういえば、むかしから手先は器用だったもんな）

　軽いため息をつきながら、リンツはレティのほうを向いた。

「でも、レティも人が悪いよ。目が覚めたこと、教えてくれればよかったのに」

「しょうがないじゃない。面白そうだったんだもの」

「なにがしょうがないのさ……」

　くすくすと笑うレティに悪態をつきながら、こんどは隣の席に目を移す。

　シャトレアは食事に夢中だった。さっきの〈城姫〉との戦いでずいぶんお腹が空すいたのか、わき目もふらずに食べている。それでも、がっついているように見えないのは〈城〉の格調の高さゆえだろうか。

　テーブルの上にならんでいるのは、ライ麦のパン、牛肉のすじを煮込んだシチュー。塩漬けのニシンに、そら豆の炒いためもの、たっぷりの香辛料に漬けた羊肉。胡桃くるみやアーモンドなどのナッツ類、デザートに山や羊ぎの乳を冷やして固めたプディングまであった。

　これほど豪勢な食事が出ることなど、行軍中の軍隊ではまずありえない。再会を祝して、レティが街からとりよせた食材を、エリッセが料理してくれたのだ。

「シャトレア、〈食糧庫〉にシチューをつめこむなよ。みっともないから」

「ち、ちがうっ、これはだな……」



    

  
    
      



    

  
    
      　リンツがジト目でつっこむと、テーブルの下でこっそり〈城〉の機能アビリテイを使っていたシャトレアは、カアッと真っ赤になってうつむいた。

「……えっと、シチュー、口にあったかな？」

　向かいに座るエリッセが遠慮がちにたずねると、シャトレアはスプーンを握り締しめたまま、こくこくとうなずいた。

「ああ、このシチューはとてもおいしい。君は料理が上じよう手ずだな」

「そ、そう？　よかった……」

　エリッセは緊張した表情をほころばせ、ほっと胸をなでおろした。

　そんな彼女たちの様子をながめながら、リンツはふと、

（……そういえば、二人がまともに出会ったのって、今日が初めてなんだよな）

　そんなことを思う。

　シャトレアはリール要よう塞さいで〈城姫〉となったエリッセと戦っているが、エリッセにはあのときの記憶はない。

　幼い頃ころから、ずっと三人だけで旅をして育ってきたせいか、エリッセは意外と人見知りなところがある。そして、シャトレアのほうは言うまでもない。剣を握ること以外は、驚くほど世間知らずで不器用な少女だ。

（二人には仲良くしてもらいたいけど……）

　考えてみれば。さっきのあれは、ある意味、最悪の出会いだったかもしれない。

「でも、ほんとにおいしいわ。料理人としてうちで働いてもらいたいくらい」

　レティがシチューを口に運びながら舌した鼓づつみを打つ。

　と、エリッセはちょっと照れたようにはにかんで、

「料理だけは昔から得意なの。いつもリンツに作ってあげてたから」

　カチャーン！

　シチューをすくっていたシャトレアが、突然、スプーンをとり落とした。

「……？　どうしたんだ、シャトレア」

　リンツが振り向くと、シャトレアはこほんと咳せき払ばらいして、

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみで、リンツの目をじいーっと見つめた。

「リンツ」

「はい？」

　ゴゴゴゴ……彼女の目から放たれる圧迫感に、リンツはごくりと息を呑のむ。

（な、なんだ!?　なんか、シャトレアが怖いぞ）

「シ、シチューなら……私もリンツに作ってあげたことがあるな」

「う、うん……」

　真剣な顔でたずねるシャトレアに、リンツはこくこくとうなずいた。

（……まあ、あれはシチューっていうよりはグラタンだったけど）

　ランスの街で、怪け我がを負おったリンツのために作ってくれたシチューのことだ。表面はおそろしいほどに焦こげていたが、孤児院の子供たちに教わりながら、初めて作ったというわりには、意外とおいしかった。

　ガシャーン！

　こんどはエリッセが小皿をとり落とした。

　両肩が小刻みに震えている。

「へ、へえー、そ、そうなんだ……」

「……えーっと、エリッセ？」

　なにか薄ら寒いものを感じて、リンツはぶるっと身震いする。

　と、シャトレアが胸に手をそえ、

「リンツはぜんぶ食べてくれた」

「……っ！」

　バチバチッ！

　テーブルの上に見えない火花が散る。

「そ、それにしても……」

　と、こんどはエリッセがにこっと笑みを浮かべた。

　リンツが思わずドキッとしてしまうくらい魅力的な笑顔だ。

　だが、なんとなく背筋が寒くなるような感じがするのは気のせいだろうか。

「こうやって一緒にご飯食べてると、想おもい出すなあ。昔のこと」

「あ、ああ、そうだな」

「ほら、昔は、リンツとよく一緒にお風呂入ったよね」

　リンツは食べかけのパンを噴きだした。

「エ、エ、エリッセ!?　い、いきなりなに言い出すんだよ！」

「だって本当のことじゃない。ほら、五歳くらいまでずっと」

「い、いや……」

　それは、たしかに事実ではあるのだが――

（な、なんでいま急にそんなことを!?）

　リンツの額ひたいに、じっとりといやな汗が浮かんだ。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　テーブルの上の食器がカタカタ音をたてて震動する。

　シャトレアの白銀の髪がかすかに逆立っている。

「ふつう五歳じゃもう一緒に入らないわよねー」

　レティがくすくすと笑いながら余計なことをつぶやいた。

「レティ！」

「そーよ。わたし幼なじみだから。ずっと一緒だったんだから！」

　エリッセはひかえめな胸をそらし、蜂はち蜜みつ色いろの髪をふふんとかきあげる。

　シャトレアは――

「そ、そういえば、私もリンツと一緒に入ったな！　温泉に！」

「ちょっ、シャトレア!?」

　リンツはガタンッと椅い子すから立ち上がった。

「……え？」

　エリッセの表情がカキンと凍りつく。

「ど、どういう……こと？」

「どうもこうもない。ただの事実だ」

「えーっと、シャトレア……さん？」

　たしかに、アーレンダムの街で一緒に温泉に入ったことは事実である。

　でも、あれは事故みたいなもので――

「事実だ」

　シャトレアは顔を赤らめ、強調するように繰り返した。

「ふ、ふーん……そーなんだ。き、きれいな顔して、い、意外と大胆ね」

　エリッセはぴくぴくと頬ほおをひきつらせながら、

「で、でも、リンツの幼なじみはわたしだけだもんっ！」

　キッとリンツのほうを睨にらみつける。なぜか涙目になっていた。

「一緒にランスのお祭りも見た」

「え？」

「一緒にお酒も飲んだ」

「え？　え？」

「わ、私のために花飾りも……買ってくれた」

　顔を赤らめ、つぶやくシャトレア。

「う、うううーっ、ば、ばかーっ！」

「……」

　そんな二人のやりとりを見つめながら――

　リンツはひとりため息をついた。

　でも。思えば、師匠が失しつ踪そうしてから、こういう団だん欒らんをするのはずいぶんひさしぶりだ。

　師匠はいないけれど――こうして、みんなで一緒にテーブルを囲んでいる。

　そのことが、なによりも幸せだった。

　数週間前。リール要よう塞さいで、仲間の技師たちと一緒に殺されそうになったとき、エリッセが最後の力を使ってリンツを逃がしてくれなかったら。

　飛ばされた森の中でシャトレアと出で逢あえなかったら。

　いま、こうして一緒にテーブルを囲むことはできなかったはずだ。

　――と、リンツがそんな物思いにふけっていると、

「どうした、リンツ？」

「どうしたの？」

　シャトレアとエリッセが心配そうに訊きいてくる。

「あ、いや、なんでもないよ」

「シャトレアの胸のことを考えてたのよね？」

　レティがからかうように言うと、

「なっ!?　き、君はまたっ――」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　顔を真っ赤にしたシャトレアから怒いかりのオーラが立ちのぼる。

「ちょ、まて、レティの言うことを真に受けるな！」

「リンツ～！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　なぜかエリッセまで鳴動していた。

「エ、エリッセ!?」

（まさか、リール要よう塞さいの〈城姫〉の力が残ってるんじゃないだろうな！）

　テーブルの上の食器がカタカタと揺れている。

　なんとか話題を変えようと、リンツは頭をめぐらして――

　その視線が、シャトレアの左腕にとまった。

「そ、そうだ！　シャトレア、腕の傷はもう大丈夫なのか？」

「む？」

　シャトレアはきょとんとして、それから「ああ」とうなずいた。

　リンツをかばい、鉄杭パイルバンカーを籠手ガントレツトで受けたときの傷だ。

　あのとき、鉄杭は籠手を貫通して、シャトレアの腕を串くし刺ざしにしていた。

「大丈夫だ。あの程度の傷ならば〈城〉の機能アビリテイですぐに修復できるからな」

　シャトレアはテーブルに肘ひじをつき、腕の傷をリンツに見せた。

　鉄杭が貫通したはずの傷口は、もうほとんど塞ふさがっていた。

「よかった……」

　リンツは、ほっと胸をなでおろし――

　ふと、奇妙な違和感をおぼえた。

（あれ？）

　磨きこまれた白磁のような、シャトレアの肌。

　彼女の手首のあたりに、小さな亀裂が走っていた。

「……？　シャトレア、その手首の傷、どうしたんだ？」

「……っ!?」

　途端、シャトレアの表情がこわばった。

「これは……な、なんでもない……」

　ちょっと過剰とも思える反応で、手首をさっとひっこめる。

「なんでもないって、そんなわけないだろ」

「先程の戦闘の傷だ。まだ自己修復が完了していないだけだ」

　シャトレアは目を伏せ、頑かたくなに首を振った。

　隠しごとの苦手な不器用な〈城〉である。あからさまに動揺するシャトレアの態度に、リンツはなにか引っかかるものを感じた。

「でも……」

「ただのかすり傷だ。城主マイスターの心配にはおよばない」

　こわばった冷たい声。完全に拒絶する口く調ちようだった。

　リンツがむっとして言い返そうとした、その時、

「こらっ、リンツの朴ぼく念ねん仁じん。鈍どん感かん大魔神」

「は？」

　エリッセがガタッと椅い子すを揺らして立ち上がった。

　片方の手を腰にあて、リンツの額ひたいにびしっと人差し指を突きつける。

「女の子に傷のことをあれこれ聞くなんて、デリカシーなさすぎだよっ」

「……！」

　リンツはハッとした。たしかに、エリッセの言う通りだ。剣を振るえば千の兵士を薙なぎ払う〈城〉の化身。だが、シャトレアはだれよりも女の子らしい女の子なのだ。

（……女の子が傷のことなんて、聞かれたくないに決まってるじゃないか）

「えっと…シャトレア、ごめん。僕が悪かった。気が回らなくて」

「いや、リンツは私を心配してくれたのだ。謝ることはない」

　リンツが素直に頭を下げると、シャトレアはふっと表情をなごませた。

　それから、ちょっと緊張したように、エリッセのほうを向く。

「ありがとう、エリッセ＝イストバラド」

「べ、べつに、あなたのためじゃないわ」

　エリッセは顔を赤らめ、ふいっと目を逸そらした。

　シャトレアの傷のことは、まだ気になったが――

　いまのやりとりで二人の距離がちょっとだけ縮まったような気がして、リンツはほっと胸をなでおろした。
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「――さて、それじゃ、本題に入りましょうか」

　食卓が片付くと、レティが紅茶のカップを静かに置いた。もとは領邦ラントの王女様だったというだけあって、そんななにげない仕草にも優雅な気品がかいま見える。

　リンツとシャトレアは彼女の向かいに座っている。エリッセはまだ長時間起きていると眠くなる後遺症が残っているらしく、幕舎のベッドへ戻って先に休んでいた。

「君たちを呼び戻した理由についてだけど」

「うん」

　リンツは今回の招集について、まだくわしいことを聞いていない。伝でん書しよ鳩ばとで送られてきた手紙には、〈土竜技師団マオルヴオルフ〉が王都パリへ向かうこと、そしてミレトスの街で合流するようにという指示だけが書かれていたのだ。

「とりあえず、いまの諸侯同盟戦争の現状を説明するわ」

　レティはテーブルの上に大陸の地図を広げると、場所を指差しながら話しはじめた。

　諸侯同盟戦争。それは、ここ数年、急速な領土拡張政策をとってきたフランキスカ王国に対し、周辺国家の諸侯がいっせいに立ち上がったことに端を発する戦争である。

　諸侯を扇動したのは、長年フランキスカ王国と敵対関係にあったロンディニア群島国、そして戦争によって利益を貪むさぼる商都連盟だ。商都連盟の経済支援を受けた諸侯同盟軍は、フランキスカ王国がイベリア半島国の併合に手間取っているうちに戦力を整え、数週間前には、北部辺境領の防衛拠点であるリール要よう塞さいを陥落させることに成功していた。

「でも、ランスで受け取った手紙には、諸侯同盟の結束は乱れるって――」

　リンツが言いかけると、レティは小さくうなずいた。

「ええ。正直、〈土竜技師団〉はこの戦争から手を引こうかって考えてたくらいだもの」

　多大な犠牲を払って要塞を陥落させた諸侯同盟軍だが、リール占領後は十分な補給線を構築することができず、進軍に手間取っていた。かさむ戦費に加え、開戦当初からくすぶっていた諸侯同士の反目、継戦派と講和派の争い、リール占領の主導権をめぐっての軋あつ轢れきなどの要因が重なり、これ以上の戦争の継続は困難であると見られていた。

　こんな状態では王都を陥落させることなど不可能だ。瀟しよう洒しやな宮殿や聖堂が建ち並び、芸術の都という印象の強いパリだが、実際は大陸屈指の防衛能力を誇る城郭都市である。たやすく落とせるものではない。百年戦争ではいくつもの都市を奪還したジャンヌ＝ダルクも、パリ奪還戦には失敗しているほどなのだ。継戦派の諸侯でさえ、パリ攻略を現実的に考えているものなどほとんどいないはずだった。

「――でも、ここにきて急に状況が変わった」

　レティは地図の一点――フランキスカ王国南西部の土地をフォークで突き刺した。

「ノルマンディー公国？」

「ええ。いまから二週間前、ちょうど君たちが戴たい冠かん都市ランスにいた頃ころね。フランキスカ王国の騎士団がノルマンディー公国を急襲して〈ロッシュ城〉を攻め落としたの」

「なんだって!?」

　リンツは目を見開いた。政治や大陸の情勢にはそれほど明るくないリンツだが、それがどういうことなのかくらいは理解できる。

　ノルマンディー公国といえば、旧ふるくからフランキスカ王国と同盟関係にある領邦国家だ。

　もちろん〈諸侯同盟〉にも加わっていない。ノルマンディー公国を攻めることは、フランキスカ王国にとって自分の首を絞める行為にほかならない。

　このまったくの不意打ちに、ノルマンディー公国は難攻不落と名高い〈ロッシュ城〉をやすやすと明けわたし、わずか三日で降伏したらしい。

「でも、どうして、そんなことを？」

「どうしてかしらね。正直、国王が乱心したとしか思えないわ」

　レティは肩をすくめて首を振った。

「でも、考えてみれば、フランキスカ王国は数年前から、なにかにとり憑つかれたように周辺の領邦国家を侵略していた。戦略的にそれほど重要とも思えないような〈城〉をつぎつぎと攻略してね。〈ロッシュ城〉だって、ノルマンディー公国にとっては重要な防衛拠点だけど、フランキスカ王国にとってはたいして価値のない〈城〉よ。わざわざ攻め落とすだけの理由が見あたらない」

　――ともあれ、かねてから講和を主張していた穏健派の諸侯も、この暴挙としか思えない侵略行為を目の当たりにして一気に継戦派に傾いた。諸侯同盟は再び結束を取り戻し、暴君を王座から引きずり下ろせと息巻いているらしい。

「ま、そんなわけで――」

　と、レティは地図上のパリの位置にフォークを突き立てた。

「〈土竜技師団マオルヴオルフ〉は諸侯同盟のパリ攻略戦に参戦するわ。大義名分なんてどうでもいい。あたしたちは金で働く壊し屋。そこに〈城〉があれば壊しにいくだけよ」

　さばけた口く調ちようだが、ニッと笑う彼女の瞳ひとみには強い光が宿っていた。

　リンツは、この眼めには見覚えがあった。

　――君のその力で、あたしの野ゆ望めに手を貸してくれない？

　アーレンダムの街で、リンツをスカウトしたときと同じ眼だ。

　レティーツィア＝エーデルガルトには大きな野ゆ望めがある。

　傭よう兵へい団だんの団長として名を上げ、かつて戦争で奪われた故郷を奪い返すという野望だ。

　それは決して絵空事ではない。事実、数十年前の三十年戦争では、ヴァレンシュタインという一介の傭よう兵へい隊長が、皇帝に等しい権力を握ったことさえあった。

　この紅ぐ蓮れんの髪の少女なら、きっとやり遂とげるはずだ。

　それが、どれほど過酷で、血塗られた道であったとしても――

　レティは、目の前に座る二人を静かに見つめた。

「だから、あなたたちの力を貸してほしい」

　長い沈黙の後。

　シャトレアが静かに口を開いた。

「レティ、すまないが――」

　ゆっくりと、首を横に振る。

「私は、私自身の存在理由を知るため、そして城主マイスターたるリンツ＝レンハイトを守るためにのみ剣を振るうことに決めている。君のために〈城〉の力を使うことはできない」

「……ま、そうでしょうね」

　シャトレアの答えは、レティも予想していたようだ。

　紅蓮の髪をかきあげ、軽く肩をすくめただけだった。

　それはシャトレアの〈城〉として信念。

　そしておそらくは、〈城姫〉という存在の根幹にかかわるところなのだ。

〈城姫〉が宿る〈城〉は難攻不落。千の兵を打ち倒し、万の軍を薙なぎ払う――

　だが、それほど圧倒的な力を持った存在でありながら、これまで〈城姫〉が戦場に投入され、人間の軍隊と直接戦ったという話は聞いたことがない。

　たとえば、百年戦争の際、〈モン＝サン＝ミシェル〉が一万のロンディニア軍を海に沈めたのは、あくまで彼女の宿った〈城〉を守るためだ。彼女のほうから出向いて軍隊を殲せん滅めつしたわけではない。ランス大聖堂の〈城姫〉だったというジャンヌ＝ダルクは、戦場に出て戦ったが、おそらく、人間の軍隊相手に〈城姫〉の力は使っていないはずだ。もしそんな力を使っていたのであれば軍史に残っているだろう。

〈城姫〉が剣を振るうのは、〈城〉と〈城主〉を守るとき。

　そして、同じ〈城姫〉を相手にしたときだけだ。

「――悪いけど、僕もだ」

　と、こんどはリンツが口を開いた。

　マイスター・ストランゼンに授けられた測量器コンパスの〈刻印〉を見せながら、

「僕が師匠から受け継いだ〈建奏術〉は、究極の建築に到達するための手段だ。戦争の道具として使うことはできないよ」

　囚とらわれたエリッセを救うため〈土竜技師団マオルヴオルフ〉に身を投じはしたが、そもそもリンツはただの建築士の徒と弟ていだ。レティ個人には好感を抱いているものの、戦争を生業なりわいとする傭兵とは、根本的に違う種類の人間である。

　それも予想していたのか、レティは「そう――」と、うなずいただけだった。

「でも、もし――」

「？」

　唇を舐なめ、つぶやいたレティに、リンツは眉まゆをひそめた。

「もし、相手が〈城姫〉憑きの〈城〉だったら？」

「……っ!?」

　――〈城姫〉憑つき。

　リンツの胸がざわついた。こわばった表情のシャトレアと顔を見合わせる。

「どういうことだ？」

　シャトレアが食いついた。ガタッとテーブルに身を乗り出す。

「パリに潜伏させた斥せつ候こうから、ある情報をつかんだの」

　レティはニッと笑みを浮かべると、胸の谷間から、小さな紙片をとりだした。

　ピンで留められたそれをテーブルの上にくるくると広げてみせる。

「王室からパリの防衛を任された総司令官、〈バスティーユ要よう塞さい〉の新総監に任命されたのは、リール要塞の総監だった、あの鉄仮面の男だそうよ」

「……っ!?」

　リンツとシャトレアが同時に声を上げた。

　鉄仮面卿きよう――〈岩がん窟くつ王おう〉エドモン＝ダンテス。

　エリッセをリール要塞の〈城姫〉にするために、技師たちを虐殺した男。

　殺人鬼マルキア＝ギイをバスティーユから解き放ち、ランスではシャトレアを捕らえるため、円形闘技場コロツセオの〈城姫〉ビアンカ＝フラウィウスを差し向けてきた男。

（あいつが、バスティーユの総監に……）

　パリの〈バスティーユ要塞〉といえば、大陸でも最高の〈城〉のひとつだ。〈城姫〉を宿したとしてもおかしくはない――いや、ここであの男が関かかわってきたということは、十中八九間違いなく、あの〈城〉に〈城姫〉を宿そうと画策するはずだ。

（あいつは師匠のことも知っていた……）

　リンツが〈刻印〉の刻まれた右手を握り締しめた、その時――

「団長！」

　甲高い声を上げ、一人の技師が幕舎の中へと転がり込んできた。

　背の高い、ひょろっとした体格の青年だ。

「ディンギー、なにごと？　ノックもなしに」

　レティが不機嫌そうに髪をかきあげ振り向いた。ちなみに幕舎に扉はないが。

「そ、それが、た、大変なんスよ！」

　ディンギーと呼ばれた青年は、あたふたと報告した。

「城ッス！　この先にある川のど真ん中に、でっけえ城が建ってるんス！」

「はあ？」

　報告を聞いたレティは眉まゆをひそめた。



    

  
    
      


第三章　マルヌ川の城



　――フランキスカ王国。王都パリ。

　セーヌ川の中州にあるシテ島を中心に発展してきた、大陸有数の城郭都市である。

　都市としての起源は、古代ロムルス帝国時代――この地がガリアと呼ばれていた頃ころにまでさかのぼる。パリを囲む城壁は、街が拡大するたびに取り壊されては拡張され、いまのような巨大な城郭を形成するようになった。都市の中心部であるシテ島には、ノートル・ダム大聖堂、サント・シャペルなどの歴史的建造物が建ち並び、かつては王家の狩猟場でもあった旧市街には、美しい庭園が数多く設けられている。複雑に錯さく綜そうする迷宮のような街路は広場に集約され、武器を満載した荷馬車が頻繁に行き交っていた。

　パリの西側にはブローニュの森、東側にはヴァンセンヌの森がひろがっている。

　城壁の東側――はるか遠方に、諸侯同盟軍が攻城用の陣地を構築していた。

　土を盛って造られた、小高い丘の上に無数の幕舎が並び、諸侯の紋章を描いた軍旗、大陸各地から集められた傭よう兵へい団だんの旗がはためいている。専門の工兵部隊によって攻城用の塹ざん壕ごうが掘られ、後方ではヴァンセンヌの森から切り出した材木で大掛かりな攻城塔が組み立てられていた。

「――パリが包囲されるのは、百年戦争以来ですかね」

　鉄仮面の男――バスティーユ要よう塞さい総監、エドモン＝ダンテス卿きようが仮面の奥で嗤わらった。

　吹きわたる風にあおられ、真しん紅くの外がい套とうがひるがえる。彼が立っているのは、要塞に設けられた八基の防御塔のひとつだ。ここに立てば、パリ周辺の景観を一望できる。

　塔の下に目を向けると、王国の正規軍が、バスティーユに隣接する広場に、パリ中からかき集めた武器や弾薬を運び込んでいるところだった。

　諸侯同盟軍の攻撃に備そなえ、監獄として使われるようになって久しいバスティーユを要塞化するための準備は着々と進んでいた。いたるところに銃眼が設置され、八基の防御塔には、砲術士ギルドから徴収した新型の砲が据すえ付けられた。

「ここが要塞として使われていたのは、君がまだ生きていた頃ころですね、ソフィア」

　白い手袋に覆おおわれた手を伸ばし、虚こ空くうに向かってつぶやく。

　まるで、愛する恋人と囁ささやき交わすときのような、優しい声こわ音ねで――

「あら、いったいだれと話しているの、おじさま？」

　くすくすと、舌っ足らずな幼い声が、風に乗って響いてきた。

　真紅の外套をひるがえし、鉄仮面卿が振り返る。

　そこに――奇妙な格好をした少女がいた。

　白と黒の混じりあう、腰まで伸ばした長い髪。

　薄く紅のさした可か憐れんな唇。病的なまでに白い肌。

　だが、もっとも印象的なのは――睫まつ毛げの下で妖あやしく煌きらめく、白と黒の異相眼オツド・アイ。

　舞踏会のドレスのような衣装に身を包んだ少女は、大砲の台座に腰掛け、足をぶらぶらさせていた。差し伸べたその手には、愛らしい小鳥がちょこんととまっている。

「――アーシェラ、人前に姿を見せるなと言ったはずですよ」

「だって、とっても退屈なんだもの、おじさま」

　アーシェラと呼ばれた少女は小首を傾かしげ、白と黒の混じりあう髪を梳すき上げた。

「わがままはいけませんよ。姫君は〈石の兄弟団〉に対する切り札なのですから。もっとも、すべてを見そなわす〈眼オクルス〉は、すでに私の背任に気づいているでしょうがね」

「関係ないわ。どうせみんなぐちゃぐちゃにするんだし」

　少女が無邪気な笑みを浮かべると、なにか本能的な恐怖を感じたのか、その手にとまっていた小鳥が羽ばたこうとした。

　刹せつ那な。少女はさっと手を伸ばし、小鳥を無造作に握り締めた。

　少女の手の中で、小鳥のくぐもった鳴き声が響いた。

「ふふっ、楽しみだなあ。あたし、人間をぐちゃぐちゃにするの大好きよ」

　小鳥を掴つかむ少女の手の甲に、迷路のように複雑な〈刻印〉が浮かびあがる。

　と、次の瞬間。

　小鳥が迷宮化した。

　ピ――ギィ……ィィィ――！

　喉のどをねじ切るような悲鳴が上がり、指の隙すき間まからあふれ出た血まみれの心臓が、増殖しながら絡みあう。爪つめが腹から生え、嘴くちばしが眼球を貫き――まるで細工箱のように解体と構築をくりかえしながら膨れあがったそれは、おぞましいことに、もはや小鳥の原型をとどめていないにもかかわらず、まだ生きていた。

「ハ、ハ、なるほど、存分に壊れている。あの男が廃棄したのも当然か」

　血にまみれた手で無邪気に小鳥をもてあそぶ少女の姿に、鉄仮面卿きようが嗤わらいを洩もらす。

「まちどおしいなあ。早くお父様に会いたいわ。お父様をぐちゃぐちゃにしてしまいたい」

「安心なさいアーシェラ、あの男は必ず来ますよ」

「ふふっ、せっかくお父様に会うんだから、いっぱいおめかししなくっちゃね」

　無む垢くな笑みを浮かべながら、少女は小鳥の血をべったりと顔に塗りたくる。

　鉄仮面卿はそんな少女に興味を失うと、灰色の空を見上げ、つぶやいた。

「――もうすぐですよ、ソフィア。君と世界の終しゆう焉えんを迎えられるのは」



　　　　　　　◇



    

  
    
      



    

  
    
      　重い雲の垂れこめる空の下、ぽつぽつと冷たい小雨が降りはじめている。

　ミレトス周辺の野営地から、馬に乗って一時間ほどの場所だった。

　突如、視界にあらわれたそれの姿を目にした途端――

「……」

　レティーツィア＝エーデルガルトは、ぽかんと口をあけた。

　マルヌ川の中州に〈城〉が建っていたのだ。

「……驚いたわね。この目で見るまでは信じられなかったけど」

　レティはツーテールの赤髪を揺らし、馬から飛び降りた。

「先発隊はいったいなにをやっていたのかしら。こんな場所に〈城〉があるなんて報告は聞いてないわよ」

　腕組みして、川の中州に立つ〈城〉を不機嫌そうに睨にらみつける。

「斥せつ候こうの報告じゃ、あの〈城〉は一夜にして出現したらしいっス」

「どーいうことよ」

　レティは肩をすくめ、背後のリンツに向きなおった。

「で、大陸最高の建築士の徒と弟ていとしては、どう思う？」

「やめてよ、その言いかた……」

　リンツはぼやきながら、シャトレアが手綱を握る馬から下りた。

　峻しゆん厳げんな顔つきをした立派な軍馬だ。工兵の傭よう兵へい団だんである〈土竜技師団マオルヴオルフ〉が、普通の馬の二十倍以上の価値のある軍馬を所有しているわけもない。荷車を牽ひくための駄馬を、シャトレアが〈城〉に備そなわった機能アビリテイ〈厩きゆう舎しや〉で高性能化アツプグレードしたのだ。もっとも、これは数時間ほどで普通の馬に戻ってしまうらしいが。

「ふつうに考えて、たったひと晩であんな立派な城を造るなんてできるはずがないよ。一夜にして城が建ったように見せかけたっていう話なら知ってるけど――それはあらかじめ山の中に城を造っておいて、あとから周囲の木を切り倒しただけだしね」

　いざ目にするまでは、はりぼての城じゃないかと考えていたリンツだが、遠目に見ても、どうやら本物の城じよう砦さいのようだ。土台は堅固な石材。ゴシック様式を基礎に、カロリング様式、ノルマン様式など年代の異なる建築様式が混じっている。たとえ〈石の兄弟団〉の秘儀を使ったとしても、あれほどの〈城〉をひと晩で造ることなど、とうてい不可能だ。

「しかし、どうにも〈城〉としては中途半端だな」

　馬上から下りたシャトレアが、首を傾かしげてつぶやいた。

「外観はたしかに立派だが、〈城壁〉もなければ、〈防御塔〉もないというのはおかしい。そもそも、あんな場所に〈城〉を構える意味があるのか？」

「そうね。ここは諸侯同盟軍の進軍ルートではあるけれど、渡河地点はほかにもあるし、少し迂う回かいすればいいだけの話だもの」

　レティが顎あごに手をあてて考え込む。

　傭よう兵へい団だん長ちようとしての知識と経験を総動員しても、こんな場所に〈城〉を建てる理由がさっぱり思いつかない。川の中州にあるため攻め落とすのは難しいかもしれないが――であれば、ただ無視すればいいだけの話だ。

　中州に城を抱いたマルヌ川は、激しい水みず飛沫しぶきを上げながら、轟ごう々ごうと渦うずを巻いていた。

「おかしいっス。この時期のマルヌ川は、こんな暴れ川じゃないんスけどね」

　ディンギーが戸惑いの表情を浮かべて言った。

「進軍ルートを変更して迂う回かいするっスか？」

「そうね……」

　レティは、しばらく考え込み――

　やがて、ゆっくりと首を横に振った。

「いいえ。やっぱり退ひかないわ。あたしたちは大陸最強の工兵傭兵団〈土竜技師団マオルヴオルフ〉よ。眼前の〈城〉を前にして、退けるわけないじゃない」

「えー」

　あんまりといえばあんまりな理由に、リンツは抗議の声を上げるが、

「プライドの問題よ、プライドの。傭兵からプライドをとったらただの戦争屋と変わらないわ。それに、噂うわさに名高い〈土竜技師団〉が、あんなちっぽけな〈城〉を前に退却したなんて噂が広まったら、うちの信用はガタ落ちよ。すべての〈城〉は、あたしたちに壊されるためにあるんだから」

　右手に刻まれた〈崩破の緋シヤルラハロート〉の〈刻印〉を見せながら、不敵に微笑ほほえむ彼女。

「レティ、いちおう私も〈城〉なのだが……」

〈城〉の化身たるシャトレアが、むっと唇をとがらせる。

「で、中に詰めている兵士はどれくらいかしら。あの規模の城じよう砦さいなら、兵士が三十人、腕うで利ききの射手が二人もいれば十分な防衛能力を発揮すると思うけど――当然、それくらいは調べてあるんでしょうね？」

　レティがジト目で睨にらむと、ディンギーはおろおろとうろたえた。

「それが、射手どころか見張りの兵士の姿も見えないっスよ。ただの一人も。ひょっとして、もぬけのからなんじゃないっスかね？」

「そんなわけないでしょ。……中に身を潜ひそめているのかしら。でも、見張りの兵も置いてないっていうのは、たしかにおかしいわね」

　レティがつぶやいていると、シャトレアが厳しい表情で口をひらいた。

「レティ、あの〈城〉は、なにかいやな感じがする。こう、胸の奥からむかむかと反発心のようなものがこみあげてくるのだ」

「なに？　〈城しろ姫ひめ〉の勘ってやつ？」

「ああ。それに、なんとなくだが、あれとはどこかで会ったような気がする」

　川の中州に建つ〈城〉をキッと睨にらみつけ、

「シャトレア、どうしたんだ？」

「試してみる」

　リンツの問いかけに、短く答えた。

「――我は〈武器庫〉也なり」

　籠手ガントレツトに覆おおわれた手を、白鳥の彫刻レリーフされた胸当てに添える。

　と、まばゆい光輝の中から巨大な杭くいが出現した。

　彼女の身体からだよりもはるかに巨大なそれは、攻城弩バリスタの撃ち出す大型の突杭ボルトだ。

「シャトレア、なんだよそれ!?」

「〈ブラン城〉との戦いでは、遠距離用の武装がなくて苦戦したからな。レティに数本、貰もらっておいたのだ」

「攻城弩は攻城兵器だけど、城側の兵士が塔に据すえ付けて使うこともあるからね。シャトレアにも使えるんじゃないかって思ったの」

「ああ。この武装は私の手によく馴な染じむ」

　シャトレアは、巨大な杭を二、三度振ると、助走をつけ――

「はあああっ――！」

　川の中州に建つ〈城〉めがけて一気に投げ放った。

　轟ごうっ――大気を斬きり裂くような轟ごう音おんが鳴り響く。

　突杭は文字通り弩砲のような勢いで飛んでいき――

　ギィンッ！

「……なっ!?」

　リンツが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　凄すさまじい速度で飛来した攻城弩バリスタの突杭ボルトが――

　マルヌ川から勢いよく立ち上った水柱によって弾はじかれたのだ。

「シャトレア、いまのは……？」

「間違いない。〈城姫ベルクフリート〉の自動防御オートガードだ」

「〈城姫〉だって!?」

　リンツが訊きき返した、その時。

「――リンツ、上！」

　レティが鋭い声を発した。

　立ち上った水柱が渦うずを巻き、宙で無数の投擲槍ジヤベリンへと変化する。

　虚こ空くうに生まれた投擲槍ジヤベリンは、鋭い尖せん端たんをこちらへ向け――

　いっせいに放たれた。

「……っ!?」

　刹せつ那な。シャトレアが跳んだ。周囲に〈城壁〉を展開――〈武器庫〉から鋼剣を抜き放ち、嵐あらしのように降りそそぐ投擲槍ジヤベリンを一振りで斬きり飛ばした。

「シャトレア、あれはいったい――？」

「あれは〈城〉になった〈城姫〉だ」

「〈城〉になった……？」

〈城姫〉はもともと〈城〉じゃないかと言いかけて――

　リンツはハッと思い出した。たしか、戴たい冠かん都市ランスにたどり着く前。お腹を空すかせたシャトレアと、そんな話をしていたような気がする。

　戦闘などで力を大きく消耗した〈城姫〉は、自己防衛機能が働き、周囲の地形を巻き込んで、文字通り〈城〉に変化してしまうのだ。この状態になった〈城姫〉は完全に意識を失い、消耗した力を地脈から吸収するまで、まったく行動できなくなるらしい。

「じゃあ、あの〈城〉は――」

　リンツが顔を上げた途端。

　虚こ空くうにふたたび水の投擲槍ジヤベリンが生み出される。

　シャトレアが白銀の剣を静かに構えた。

「リンツ、ここで籠城していろ。すぐにカタをつけてくる」

「シャトレア、待て――」

　止めようとしたリンツの眼前に、三層の〈城壁〉が立ちはだかった。

　シャトレアが疾はしった。蒼そう焔えんをまとう白銀の髪がひるがえる。ぬかるんだ地面を鉄靴で蹴けりつけ、泥を跳ね上げながら川かわ縁べりに向かって突進した。

　後方に〈城壁〉を残し、防御の薄くなったシャトレアめがけ、水の投擲槍ジヤベリンが豪雨のように降りそそぐ。シャトレアは剣を一いつ閃せんしてそれを打ち払うと、一気に跳躍した。

　激しい水みず飛沫しぶきを上げ、川に降り立った瞬間、シャトレアの表情がこわばった。

「……っ、これは!?」

　水が轟ごう々ごうと荒れ狂い、シャトレアを川底へ引きずり込もうとするのだ。

「シャトレア！」

　リンツは叫んだ。行く手を阻はばむ〈城壁〉を手鎚ハンマーで殴りつけ、一喝する。

「邪魔だ、城門を開け！」

　城主マイスターの命令を優先するように設定されているのか、三層の〈城壁〉はあっけなく開いて道を空あけた。リンツはシャトレアのもとへまっすぐに駆け出した。

「リンツ、無茶はやめなさい！」

　背後からレティの声が聞こえるが、振り向かない。

　彼女とディンギーは〈城壁〉の後ろにいれば安全なはずだ。

　足をすくわれたシャトレアは、もう腰のあたりまで引きずりこまれていた。

（……っ、間に合え！）

　泥のぬかるみを駆けながら、リンツは頭の中で構造式を展開する。

　測量器コンパスの〈刻印〉に蒼あお白じろい雷火を宿し、口の中で〈建奏術〉の韻律コードを紡つむぐ――

「建奏士マイスタージンガー――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　叫び、掌てのひらをぬかるみの地面に叩たたきつけた。

〈建奏術〉第十二の韻律コード――再構築リ・ストラクシヨン。

　雷火によって形作られた泥が、ぶあつい塊かたまりとなってマルヌ川へ押しよせる。

　轟ごう音おんを上げ、怒ど濤とうのいきおいで突進する泥の壁。

　それは堤防となって水の流れをせき止めた。

　だが、所しよ詮せんはリンツの未熟な技術で造り出した泥の堤防だ。すぐに勢いを増した川の流れに押し流されて崩壊する。

　しかし、シャトレアにとってはそれで十分だった。水の流れが弱まった一瞬、渾こん身しんの力で川底を蹴けり上げ、水中から飛び上がった。

　川かわ縁べりに膝ひざ当あてをついて着地、飛んできた投擲槍ジヤベリンを剣で斬きり飛ばす。

「シャトレアっ、大丈夫か？」

「リンツ、君は籠ろう城じようしていろと言ったはずだ！」

　泥まみれになって走りこんできたリンツを、シャトレアは一喝した。

「でも、シャトレアが――」

「君は〈城〉である私を信頼していないのか？」

「違うよ。僕はシャトレアを信頼してる」

　リンツは静かに首を振った。

　蒼そう焔えんを宿すシャトレアの瞳ひとみを、じっと見つめる。

　シャトレアはかすかに頬ほおを赤らめた。

　拗すねたように唇をとがらせて、

「な、なにが違うと言うのだ！」

「僕だって、シャトレアの城主マイスターなんだ。まだ未熟かもしれないけど……でも、できる限りシャトレアの力になりたいと思ってる。とにかく、君だけを戦わせて〈城〉の中に籠こもってる城主ではいたくないんだ」

「リンツ……」

　シャトレアは、桜色の唇をきゅっと噛かみ締しめた。

　透き通った蒼あおい瞳が、リンツの顔を映してかすかに揺れている。

（き、綺き麗れいだよな、ほんとに……）

　真正面から見つめられ、リンツは思わずドキッとした。

（――って、いまはそんな場合じゃない！）

　こほん、と咳せき払ばらいして目を逸そらすと、川岸のほうへ向きなおる。

「水に守られた城……ひょっとして、あの娘なのかな？」

「ああ。どうしてこんな場所で〈城〉になっているのかは知らないが――」

　シャトレアは厳しい表情でうなずいた。

　轟ごう々ごうと荒れ狂うマルヌ川の流れは、まるで苦しみ悶もだえる水竜のようだ。

「……」

　リンツは――拳こぶしをぎゅっと握り締しめた。

「助けよう」

「なに？」

　シャトレアは柳りゆう眉びを険けわしく吊つり上げた。

「だって、あの娘こは行き倒れみたいなものなんだろ？　だったら、助けなきゃ」

「な、なにを言っているのだ！」

　シャトレアが耳元で怒鳴った。

「君は一度、あの〈城〉に殺されかけたのだぞ！」

「うん、でも――」

　シャトレアの怒気に圧倒され、リンツは一度、口ごもった。

　けれど、ごくりとつばを呑のみこむと、意を決して口を開く。

「でも、彼女はそんなに悪い娘じゃないと思うんだ。だって、あれほど激しい洪水だったのに、アーレンダムの街に死者は一人も出なかった」

「そんなのは偶然にすぎない。あの〈城〉は君を――」

「シャトレア、頼む」

　リンツはまっすぐな目で、シャトレアの瞳ひとみを見つめた。

「あの娘を助けてやってくれ」

「む……」

　シャトレアが小さく息を呑む。

　しばらく見つめ合っていると、彼女の頬ほおにかすかな赤みがさした。

「……君は、ずるいな」

　拗すねたように唇をとがらせ、小さくため息をつく。

「少しは君の〈城〉である私の身にもなってほしい」

「……ごめん」

　なにがずるいのかはよくわからないが、とりあえず、リンツは謝った。

　シャトレアが甲かつ冑ちゆうを鳴らして立ち上がった。

　ズンッ――剣の切っ先を地面に突き立て、風にたなびく白銀の髪をかきあげる。

「城主マイスターの命は承諾した」

「シャトレア！」

　リンツはパッと顔を輝かせる。

「どうやら、ゆっくり話している時間はなさそうだしな」

「……!?」

　シャトレアの視線を追うと――

　川かわ面もから立ち上った水柱が、虚こ空くうに無数の投擲槍ジヤベリンを生み出していた。

「ランスで君が私にしたように、あの〈城〉に私の力を直接流し込めば、彼女も目を覚ますはずだ」

　シャトレアは両手に剣を構え、〈城〉の城門を睨にらみ据すえた。荒れ狂うマルヌ川は、いまやあの〈城〉の〈陣地〉になっている。迂う闊かつに飛びこむわけにはいかない。しかし中州まで跳ぶには川幅がありすぎる。

「リンツ、君の〈建奏術〉で、あの中州まで橋を造れるか？」

「……橋は無理だな。この泥じゃ強度がもたない。すぐに流されるよ」

　川の流れの速さと泥の強度を瞬時に計算して、リンツは首を横に振った。

　あたりを見回すが、使えそうな建材はほかに見あたらない。

「でも、簡単な足場くらいなら造れると思う。飛び石の要領で飛んでいけないか？」

「あの投擲槍ジヤベリンを躱かわしながらとなると、そう簡単ではないが……」

　シャトレアは顎あごに手をあて――やがて肩をすくめた。

「わかった。それでいこう」

　こくり、とうなずきあう。

　刹せつ那な。虚空に形成された無数の投擲槍ジヤベリンが、一気に放たれた。

「行くぞ、城主マイスター！」

「ああ！」

　シャトレアが地を蹴けって疾はしった。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪が、逆巻く烈風となって吹き抜ける。

　同時。リンツは〈建奏術〉の韻律コードを紡つむいでいる。

〈建奏術〉第十二の韻律コード――再構築リ・ストラクシヨン。

　マイスター・ストランゼンから継承した〈刻印〉に、蒼あお白じろい雷火がほとばしった。

　シャトレアの背中を追って走りながら、中州に立つ〈城〉までの距離を目測する――建築士の徒と弟ていであるリンツにとっては、そう難しいことではない。

（足場は四つ……いや、シャトレアの脚力なら三つあれば十分か）

　足場を造るべき位置を瞬時に測量。頭の中で具体的なイメージを組み上げる。

「――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　川岸で跳躍したシャトレアに一瞬遅れ、雷火を放つ掌てのひらを地面に叩たたきつけた。

　水面に降りそそいだ雷火が、ひとつめの足場を構築する――

　完かん璧ぺきなタイミングで降り立ったシャトレアが踏みつけると、足場は脆もろくも崩れ去った。

　降りそそぐ投擲槍ジヤベリンの雨を斬きり払い、空高く飛ひ翔しようする〈城姫ベルクフリート〉。

　硝子ガラスの砕けるような破砕音が間断なく響きわたる。

（次っ、斜め方向、四十歩の地点にもうひとつ！）

　リンツは瞬時に次の構造式を編み上げる。

　造り上げる足場の構造そのものは、きわめて単純だ。建材の強度が不足しているとはいえ、それほど難度の高い建築技術ではない。だが、連続して〈建奏術〉を使うことに加え、遠く離れた地点に正確に構造物を造り上げるのは、凄すさまじい集中力を要した。

（集中しろ。余計なことを考えるな。僕が失敗したら、シャトレアが沈むんだ！）

　蒼あお白じろい雷火が川かわ面もに降りそそいで閃せん光こうを放ち、二つめの足場が完成した。

　シャトレアは足場を踏み砕き、〈城〉の門めがけて一直線に飛翔する。

（最後だ――）

　と、その時。

　リンツの立っていた近くに、投擲槍ジヤベリンが飛来して砕け散る。

　硬化した水の破片が、リンツの頬ほおを浅く切り裂いた。

「――リンツ!?」

　シャトレアが空中で振り向いた。

「シャトレア、大丈夫だ！」

　血を拭ぬぐいながら叫び、リンツはふたたび、掌を地面に叩きつけた。

　新たに構築された足場に着地すると、シャトレアは渾こん身しんの力で足場を蹴けり――

　ザバンッ――派手な水みず飛沫しぶきを上げ〈城〉の建つ中州へと降り立った。

　立ち上がりざま、抜きはなった剣を城門の中心に突き立てる。

「――水獄の〈城〉よ、眠りから目覚めよ！」

　刹せつ那な。剣から白銀の閃光が放たれた。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　地響きを上げ、中州全体が震動する。

　城の石壁が剥はがれ落ち、一気に崩壊をはじめた。積み上がった巨大な石塊が転がり落ち、派手な水音をたてて川底へ沈んでいく。つぎつぎと上がる水柱に視界をさえぎられ、リンツはシャトレアの姿を見失った。

「シャトレアっ、シャトレアーっ！」

　リンツは叫びながら、冷たい川の中へ飛びこんだ。

（……っ、まさか崩壊に巻き込まれて……）

　リンツの顔が青ざめた、その時――

「リンツ、ここだ。そ、そんなに名前を呼ばれると恥ずかしい」

「シャトレア!?」

　振り向くと。水面から、顔を赤らめたシャトレアがひょこっと顔を出した。

「シャトレア……よかった」

　ほっと安あん堵どの息をつき、リンツは浅瀬にへたりこむ。

　どうやら、〈城〉の崩壊と同時に川の流れがもとに戻ったらしい。

「あの娘こは？」

「無事に助けてきたぞ」

　シャトレアの背中には、ぐったりとした修道服姿の少女が背せ負おわれていた。



　　　　　　　◇



　リンツたちが〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の野営地に戻った頃ころには、もう夜になっていた。外からは薪まきを囲んで飲み明かす傭よう兵へいたちの馬ば鹿か騒さわぎが聞こえてくる。テーブルの上に置かれたランタンの灯あかりが、幕舎の中を赤々と照らしていた。

　リンツとシャトレアは、椅い子すに縛られた少女を前にして立っていた。

　首筋に絡みつく濡ぬれそぼったプラチナブロンドの髪。冷たく澄んだ蒼あおい瞳ひとみ。

　サン・マロ湾に浮かぶ修道院要よう塞さいの〈城姫〉――モン＝サン＝ミシェルであった。

　縛られた少女が身に着けているのは、アーレンダムで二人を襲ったときの黒いドレスではない。質素な修道服だ。レティが着替えを貸すと言ったのだが、彼女は頑かたくなにそれを拒こばみ、ずっと濡れネズミのような姿のままだ。〈城砦化フオートレーシヨン〉することはもちろん、服を再構築するほどの力も残っていないらしい。

「縄はきつくないか？」

　リンツが気き遣づかわしげにたずねると、少女はこくりとうなずいた。

〈城姫〉とはいえ、こんな年とし端はもいかない少女を椅子に縛り付けるというのは、気が進まなかった。だが、シャトレアが頑として聞かなかったのだ。

「リンツ、君は甘すぎる。アーレンダムでこの〈城〉がしたことを忘れたのか」

「……うん、でも、このまま縛り上げてるのもなんか可哀かわい想そうだし」

　そんな二人のやりとりを、モン＝サン＝ミシェルは怜れい悧りな目で見つめている。

　シャトレアがミシェルに向き直った。

「君もいいかげんなにかしゃべったらどうだ。私とリンツは〈城〉になっていた君を救ったのだ。せめて礼のひとつくらいあってもいいのではないか」

　鋭い眼まな差ざしで、少女をキッと睨にらみつける。

　リンツは小さくため息をついた。シャトレアは〈城〉とは思えないくらい心根の優しい娘こなのだが、同じ〈城〉に対しては、まったく容赦がないようだ。

　モン＝サン＝ミシェルは、無表情にシャトレアの目を睨にらみ返した。

「あなたに助けを頼んだ覚えはありませんが」

「なっ……！」

「わ、ちょっ、シャトレア、落ち着いて！」

　いまにも剣を抜きそうなシャトレアを、リンツがあわてて羽は交がい締じめにする。

「……～っ、リンツっ、き、君は私よりも彼女の味方をするのかっ？」

　シャトレアが涙目で頬ほおをふくらませた。

「そういう問題じゃないだろ。それに、いまは〈城〉じゃない、ただの女の子なんだから」

「……っ！」

　シャトレアは手を振りほどくと、じーっと冷たい目でリンツを睨んだ。

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「リンツ＝レンハイト、君はまさか……」

「な、なんだよ」

「まさか……む、胸の小さな女の子が好みなのかっ！」

「いきなりなんの話!?」

「私は成長途中なだけです」

　モン＝サン＝ミシェルが無感情な声で口をはさんだ。

　シャトレアはこほんと咳せき払ばらいして、ミシェルのほうを向いた。

「ま、まあいい。それで水の〈城姫〉よ、君はなぜあんな場所で〈城〉になっていた？」

「あなたに答える義務はありません。無銘の〈城姫〉」

「私は無銘の〈城〉ではない。建築士リンツ＝レンハイトの〈城〉――ノイシュヴァンシュタイン城に宿る〈城姫〉だ」

　どうだ、とばかりに自慢げに胸をそらすシャトレア。

「……」

　ミシェルは、冷徹な目でシャトレアを見つめ――

「そのような銘の〈城〉は聞いたことがありません。無銘の〈城姫〉」

　シャトレアの顔がピシッと凍りついた。

　数秒の沈黙。そして――

「……そうか。なるほどな」

　シャトレアが小さくため息をついた。声がかすかに震えていた。

「あの、シャトレア……さん？」

　リンツが心配そうに覗のぞきこむと、

「どうやら、〈城〉の機能アビリテイ〈地下拷問室〉を解放するときがきたようだ」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ちょっ、シャトレア、やめろって！」

「ええいっ、は、離せリンツっ……あっ、どこを触っている!?」

「――ばかですね」

　そんな二人を見つめながら、モン＝サン＝ミシェルは呆あきれたように肩をすくめた。

　と、そこへ――

「あら、だいぶ苦戦してるみたいね」

　くすくすと笑いながらレティが入ってきた。

　頬ほおにかすかに赤みがさしている。傭よう兵へい団だんの連中と飲んでいたらしい。

　彼女の背後から、ついさっき起きたばかりのエリッセも顔を出す。

　――と、エリッセは幕舎に入ってくるなり、凍えるような視線でリンツを睨にらんだ。

「……ふーん。また女の子の知り合いなんだ」

「いや、この娘こは知り合いっていうか……」

「しかも、こんどは胸が控えめ……なんなの？　わたしみたいな中途半端はいちばんだめなの？　いろいろバラエティ豊かにとりそろえたいの？」

「エリッセ、な、なに言ってるんだよ!?」

　よくみるとエリッセの頬にも赤みがさしていた。

（さてはレティ、エリッセにお酒飲ませたな……）

　……あれほどだめだと言ったのに。リンツは紅ぐ蓮れんの髪の少女を恨めしげに睨んだ。

「――さて、と」

　レティは赤髪をかきあげ歩いてくると、椅い子すに縛ったミシェルの前で腕を組んだ。

　眉まゆひとつ動かさない〈城姫〉の少女を、余裕の表情で見下ろす。

「どうしても話す気はない？　なんであんな場所にいたのか」

「……」

　ミシェルはじっと口をつぐんでいる。

　不安も、怯おびえも、敵意すらもない。完全な無感情。

　睨み合いは数秒間、続いた。

「……ま、いいわ」

　ふっと先に肩をすくめたのは、レティのほうだった。

　少女に根負けしたわけではない。すっと目を細め、冷酷な声で告げる。

「あなたがそういうつもりなら、身体からだに聞くだけよ。あたしたちは、城の破壊を専門とする工兵傭兵団。城を落とす方法くらい、いくらでも知ってるんだからね」

「……っ！」

　モン＝サン＝ミシェルの蒼あおい瞳ひとみに、はじめて動揺の色が浮かんだ。

「レティ、あんまり手荒なことは……」

「それはこの娘この態度しだいよ」

　冷たく言い捨てて、レティはきっぱりと首を横に振った。

　彼女のまとう氷のような雰ふん囲い気きに、リンツは思わず戦せん慄りつする。いつものふざけた態度を見ているとつい忘れそうになるが、彼女は幾度も過酷な戦場をくぐり抜けてきた、歴戦の傭よう兵へい団だん長ちようなのだ。

「貴女あなたに話すことなどなにもありません」

　モン＝サン＝ミシェルは、気丈にレティを睨にらみ返した。

「……いい度胸だわ。後悔しないでね」

　レティは冷徹な声でつぶやくと――

　さっと背後のエリッセに目くばせした。

「エリッセ、やりなさい」

「イエス、マム！」

　エリッセはこくりとうなずいた。

　両手をわきわきさせながら、ゆっくりとモン＝サン＝ミシェルに迫る。

「な、なにを……」

　本能的に危険を感じたミシェルは、椅い子すをガタガタ動かし逃げようとするが、

「どこへ逃げる気だ、水の〈城姫〉よ」

「……っ!?」

　底冷えのするような声。背後からシャトレアが肩を掴つかんでいた。

「ふふー、素直に話さないとー、ほらっ」

「……ぁっ！」

　小柄なミシェルの身体からだが、びくんっと跳ね上がった。

　エリッセがわきをくすぐったのだ。

「……っ、……ぁ、んっ！」

　モン＝サン＝ミシェルの唇から、なんだか可愛かわいい声が洩もれた。

「ふーん、ここがくすぐったいんだ？　いい声ね」

　エリッセは頬ほおを上気させ、とろん、とした目で話しかける。ほろ酔いのせいか、幼なじみのリンツでさえ見たこともないような妖よう艶えんな表情だ。

「んっ……ひ、あ……んっ！」

「ほらほら、話せば楽になるわよ」

　レティが悪魔じみた笑顔で囁ささやく。

「……っ、あ、あなたたちに……話すことなど……！」

　モン＝サン＝ミシェルは苦しげな吐息を洩もらして喘あえいだ。椅い子すに縛られたまま身をよじろうとするが、両肩をシャトレアがしっかりと押さえている。

「先程までの威勢はどうした、水の〈城姫〉よ。海のバスティーユの異名をとるモン＝サン＝ミシェル修道院が、まさかこの程度で陥落するのではあるまいな？」

　シャトレアが勝ち誇ったように告げる。まるっきり悪役みたいな口く調ちようだ。

「さてさて、つぎはここかなー？」

「……ん、あっ」

（エ、エリッセ、いったいどこを触ってるんだ……!?）

　目の前で繰り広げられている光景は、十五歳のリンツにとって、なんというか……いろいろ刺激が強すぎた。あわてて両手で目を覆おおう。

「……めて、くだ……さい」

「うん、聞こえないよ？」

「……もう、やめ……て……」

　ミシェルはとうとう瞳ひとみに涙を浮かべ、懇願しはじめた。

　弱々しく助けを求める可か憐れんな少女の声を聞いて――リンツはハッと我に返った。

　――モン＝サン＝ミシェル修道院。

　数百年もの歴史を有する偉大な建造物。地上の奇跡。



    

  
    
      



    

  
    
      　第一級の宗教建築にして、幾度の戦乱に耐え抜いた難攻不落の海上要よう塞さい。

　人類の歴史において、その銘を永久にとどめるであろう歴史的建造物に――

（……な、なんてことしてるんだ！）

　リンツの顔がさっと青ざめた。

「エ、エリッセ、やめろって！」

　あわててエリッセを引きはがすと、ミシェルを守るように立ちはだかった。

「え？」

　エリッセはぴたっと動きをとめた。

　ミシェルは頬ほおを火ほ照てらせ、くてーっとなっている。

　急いで縄をほどいてやると、ミシェルはきょとん、とリンツを見つめた。

「レティ、あとシャトレアも！」

　それぞれのほうを向いて怒ると、シャトレアはしゅんと恥じ入るようにうつむいた。

「す、すまない、リンツ……私としたことが、つい乗せられてしまった」

　だが、レティのほうは不満そうに唇をとがらせ、ジト目でリンツを睨にらむ。

「なによ、リンツだって喜んで見てたじゃない。中指と薬指の隙すき間まから」

「そーよ、リンツのむっつりすけべ！」

「み、見てないよ！」

　糾弾する二人にたじたじと言い返し――

　リンツは床にへたりこんでいるミシェルに、手を差し出した。

「えっと、大丈夫か？」

「……」

　ミシェルはしばらく、その手をじっと見つめていた。

「なぜ――」

「え？」

「なぜ助けたのですか」

　いまのことではない。なぜ〈城〉となった彼女を助けたのかと訊きいていた。

「なぜって？」

「私は、かつてあなたの〈城〉を襲い、あなたを殺そうとした」

「うん、だけど――」

　リンツは頭をかきながら、照れくさそうに目を逸そらした。

「困ってる女の子を、放ほうってはおけないよ」

「……！」

　その返答がよほど意外だったのか。

　ミシェルは首を傾かしげ、蒼あおい瞳ひとみをぱちくりさせる。

　背後で、なぜかシャトレアがむっとうめいた。

「――無銘の〈城姫〉」

「なんだ？」

「あなたは、ずいぶんと甘い城主マイスターを持ったものですね」

「ああ、それについては君に同意する」

　シャトレアはふっと表情を緩ゆるませ、そっと胸に手を添えた。

「だが、それが私の信頼する城主マイスターなのだ」

「……」

　ミシェルは差し出されたリンツの手をとった。

　その手に刻まれた測量器コンパスの〈刻印〉をまじまじと見つめる。

「……そうですね。あなたには、話しておくべきかもしれません」



　　　　　　　◇



　――モン＝サン＝ミシェルに聞かされた話は、衝撃的なものだった。

　建築士ギルド〈石の兄弟団〉と盟約関係にあったテンプル騎士団の壊滅。

　そして、それをもたらした黒衣の襲撃者の右手には、リンツの手に刻まれたものとまったく同じ――測量器コンパスの〈刻印〉が刻まれていた。

「本当……なのか？」

　話を聞き終えたリンツは、愕がく然ぜんとうめいた。

「はい。私と旧ふるい盟約関係にあった〈テンプル騎士団〉は、あなたと同じ〈刻印〉を持つ男に殲せん滅めつされました。私は襲撃者の〈城〉と交戦しましたが、力およばず敗れ、パリへ向かう途上で力尽きていたのです」

「……」

　リンツは右の拳こぶしをぎゅっと握り締しめた。

　リンツと同じ測量器の〈刻印〉を持つ人物――

　それは、この大陸に一人しかいない。

〈石の兄弟団〉の第十二階位。

　大陸最高の建築士――マイスター・ストランゼン、ただ一人しか。

「でも、師匠がどうして……」

「彼は〈石の兄弟団〉と戦うと言っていました。最強の〈城姫〉はそのための切り札だと。私にはそれ以上のことはわかりません」

　ミシェルは静かに首を振った。黙もく祷とうするようにそっと目を伏せる。あとに残してきた騎士団のことに思いをめぐらせているのかもしれない。

「では、マイスター・ストランゼンは王都パリへ向かったのだな？」

　シャトレアが訊きくと、ミシェルは無言でこくりとうなずいた。

「ちょうどいいじゃない。目的地はあたしたちと一緒でしょ」

　レティがにっこり笑いながら、リンツの肩をぽんと叩たたく。

　リンツは無言で、手の甲に刻まれた〈刻印〉をじっと見つめた。

（師匠がパリに……？）



    

  
    
      


第四章　蠢しゆん動どう



　パリ南西部の郊外。王都から馬で駆けて半刻ほどのその場所に――

　地上で最も美しく広大な庭園が広がっていた。

　ヴェルサイユ宮殿。

　先代のフランキスカ国王が造営した、史上例を見ないほど壮麗な宮殿である。

　当代随一の王室建築家、マイスター・ル・ボーの手がけたバロック建築の最高峰。外装、内装ともに贅ぜいを凝こらした意匠が施され、その大きさもほかの宮殿の比ではない。

　美しい花の一年中咲き乱れる迷宮庭園には、大小の離宮トリアノンが配置され、一流の芸術家たちの手による様々な彫像が飾られている。噴き上げる噴水の水は、はるか十数キロも離れたセーヌ川の水を、古代ロムルス帝国時代の水道橋の技術を使って引き込んだものだ。完成までにかかった年月は四十年。六千頭の馬と三万人を超える職人が、この偉大な宮殿の建設にたずさわったといわれている。

　だが。このヴェルサイユ宮殿の地下に、秘密の部屋が存在することは、貴族たちのあいだでも知られていない。

　いや、貴族ばかりではない。そこは国王ですら知らない部屋だ。

　この地下室を設計した王室建築家マイスター・ル・ボーは〈石の兄弟団〉の偉大な親方グランド・マイスターだった。つまるところ、彼が真に忠誠を誓っていたのは王室ではなかったということだ。

　薄暗い燭しよく台だいの明かりが、部屋に集つどった老人たちの顔を、ぼんやりと照らしていた。

　いや――顔ではない。全員が無む貌ぼうの仮面をつけ、中央に巨大な〈眼〉の描かれた正三角形のテーブルについていた。

　彼らは全員が〈石の兄弟団〉の偉大な親方グランド・マイスター級の高位階かい梯てい者しやであった。

「――我ら石の兄弟の絆固きこと永遠なれ。かくあれかし」

「――かくあれかし」

　仮面の老人たちはいっせいに唱和した。

「――〈レギウス写本〉に記しるされし革命の日は近い」

「――旧き秩序アンシヤン・レジームは打ち砕かれ」

「――それに代わる新たなる秩序が生まれる」

「――我ら〈石の兄弟団〉による新世界秩序」

　殷いん々いんと響く老人たちの声が、地下室の石壁に反響して合唱のように重なっていく。

　まるで唱和そのものが、なにか魔術の儀式めいた力を持っているかのようだ。

　国王の君臨する宮殿の地下で、このような集会がおこなわれていることを知る者はいない。〈石の兄弟団〉はいまや王室政府の中枢をなかば手中に収めていた。

「――此こ度たび、我らは最後の目標である〈ロッシュ城〉を手に入れた」

「――然しかり、大陸の未来を導く七つの〈城〉のひとつ」

「――七つの〈城〉に七つの〈城しろ姫ひめ〉の宿るとき」

「――大陸におおいなる災さい禍かが降りそそぐ」

「――旧ふるき世界は滅び」

「――灰の中から新しき世界が再誕する」

「――されど、我らの計画に重大な遅延が生じているのもまた事実」

「――然り、かの背約者の遺のこした非在の〈城〉によって」

「――〈リール要よう塞さい〉、〈ランス大聖堂〉での計画が阻止された」

「――〈城姫〉の呪のろいを解かい呪じゆする力」

「――かの〈城〉は我らにとって大いなる障害だ」

「――鉄仮面卿きようの処遇についても考えなくてはならん」

「――復ふく讐しゆう者しやエドモン＝ダンテス」

「――唾だ棄きすべき狂犬だ」

「――真に大陸の未来を憂うれう我らとは、所しよ詮せんは相容れぬ存在」

「――それなりに役には立ったが」

「――もはや用済みだ。いずれ粛清されるであろう」

「――哀れな男だ。あれで我らを利用しているつもりなのだから」

「――我らの悲願である新世界秩序への贄にえとなれるのだ。哀れということもあるまい」

「――残念だが」

　と、唱和する老人たちの声の中へ――

　突然、異質な声が割り込んだ。

「大陸の崩壊は起こらない。この私が止める」

「……っ!?」

　燭しよく台だいの灯あかりが揺れた。

　仮面の老人たちのあいだに戦せん慄りつが駆け抜けた。

　何なん人ぴとたりとも、この地下室に入ってくることなどできるはずがない。

　だが――男は、そこに立っていた。

　全身を黒衣で覆おおった、長身の偉丈夫。

　その右手には幾何学的な測量器コンパスの〈刻印〉が、蒼あお白じろく輝いている。

「――背約者、マイスター・ストランゼン！」

　老人たちがいっせいに立ち上がった。

「――あり得ぬ！　護衛の〈城〉はなぜ侵入を許した!?」

　と。

「くふ、おまえたちの〈城〉とは、上にいた二人のことか？」

　階段の奥から、可か憐れんな少女の声が聞こえてきた。

　だが、その凄すさまじい威圧感は、黒衣の男などとは比較にならない。

「戯たわむれに遊んでやったが、あれでは〈城〉どころか番犬代わりにもならんの」

　カツン、と鉄靴を鳴らし、あらわれたのは――

　壮麗な白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ少女であった。

　少女の周囲を、輝く十二本の剣が、女王にはべる騎士のように護衛している。

「なっ……!?」

　仮面の老人たちが驚きよう愕がくの声を上げた。

　ヴェルサイユ宮殿に宿る〈薔ば薇らの女王〉――ロザリア＝ヴェルサイユ。

　東欧から召喚した〈吸血城〉――ドラキュリア＝ブラン。

　宮殿の護衛につけていたその二人の〈城姫〉を――

「――まさか、斃たおしたというのか！」

「くふ、あのような無銘の〈城〉など、〈円卓の十二騎士ナイツ・オブ・ラウンド〉を束たばねるグネヴィア＝キャメロットの前では藁わら葺ぶきの豚小屋に等しいわ」

　暗くら闇やみに凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、少女は自らの銘を告げた。

「――キャメロット……だと!?」

　老人たちのあいだに激しい動揺が走った。

　偉大な親方グランド・マイスター級の階かい梯てい者しやである彼らは、当然、その〈城〉の銘を知っていた。

　――キャメロット城。

　それは、この大陸の〈城〉ではない。

　海を越えたロンディニア群島国で語り継がれる、伝説の〈王城〉だ。

　たしかに、それほどの格を有する〈城〉が相手では、〈ブラン城〉、〈ヴェルサイユ宮殿〉程度がかなわぬのも無理はない。だが、実在さえも定かではないその〈城〉を、あの男はいかなる方法で従したがえているというのか――？

　マイスター・ストランゼンが、ゆっくりと地下室に足を踏み入れた。

　懐ふところから数枚の紙片を取り出すと、無造作に床に投げ捨てる。

〈テンプル騎士団〉から奪取した〈レギウス写本〉の断片だ。

　数千年の昔に〈石の兄弟団〉の祖が書き遺のこしたと云いわれる秘本。

　そこには、かつて歴史の闇やみに葬ほうむられた禁断の知識が記しるされていた。

〈石の兄弟団〉は、写本に記された秘ひ奥おうによって天変地異を起こし、この大陸の破滅を計画していたのだ。

　大陸の重要な地脈レイ・ライン上に存在する七つの城――その〈城〉に〈城姫〉が宿るとき、地脈のバランスは崩れ、大陸は未曾有みぞうの大災厄に襲われる。

　大地は割れ、地上の建物は倒壊し、沿岸の街は津波に呑のみ込まれる。旧体制の象徴である王侯貴族、教会の権威は失墜し、大陸は一時、無秩序と混乱に支配される。

　やがて時が満ちたとき、灰の中から立ち上がった人々は、再び都市文明を築こうとするだろう――だが、文明の基礎である都市を造るための知識と技術は、すでに〈石の兄弟団〉が独占している。人々は〈石の兄弟団〉を神のごとく崇あがめ、新世界の新たな統治機構として迎えるのだ。

「おまえたちはこの計画のためにフランキスカ王室政府を利用した。そして愚かな王を戦争に駆り立て、ついに七つの〈城〉を手に入れた」

　マイスター・ストランゼンは靴底で〈レギウス写本〉の紙片を踏みにじった。

　黒衣の隙すき間まから覗のぞくその瞳ひとみに、苛か烈れつな怒いかりの焔ほのおが燃えていた。

「このおぞましい計画のために、おまえたちは大陸を破滅に導こうとしている！」

　右手の〈刻印〉から激しい雷火がほとばしり、壁にあたって火花を散らした。

「――黙れ、背約者」

「――所しよ詮せん、貴様に我らの崇すう高こうなる理想は理解できぬ」

「――すべてを見そなわす〈眼オクルス〉は大陸の未来を導こうとしているのだ」

「――王も貴族も教会も存在しない」

「――真に平等な新世界を」

「――そのために犠牲が出るのはやむをえぬ」

　地下室に殷いん々いんとこだまする、仮面の老人たちの声。

「弱者の――子供の血が流れる理想など、反へ吐どが出る！」

　マイスター・ストランゼンは声をかき消すように一喝した。

「だが、愚かなのは私もおなじだ。あの子供たちが教えてくれるまで、私もおまえたちの唱える理想に共感していたのだからな」

　脳裏に思い浮かべたのは、十年前に孤児院から引き取った、二人の子供たちの顔だった。

　エリッセ＝イストバラドは未来の〈城姫〉の適性者として。

　リンツ＝レンハイトは〈城姫〉を宿す任務を引き継ぐ後継者サクセサーとして。

〈石の兄弟団〉の理想を実現するための駒こまとして育ててきた。

　そのことに良心の咎とがめはなかった。

　彼自身、孤児院で拾われ、〈石の兄弟団〉の忠実な駒として育てられてきたからだ。

　だが、あの二人と共に旅をしているうちに、彼はふと疑問を抱くようになった。

　私は本当に正しいのだろうか――？

　この子供たちを犠牲にすることで成し遂とげられる〈石の兄弟団〉の理想とは、それほど素晴らしいものなのだろうか――と。

　そして、二年前のあの日。

　膨れあがった疑念に答えを出すため、彼は〈石の兄弟団〉を離反した。

　放逐者のギルドである〈廃園の使徒〉に潜もぐり込み、情報を集め、〈石の兄弟団〉と戦う力――最強の〈城姫〉グネヴィア＝キャメロットを手に入れた。

「……リンツ、エリッセ、これが私のせめてもの償つぐないだ！」

　叫び、マイスター・ストランゼンは、雷火を放つ掌てのひらを壁に叩たたきつけた。

「――ストランゼン＝ガーデルフトが銘を砕く、崩壊せよ、灰となれ！」

　第十の韻律コード――構造分解デイス・インテグレイト。

　あらゆる建造物を、その構造理論にまで遡さかのぼって崩壊させる異端の〈建奏術〉。

「――貴様！」

　偉大な親方グランド・マイスター級の老人たちは、全員が〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おうを継承していたが、マイスター・ストランゼン以上の速度で韻律を紡つむぐことはできなかった。〈刻印〉の秘ひ蹟せきとは、本来、職人としての思索や技術を追求するためのものであり、彼のように戦闘の道具として磨き上げてきた者は一人もいなかったのだ。

　建物全体が震動した。轟ごう音おんが鳴り響き、地下室の天井が崩落する。

　仮面の男たちの怨えん嗟さの声が、降りそそぐ瓦が礫れきの中に埋もれて消えた。

「……」

　マイスター・ストランゼンは、しばらくのあいだ、崩壊した地下室に立ち尽くしていた。

　頭上で警衛兵の吹く笛の音が聞こえるが、もともと存在しないはずの地下室だ。決して見つかることはない。

（……計画を主導していた七人の偉大な親方グランド・マイスターは葬ほうむった）

　だが、彼らは大陸全土に存在する〈石の兄弟団〉の一派にすぎない。

　メンバーの中に、すべてを見そなわす〈眼オクルス〉はいなかった。

〈石の兄弟団〉の頂点に立つ人物――名前はなく、ただ〈眼〉とだけ呼ばれる男。

（すべてを殲せん滅めつするまで、私の戦いは終わらない……）

（だが、この戦いが終われば、あるいは――）

　そんな考えを振り払うかのように、黒衣のマイスターは静かに首を振った。

　踵きびすを返し、瓦が礫れきに埋もれた地下室をあとにする。
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　ヴェルサイユ宮殿の庭園は、かつて庭師の王者と尊称された大陸最高の造園技師、マイスター・アンドレ・ル・ノートルによって設計された迷宮庭園だ。

　樹木によって形作られた通路が幾何学的に絡み合うその迷宮は、いまなお庭園芸術の最高峰との呼び名も高い。ヴェルサイユに集つどう王侯貴族は、この庭園に愛人を連れこみ、幾いく重えにも折り重なる茂みの中で、人知れず愛の睦むつ言ごとを交わしていたといわれている。

　マイスター・ストランゼンが地下の階段を上りきると、そこは庭園の中にいくつもある小離宮プチ・トリアノンに繋つながっていた。貴族の密会に使われるような離宮だ。当然、あたりに人の姿はない。

　――はずだった。

「……っ!?」

　気配を感じて、彼は振り向いた。

　そこに――

「おや、先を越されてしまいましたか。残念です」

　真しん紅くの外がい套とうに身を包んだ、鉄仮面の男が立っていた。

「〈岩がん窟くつ王おう〉エドモン＝ダンテス……」

　マイスター・ストランゼンは低くうめいた。

　二年前、彼がギルドを離反した後、〈石の兄弟団〉によって見み出いだされた後継者サクセサー。

　大陸の〈城〉に〈城姫〉を宿す任務を引き継いだ男。

　そして――

「――私を殺しにきたのか、復ふく讐しゆう者しやよ」

「ハ、ハ、まさか」

　鉄仮面卿きようはゾッとするような声で嗤わらった。

「貴方あなたにはまだ生きていてもらいますよ。そうでなくては私の復ふく讐しゆうは完成しない」

「ソフィアは――」

　マイスター・ストランゼンは喉のどの奥で沈痛なうめきを上げた。その少女の名前を口にした途端、心臓に焼きごてを直接押しつけられたような激痛が走る。

「私が救ってみせる。そのための〈白鳥の城〉だ――」

「救う？　ハ、ハ、なにを言うのかと思えば――これは傑作だ！」

　鉄仮面卿が引き攣つった哄こう笑しようを上げ――

　ぴたり、と静まった。

「ソフィアはすでに救われている。私の中でね」

　鉄仮面の奥の瞳ひとみが、狂おしく燃え上がった。

「……っ、まさか、貴様はソフィアを――」

　マイスター・ストランゼンが叫んだ、瞬間。

「固有兵装、解放レリーズ――無限監獄バステイーユ・ジエイル」

　鉄仮面卿の突き出した掌てのひらから、まばゆい閃せん光こうが放たれた。

「城主マイスター――！」

　刹せつ那な。マイスター・ストランゼンの眼前に、彼の〈城〉が立ちはだかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　閃せん光こうは光の檻おりとなって〈城姫〉――グネヴィア＝キャメロットを幽閉する。

「ふん、面白い真ま似ねをするではないか。人間が〈城姫〉の固有兵装を使うとは」

「なるほど、それが貴方あなたの〈城〉ですか」

　鉄仮面卿きようが愉快そうに嗤わらった。

「ロンディニア群島国の〈キャメロット城〉――かの伝説の〈王城〉を従したがえるとは、さすがは大陸最高の建築士」

「ほう、妾わらわの銘を知っているか。褒ほめてつかわしたいところだが、妾と我が城主マイスターに剣を向けた以上は、死をもって償つぐなってもらわねばならん」

　光の檻に幽閉されたグネヴィア＝キャメロットが、たおやかな手をすっと伸ばした。

　大陸最高の監獄と名高い〈バスティーユ要よう塞さい〉の檻。

　たしかに強力な固有兵装だが、最強の〈城〉の力で破れぬものではない。

　虚こ空くうに十二本の剣が出現し、少女の周囲を旋回する。

　固有兵装――〈円卓の十二騎士ナイツ・オブ・ラウンド〉。モン＝サン＝ミシェル修道院、ブラン城、ヴェルサイユ宮殿――名だたる名城の〈城姫〉を一撃のもとに屠ほふった名実共に最強の固有兵装。

　旋回する十二本の剣がまばゆい輝きを放つ――

　その、刹せつ那な。



　――ぞぶり。



「……ぁっ!?」

　白銀の甲かつ冑ちゆうを貫いて、小さな子供の手が突き出した。

　真っ赤な鮮血に染まった手が、脈打つ何かを鷲わし掴づかみにしている。

「か……はっ……!?」

　グネヴィア＝キャメロットが喀かつ血けつした。

　四肢を激しく痙けい攣れんさせながら、怒いかりに燃える黄金色の瞳ひとみを背後に移す――

　と。

「はーい。お姉ちゃんの心臓、いただきっ♪」

　あどけない顔をした異相眼オツド・アイの少女が、無邪気な顔で笑っていた。

「……っ、き……貴様……なぜ、気配が……」

　グネヴィア＝キャメロットが激情に顔を歪ゆがめ、吐血混じりの声を洩もらす。

「ざーんねんっ、ヴェルサイユの迷宮庭園は、すでにあたしの〈陣地〉なんだよっ、気配を隠すことくらいカンタンなの！」

　白と黒の異相眼オツド・アイを淫いん靡びに細め、少女は幼い舌をぺろっと首筋に這はわせる。

「ふふっ、最強の〈城〉っていっても、固有兵装の〈円卓の十二騎士ナイツ・オブ・ラウンド〉が無敵すぎるだけで、お姉ちゃん本体は意外とやわらかいんだね」

　にっこりと笑いながら、心臓を握り締しめる手に、ぎゅっと力をこめる。

　グネヴィア＝キャメロットの喉のどから、凄すさまじい絶叫がほとばしった。

　周囲に展開する〈円卓の十二騎士ナイツ・オブ・ラウンド〉が光の粒子となって虚こ空くうに消失する。

「ばかな……アーシェラを――あの最狂の〈城姫〉を解放したというのか!?」

　マイスター・ストランゼンが愕がく然ぜんとうめいた。

「未だ存在しない城に〈城姫〉を宿す〈石の兄弟団〉最さい奥おうの秘ひ蹟せき――あなただけが使えるというわけではないのですよ」

　鉄仮面卿きようが耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを上げる。

「お姉ちゃんはとっても強いけど、さっき二人の〈城姫〉と戦ったときに、手のうちを見せすぎちゃったんだよ。鉄壁の固有兵装も発動の瞬間には隙すきができるんだよねっ♪」

　――ぐちゃり。

　少女の手が、〈城姫〉の心臓を容赦なく握り潰つぶした。

「――、ぁぐ――あああっ、ああああああああっ！」

「ばいばい、ばかなお姉ちゃん――」

　少女の唇が、禍まが々まがしく歪ゆがんだ。



　固有兵装、解放レリーズ――永劫なる悪夢迷宮タイタス・グローン。



　握り潰されたグネヴィア＝キャメロットの心臓。

　それが、少女の手の中でドクン、と脈動した。

　瞬間。肉の触手が爆散し、迷宮庭園の木々に絡みつく。

　脈打つ肉塊は彫像や石畳の下へもぐりこみ、侵しん蝕しよくと増殖を繰り返してゆく――

「ハ、ハ、さすがは最強の〈城姫〉ですね。本来はヴェルサイユ宮殿の〈城姫〉を使うつもりでしたが――これなら、すぐに王都を呑みこむことができそうですよ」

「なんだと!?　エドモン＝ダンテス、貴様なにをしようとしている！」

「なにも企たくらんでなどいませんよ。私はただ純粋に世界の終しゆう焉えんが見たい――それだけなのですから。王都を呑のみ込んだ迷宮はやがて大陸を覆おおい尽くすでしょう、楽しみですねえ」

「それが貴様の復ふく讐しゆうか？　そんなものはただの破滅願望だ！」

「ハ、ハ、手厳しいですね。なるほど、私も結局は〈石の兄弟団〉の老人どもと変わらない。もっとも、彼らは世界を破滅させたあとのことをちゃんと考えていましたがね」

　刹せつ那な。暴れ狂う肉の触手がマイスター・ストランゼンに襲いかかった。彼は右腕に絡みついた触手を素手で引きちぎると、迷宮庭園の茂みに飛びこんだ。

「――逃げましたか。ま、いいでしょう」

　鉄仮面卿きようは両手を広げ、壮麗なヴェルサイユ宮殿のほうを振り向いた。

「――ハ、ハ、ご覧なさいソフィア！　世界の終しゆう焉えんを！　私たち二人の復ふく讐しゆうを！」
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　パリ郊外へ向かう石畳の街道を、一人の少女が馬に乗って駆けていた。

　頭のうしろでくくった蒼あおい髪が馬のしっぽのように揺れている。

　パリの派遣騎士、ブランシェ＝エステワール――彼女はヴェルサイユ宮殿に侵入者があったという報告を受け、王都から急ぎ馬を走らせていた。

　王族の住まいであるヴェルサイユ宮殿の警護がそれほど杜ず撰さんなものであるはずもないが、警衛兵はいったいなにをしていたのか。いまは戦争中だというのに。

（戦争か……）

　懐ふところの銀時計を片手で握り締しめ、ブランシェは馬上でため息をついた。

　この時計を直してくれた少年は、たしか諸侯同盟の傭よう兵へい団だんに雇われているはずだ。

　ランスで出会った少年に思いを馳はせ、かすかに顔を赤らめた――その時。

「……え？」

　彼女の視界に――突然、その光景は飛びこんできた。

　灰色の雲に覆おおわれた空の向こう――

　ヴェルサイユ宮殿があるはずのその場所に――

「あれは、なに……!?」

　巨大な〈迷宮城〉がそびえ建っていた。



    

  
    
      


第五章　休息



　レティーツィア＝エーデルガルト率ひきいる〈土竜技師団マオルヴオルフ〉に新たな賓ひん客きやくが加わった。

　単独でパリへ向かうというモン＝サン＝ミシェルを、レティが引き止めたのだ。

「あのね、パリはいま包囲戦の真まっ只ただ中なかよ。城門を開けてもらえるわけないじゃない」

「私は修道女です。心ある騎士ならば、はるばるたずねてきた修道女を門の外に追い出すようなことはしないでしょう」

　これには、レティだけでなくリンツもぽかんと口をあけた。

「……あっきれた。ほんとに箱入り育ちなのね」

　修道女が敬うやまわれるとか、騎士道精神とか、いったいいつの時代の話だろうか。

　周囲を海に囲まれ、外界と一切断絶した場所にあるモン＝サン＝ミシェル修道院は、シャトレア以上に世間知らずな女の子なのだった。

　レティはハアッとため息をつき、肩をすくめた。

「いいわ。このまま行かせて、また途中でお城になられても迷惑だし。パリまでなら面倒みてあげるわよ」

　――と、そんなわけで。なんだかんだで面倒見のいいレティは、彼女を傭よう兵へい団だん付きの修道女として引き入れてしまったのだ。

　律儀なミシェルは修道女としての仕事をきちんとこなした。とくに修道院の機能アビリテイ〈告解室〉を使った彼女の悩み相談は好評で、幕舎の前には技師たちの長蛇の列ができるようになっていた。この可か憐れんな修道女が、じつはアーレンダムの街を洪水で沈めた〈城しろ姫ひめ〉だということは、リンツたちしか知らない。

　――ミレトスの街を出立してから、三日目。

　王都パリはすでに目前に迫っていた。

　レティが率いているのは、攻城兵器の組み立てを専門とする〈土竜技師団〉の後発隊だ。

　先発隊のほうはすでにパリに到着し、〈諸侯同盟〉の陣地の構築と、パリの城壁を崩すためのモグラ掘り工事を進めているらしい。

　モグラ掘りというのは〈土竜技師団〉の最も得意とする攻城戦法だ。木製の支柱で天井を支えながら地下に坑を掘り進め、城壁の真下まで来たところで支柱を焼き払う。すると支えを失った城壁は一気に倒壊するのだ。

　聞けば単純な戦法だが、実際はとても高度な工兵技術を要する工事である。

　攻城兵器のパーツを載せた、おびただしい数の荷車が街道を進んでいく。

　リンツたちは荷車の中で攻城兵器と一緒くたにされ、ガタガタと揺られていた。

　膝ひざを抱えて座れるほどのスペースはあるものの、中はぎゅうぎゅうづめだ。両側をエリッセの肩とシャトレアの胸にはさまれ、リンツはずっとドキドキしっぱなしだった。

「屈辱だ。〈城〉たる私が攻城兵器などと一緒に載せられるとは」

「めずらしくあなたと同意見です。無銘の〈城姫〉」

　シャトレアとミシェルが、もう何度目かの不満を洩もらした。

〈城〉である彼女たちは、本能的に攻城兵器の類たぐいが大嫌いなのだ。

「しかたないよ、余分な荷馬車なんてないんだから。団長のレティが我慢してるんだから、僕たちも我慢しないと」

「む、それはわかっているが……」

　シャトレアは不機嫌そうに頬ほおをふくらませる。いつも素直な彼女にしてはめずらしい。

（〈城〉にとっては、よっぽどストレスなんだろうな……）

　だが、それは〈城姫〉たちだけではないようだ。

　突然、エリッセが、揺れる荷馬車の上でがばっと立ち上がり――

「熱いお風ふ呂ろに入りたい―――――っ！」

　いきなり叫んだのだ。

「な、なんだよ、いきなり……!?」

　リンツは顔を赤らめ、さっと目を逸そらした。彼女が立ち上がった瞬間、幼なじみのスカートの中がちらっと見えてしまったのだ。

「沐もく浴よくなら川ですませたではないか。たしかに道は埃ほこりっぽいが」

　シャトレアが言うと、

「冷たいのはいやなのっ、わたしはシャトレアたちと違って〈城〉じゃないんだから。それに、ただ身体からだの汚れを落としたいんじゃなくて、なんていうか、こう、気持ちのリフレッシュっていうか？」

　エリッセの言いたいこともまあわかる。

　こうも連日、荷馬車に揺られていては、気も滅め入いってくるというものだ。唯一の楽しみは夕食くらいだが、傭よう兵へい団だんの料理などたかがしれている。材料がジャガイモと塩漬け肉しかないのでは、エリッセも腕の振るいがいがない。

「エリッセ、わがまま言うなよ。熱い風呂なんて、そう都合よくあるわけないだろ」

「ないこともないわよ」

「へ？」

　荷車の隅で、愛用の拳銃付き短剣フリント・ロツク・ダガーを磨いていたレティが口を開いた。

「このあたりは火山地帯だから、いい温泉が湧わいてるのよ。大昔に造られた浴場の遺跡もあちこちに遺のこっているわ」

「温泉？」

「そうね。みんなもそろそろ疲れてきた頃ころだろうし、少し休んでいくのもいいかもね」

　レティは短剣を腰に仕舞うと、懐ふところから折りたたまれた地図をとりだした。

「たしかこのあたりに、ほとんど手つかずの遺跡があったはずよ。そこを使わせてもらいましょう」

「遺跡だって？」

　リンツは眉まゆをひそめて訊きき返した。

「そんなとこに、都合よく温泉なんて湧わいてるはずないじゃないか」

「だったら掘ればいいじゃない」

　レティはいたずらっぽく笑い、はためくモグラの団旗を指差した。

「〈土竜技師団マオルヴオルフ〉は、穴掘りの専門家プロフエツシヨナルよ」
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　街道からやや南にはずれた小さな農村近くに、その遺跡はあった。

　古代ロムルス帝国時代に造営された公共浴場テルマエの遺跡だ。

　石壁は破壊されて廃はい墟きよ同然のたたずまいだが、かろうじて浴場の原形はとどめていた。

　古代ロムルス帝国時代の建造物の中には、いまなお現役で使われているものも多い。この浴場も、あるいは最近まで溜ため池として使われていたのかもしれない。

　モザイク画のタイルが剥はがれ、コンクリートの剥むき出しになった長方形の浴槽は、ちょっとした広場くらいの大きさがある。いまは涸かれてしまっているが、かつてはここに温泉の湯が満たされていたのだろう。

　あたりには折れた石柱や彫刻の破片が野ざらしになっていた。柱にほどこされた彫刻を見れば、それが当時の一流の職人によって彫られたものであることがわかる。

　古代の公共浴場テルマエは、ただの入浴施設ではない。

　ひとつの建物の中に、蒸し風ぶ呂ろ、温浴室、水浴室などを備そなえ、図書館や体育室、劇場までも併設した一大遊興施設だった。この種類の施設で最も有名なのは首都ローマのカラカラ浴場だが、こういった大浴場を柱とした遊興施設は大陸各地に造営されていたのだ。

「ロムルス帝国によるコンクリートの発明は、建築史において重要な大事件だったんだ」

　地面に落ちている遺跡の破片を拾いあげ、リンツはシャトレアに話しかけた。

「コンクリート？」

　シャトレアが蒼あおい目を輝かせ、手にした破片を食い入るように見つめた。

　顔が近い。頬ほおにかかる彼女の髪の感触にドギマギしながら、リンツは説明した。

「うん。砂利と石灰、それに火山灰ポツツオラナを混ぜて作る建材だよ。この発明によって、頑丈な浴場や水道橋、巨大な円形闘技場コロツセオが造れるようになったんだ。古代ロムルス帝国時代の建築物が、いまも崩れずに残っているのは、このコンクリートの強度が抜群に優れているからなんだよ」

「円形闘技場コロツセオ――ランスで戦いを挑んできた、ビアンカ＝フラウィウスの宿る建造物か。たしかに、彼女の外壁は〈城〉でもないのに堅けん牢ろうだったな」

　と、妙な感心のしかたをするシャトレア。

　ちなみに現在、廃はい墟きよとなった円形闘技場コロツセオの遺跡は、良質な建材を産出する採石場となっていて、サン・ピエトロ大聖堂をはじめとする各地の聖堂建設のために使われているらしい。古代のコンクリートが、いまなお最高の建材として重宝されているのだ。

「ローマのフラウィウス闘技場は、勉強のために一度見ておきたいと思ってたけど、まさかあんな形で出会うことになるなんて思いもしなかったよ」

　リンツは苦笑しながら肩をすくめた。

「リンツ、こっちの柱にはどのような意味があるのだ？」

「ああ、これは古代のコリント式の柱で――」

　遺跡をあちこち見回りながら、シャトレアと二人でそんな話をしていると、

「……あーあ、またはじまった。リンツの蘊うん蓄ちくが」

　エリッセがぷーっと不機嫌そうに口をはさんできた。

「そんな退屈な話、女の子はみんな興味ないわよ」

「う、うるさいな……」

　カアッと赤面しながら、たしかに、ちょっと熱くなりすぎてしまったかもしれないと反省する。シャトレアが話を聞いてくれるので、つい嬉うれしくなってしまったのだ。

「ごめん、退屈だった……かな」

　頭をかきながら、シャトレアのほうをちらっと見ると、

「いや、私は興味深い。私は〈城〉だから、君の建築の話はとても面白いのだ」

　彼女は、ちょっとはにかむように微笑ほほえんでくれた。

「シャトレア……」

　リンツの顔がぱあっと明るくなる。

「……～っ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　エリッセの背後で不穏なオーラが揺らめいた。

「エ、エリッセ……やっぱり、まだ〈城姫〉の力が!?」

　得体のしれない威圧感に圧倒され、リンツはあわててあとずさる。

「む、胸が大きいからって～！」

「いや胸は関係ないだろ……」

　思わずつっこむと、

「あ、またリンツが胸の味方した！」

　エリッセはますます頬ほおを膨らませて怒りだす。

　もうなにがなんだかわからない。

「なんなの？　胸なの？　そんなに胸がいいの？　ミシェルがかわいそう！」

「なぜそこで私を引き合いに出すのですか」

　背後からあらわれたモン＝サン＝ミシェルが、エリッセを冷たく睨にらんだ。

「ほらほら君たち、遊んでないで手伝ってよね」

　遺跡からちょっと離れた場所で、レティが声を上げた。

　荷馬車に搭載していた攻城兵器のパーツを使った、大掛かりな穴掘り器械が、腕うで利ききの技師たちによって組み立てられている。

　キシャーッと恐ろしい鳴き声を上げるエリッセから逃げ去るように、リンツは彼女のほうへ歩いていった。

「……すごいな。本気で温泉を掘るつもりなんだ」

「もちろん本気よ。浴場の遺跡があるってことは、もともとここに温泉があったってことだもの。いまは埋められちゃったみたいだけど、絶対にこのあたりから温泉を引いていたはずよ」

　両手を腰にあて、自信満々に胸を張る紅ぐ蓮れんの髪の少女。

「まあ、理屈ではあるけどさ」

　レティと話していると、シャトレアたちもこっちへやってきた。

「ミシェル、このあたりでいいのね？」

「はい。地下に強い水の力を感じます」

　ミシェルがこくりとうなずいた。

　どうやら、海の要よう塞さいであるモン＝サン＝ミシェルは、水の力を感じとれるらしい。

　同じ〈城姫〉でも、宿る〈城〉によって能力はずいぶん異なるようだ。

「さあ、さっさと掘り進めるわよ。ミシェルとシャトレアはこっちを手伝って。リンツは浴場の補修ね。エリッセは炊き出し。夕方までには完成させるわよ」

　レティがてきぱきと指示を飛ばすと、技師団の男たちがおうっ、と声を上げた。

「……えーっと、浴場の補修は僕一人で？」

「そーよ。うちの連中ってば、壊すのは得意でも造るのは苦手なんだもの」

「いろいろ偏かたよった傭よう兵へい団だんだなあ」

「ふふっ、リンツには、マイスター・ストランゼンの徒と弟ていとしての腕前を期待したいわね。浴場だけっていうのも寂さびしいから、彫刻でも彫ってもらおうかしら。マイスター・ミケランジェロとか、マイスター・アルベルティの後期の作品を彷ほう彿ふつとさせるルネサンス風のやつを。あ、ちょっとマイナーだけど、マイスター・マルキア＝ギイの頽たい廃はい的てきな作風なんかもあたしは好みよ」

「リンツ、私は美しい白鳥の図柄がいいぞ」

「あ、ずるい。じゃあ、私は綺き麗れいな薔ば薇ら！」

「私は祈るための小さな聖堂を希望します」

「みんな無茶言わないでよ……」

　リンツは深いため息をついた。



　　　　　　　◇



「……ふう、やっぱり古代の建築技術はすごいな。勉強になる」

　数時間後。リンツは額ひたいの汗をぬぐいながら、ひとりつぶやいた。

　思わぬ形で遺跡の修復をすることになってしまったが、これも一人前の建築士になるためのいい経験だ。公共浴場テルマエの遺跡の修復は、師匠と旅をしていた頃ころに手伝ったことがあったが、師匠の見よう見まねをしていたときとはだいぶ勝手が違った。

　遺跡の修復というのは、一見、建築物を造ることよりも簡単そうに思えるが、実際は、遺跡の造られた時代の建築様式や文化の知識に加え、それらを完全に再現できる高度な技術が求められる、難易度の高い仕事だ。

（……まだまだ師匠の足下にもおよばないな。あたりまえだけど）

　浴槽や柱の建築様式、構造をつぶさに観察しながら、リンツはひとりごちた。

　さすがに短時間で補修することはできないので〈建奏術〉第八の韻律コード――〈修復レストレーシヨン〉を使うのだが、見慣れない建築物のイメージを固め、構造式を展開するためには、こうして対象を丹念に分析することが必要不可欠なのだ。

（師匠……）

　壁に刻まれた彫刻を見つめながら、ふと思いを馳はせる。

（いま、師匠はパリにいる……）

（ずっと、師匠に会うために旅を続けてきた。エリッセも、シャトレアも――）

　でも――

（……僕は、会って、どうするんだ？）

　無意識のうちに考えないようにしていた、そんな疑問が頭をもたげてくる。

　二年前の、あの日から――

　ただ師匠に会うことばかりを考えていた。

　けれど。師匠のほうが会いたがっているかどうかは、わからない。

（ミシェルは、師匠が〈石の兄弟団〉を裏切ったと言っていた）

（理由はわからないけれど、師匠はひとりで戦っている）

（もし、師匠が僕たちを邪魔だと思って失しつ踪そうしたのなら……）

（パリで師匠を見つけ出せたとしても……）

　リンツはぎゅっと唇を噛かみ締しめた。

（でも――）

　なんとしても、これだけは聞いておかなくてはならない。

　師匠が彼女を〈城姫〉として創つくり出した目的。



　――シャトレア＝ノイシュヴァンシュタインの存在理由レゾンデートル。



　彼女は、それを知るためにこそ、たった一人で大陸を放浪してきたのだ。

　これまで、リンツを守ってくれた彼女の力になってあげたかった。

　いや、それ以上に、一人の女の子として彼女を救いたかった。

　だが、たったひとつのその願いが叶かなってしまえば。

　彼女がリンツと旅をする理由はなくなってしまう――

　そのこともわかっていた。

　もともと偶然に出会った〈城〉と〈城主マイスター〉だ。

　彼女がこんなに頼りない城主の〈城〉であり続ける理由など、どこにもないのだから。

「……そう、だよな。シャトレアはそもそも師匠の〈城〉なんだから」

　壁に向かってひとりつぶやく――と、

「リンツ、なにひとりでしゃべってるの？」

「わ！」

　あわてて振り向くと、手にバスケットの籠かごをさげたエリッセが立っていた。

「エ、エリッセ……？」

「ちょっと休憩しない？　ほら、お腹なか空すいたでしょ」

「う、うん……」

　リンツがぎこちなくうなずくと、エリッセは倒れた石柱の上にちょこん、と座った。

　ゆるくウェーブのかかった蜂はち蜜みつ色いろの髪。

　やわらかな光をたたえた琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがこちらに向けられる。

　この幼なじみの少女は、そこにいるだけで、リンツの心を安心させてくれる。

　ふだんは妹のように目が離せなくて。

　でも、あるときは姉のように見守ってくれる、そんな少女なのだ。

　エリッセがバスケットを開けると、おいしそうなパンが目にとびこんできた。

　黒パンのあいだに、あぶったベーコン、薄切りにした新鮮なタマネギ、オリーブの実の漬け物をはさんだ簡単な料理だ。リンツの喉のどがごくりと鳴った。

「すごい。おいしそうだ」

「近くの村から材料を買ってきたの。ほかの人には内緒だよ」

　エリッセはいたずらっぽく片目をつむると、温泉を掘っている技師たちのほうへ目をやりながら、しーっと唇に人差し指をあてた。

「ああ。ぜったい教えるもんか」

　リンツはこくりとうなずいて、口いっぱいにパンをほおばった。

　うまい。塩気が絶妙に効いている。

　簡単な料理ほど作ったものの腕が試されるというが、この味はエリッセにしか出せないだろうなと思う。

「ど、どうかな？」

「うん、おいしいよ。すごい」

「あ……う、うれしいな。わたし、これくらいしか得意なことないから」

　素直な感想を述べるリンツに、エリッセはもじもじと赤くなる。

「……そういえば、リンツにお弁当作ってあげたのって、あの日以来だよね」

「あの日……？」

　リンツはふと首を傾かしげ――

「……あのとき、か」

　うめくようにつぶやいた。

　忘れもしない。リール要よう塞さいで惨劇に見舞われた、あの日。

　ちょうどいまと同じように、エリッセと並んでパンを食べていた。

「……」

　リンツの表情がわずかに曇った。

　技師たちの血にまみれた赤い礼拝堂。冷徹な目で見下ろすマイスター・ヴォーバン。

　あのときの鉄仮面卿きようの哄こう笑しようは、いまも夢に見てうなされる。

「――あの日、リンツと約束したよね」

　エリッセは地面に目を落とし、ぽつりとつぶやいた。

　リンツは無言でうなずいた。

　約束。もちろん覚えている。

　彼女に、リンツの創つくりたいものはなにかと問われたとき――

　リンツは壮麗な〈城〉を創りたいと答えた。

　するとエリッセはこう言ったのだ。

　約束だよ。いつか、リンツの建てたお城を私に見せてね――と。

「わたし、〈城姫〉になってたときのことは、ぜんぜん覚えてない。だけど、ひとつだけ覚えてるよ。リンツの見せてくれたお城のこと」

　エリッセは顔を上げ、どこか遠くを見るようにつぶやいた。

「あの〈城〉を？」

　――ノイシュヴァンシュタイン城。

　リンツがその姿を想像イメージしてみせた、シャトレアの〈城〉。

「ぼんやりとだけど、すごく綺き麗れいで、素敵なお城だったことは覚えてる」

　エリッセは蜂はち蜜みつ色いろの髪をかきあげ、遠くにいるシャトレアの姿を見つめた。

「あれは、リンツがいつか……シャトレアのために創つくるお城なんだよね」

「ああ」

　リンツはこくりとうなずいた。

「……羨うらやましいな」

「え？」

「強くて。凛り々りしくて。それでいて優しくて。すごく綺麗で――悔しいけど憧あこがれる」

　エリッセはため息をつくと、ごにょごにょとつけ足すように、

「あと、胸もすごいし」

「エリッセだって――」

（綺麗じゃないか……）

　――そう言いかけて。リンツはハッと口をつぐんだ。

　エリッセの琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがじっとこっちを見つめている。

（な、なにをドキドキしてるんだ、僕は！）

（だって、エリッセはただの幼なじみで……）

「あ、いや……」

　リンツは顔を紅潮させ、ドギマギと言葉をにごす。

「で、でも、シャトレアだって、いつもかっこいいわけじゃないよ。すごい頑固だし、世間知らずだし、ときどき妙に不機嫌になったり、それにああ見えて意外と女の子っぽいっていうか、たまに拗すねて〈城壁〉に籠ろう城じようしたりするし、えーっと、それに――」

（……あれ？）

　リンツはふと口をつぐんだ。

「……～っ！」

　エリッセが、とても不機嫌そうに頬ほおを膨らませていた。

　なぜかちょっと涙目になっている。

「エ、エリッセ……どうしたんだ？」

「しらないっ、リンツのばかっ、とーへんぼくの建築オタク！」

　叫び、だーっと走り去っていく幼なじみの背中を見つめながら、

「……な、なんで怒るんだ？」

　リンツは不思議そうに首をひねった。



　　　　　　　◇



　――温泉が出たのは、それからさらに数時間後のことだった。

　どうやら、ミシェルの直感は当たったようだ。技師たちがリンツの修復した公共浴場テルマエの遺跡に湯を引くと、古代の浴場は完全によみがえった。

　陽ひはとっぷりと暮れ、近くでは薪まきの炎が盛大に燃え上がっている。

　白い湯気の立ちのぼる広大な浴場に、四人の少女が浸つかっていた。

「ふー、いきかえるわー。行軍中に温泉につかれるなんて最高の贅ぜい沢たくね」

　獅し子しの口から流れる乳白色の湯に背中を打たれながら、レティがくーっと伸びをした。

　ほどかれたツーテールの赤髪が水面に放射状に広がっている。

「ああ、これはよいものだ。身体からだの芯しんからあたたまるな」

　シャトレアが満足そうにうなずいた。

　そんなシャトレアの胸もとにじっと視線を注ぎながら、エリッセは口まで湯につかって、ぶくぶくと泡を吹いていた。

　ミシェルは目を閉じてじっと瞑めい想そうしている。

　彼女の周囲にかすかな水の波紋がひろがっていた。水の〈城姫〉としての力を徐々に取り戻しつつあるのかもしれない。

　……ぶくぶくぶく。ぶくぶくぶく。ぶくぶくぶく。

「エ、エリッセ＝イストバラド……」

　エリッセの射貫くような視線にとうとう耐えかね、シャトレアが口を開いた。

「さ、先程から、なぜ私のことを見ているのだ!?」

「べつに。その脂肪の塊かたまり、剣を使うとき邪魔じゃないのかなーって思ってただけよ」

　エリッセがジト目でつぶやくと、レティとミシェルも彼女の胸に視線を向けた。

「ほんと、よくあの甲かつ冑ちゆうにおさまるわよね。……まあ、微妙におさまってないけど」

「あれこそがノイシュヴァンシュタイン城の真の固有兵装」

　ミシェルの口から戦せん慄りつの声が洩もれる。

「……じ、じっさい、どれほどのものなのか、み、見てあげるわ」

　エリッセがキッと眉まゆをつりあげ、すすす、とシャトレアに近づいた。

　おもむろに、水面からはみだした胸の谷間を、指先でつん、とつま弾はじく。

「ひゃんっ！」

　そんな可愛かわいい声を上げ、シャトレアがザバーッと立ち上がった。

「な、なな、なななな、なにをするのだ、君はっ！」

　それを見た三人の少女は――

「……」

　絶句していた。

　いろいろな敗北感に打ちひしがれたのだ。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪が、優美な曲線を描く裸身にぴったりとはりついている。

　豊満な胸を両手で隠し、もじもじと恥じらうその様は、たとえようもなく可愛かわいらしい。

「ず、ずるい……」

「うーん、両腕で隠しきれてないあたりがなんとも嫌みよねー」

「やはりあれこそが真の固有兵装……」

「き、君たち、なにを――」

　おなじ年とし頃ごろの少女たちに裸身を見つめられ、シャトレアはカアッと顔を赤らめる。

　あわてて湯船に腰をおろそうとしたその時――

　ミシェルが、ふとなにかに気づいたように、シャトレアの腕に目をやった。

「――無銘の〈城姫〉、それは？」

「……？」

　ミシェルが見み咎とがめたのは、シャトレアの腕に刻まれた〈刻印〉だった。

　大陸に存在する七つの〈城〉を象徴した、七つの〈刻印〉。

　そのうち、〈五芒星ペンタグラム〉と〈王冠クローネ〉の〈刻印〉は、すでに消滅していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「これは、私が目覚めたときからすでにあったものだ。私を創つくり出したマイスター・ストランゼンが、なぜ、このようなものを刻んだのかはわからない。おそらくは、私の存在理由にかかわるものなのだろうがな」

　シャトレアは静かに首を振りながら、〈刻印〉を指でなぞった。

　その表情が一瞬、苦痛に歪ゆがんだのを、ミシェルは見逃さなかった。

　ちょうど彼女の指が触れたあたりに、小さな亀き裂れつが走っていた。

「……!?　無銘の〈城姫〉、まさかあなたの身体からだは――」

「気づいたか……」

　シャトレアが鋭い眼まな差ざしでミシェルを睨にらんだ。

「リンツには言わないでほしい。頼む」

「……あなたは、それでいいのですか？」

　無表情なミシェルの顔に、はじめて感情のさざ波がたった。

　憐れん憫びんか。哀しみか。あるいは彼女自身にもわからない感情が。

「……」

　シャトレアは答えなかった。

　ただ唇を噛かみ締しめ、うつむいた。

「わかりました」

　ミシェルはそっと目を伏せてうなずいた。

「……ん、どうしたの？」

　そんな二人の〈城姫〉を、エリッセはきょとんとした顔で見つめていた。
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　同じ頃ころ。リンツは塹ざん壕ごうの中で技師たちにつめよられていた。

「頼むっ、こいつはお前にしかできねえことなんだ！」

「だ、だめにきまってるじゃないですか、そんなの！」

　リンツはきっぱりと首を振った。

「お、俺おれがこれほど頭を下げてもか？」

「すげえ、オックスの兄貴が団長以外に頭を下げるなんて！」

「あのドーヴァル城攻略戦で捕虜になっても屈しなかった兄貴が！」

「へっ、俺の安いプライドなんざ犬にでも食わせてやるさ」

　オックスと呼ばれたいかつい体格の男は、ばっと顔を上げて息巻いた。

「なんたって、俺たちには、どうしてもやらなくちゃならねえ使命があるんだからな」

「兄貴！」「かっこいいっス」「さすがドーヴァル城攻略戦の英雄！」

　技師団の全員が男泣きにむせび泣いていた。

「だめなものはだめです」

「……っ、てめえ新入りっ、貴様にはわかるまい！」

「そーだ！　団長ばかりか美少女を三人もはべらせやがって！」

「おまけに毎晩、俺おれたちの団長のテントで一緒に食事を……ふぬぬぬーっ！」

　男たちのあいだから本物の殺気が立ちのぼった。

「そ、そんなこと言われても、僕は――！」

　叫びかけて、リンツはハッと声をひそめた。

　温泉で戯たわむれる少女たちの嬌きよう声せいが、すぐ近くに聞こえてくる。

　塹ざん壕ごうは浴場のかなり近くまで掘り進められているようだ。

　これほど短時間で塹壕を造り上げたのは、さすがは名高い〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の技師たちというべきだが、その目的を聞けば、素直に尊敬することはできない。

「お前の〈建奏術〉で、ちょっと覗のぞき穴を作ってくれるだけでいいんだ」

「オックスの兄貴はミシェルちゃんのファンなんスよ」

「へっ、やめろよ、照れるじゃねえか」

　オックスがディンギーの頭を小突く。

「とにかく頼む。おれたちにはお前の力が必要なんだ」

　頼みこむ技師たちの目は、どこまでも真剣だった。

「……」

　リンツは胸中でため息をついた。

　仲間に認められるのは嬉うれしいが、こんなことで頼りにされたくはなかった。

　それに、師匠は軽々しく〈建奏術〉を使うことは固く禁じていた。これまで、身を守るためにしかたなく使うことはあったが、まさか風ふ呂ろ覗きに〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おうを使うわけにはいかない。バレたらまちがいなく破門される。

「なにいい子ぶってんだよ、お前だって年とし頃ごろの男だろ？」

「なあ、だれがいいんだ？　あの胸の娘こか？　それとも団長か？　いや団長はだめだぞ。彼女はおれたちみんなの姉貴みたいな……も……ん……」

　オックスの声がだんだん小さくなっていった。

「……っ!?」

　リンツが、おそるおそる上を振り向くと――

「あら、みんな楽しそうねー。あたしも交ぜてくれる？」

　レティーツィア＝エーデルガルトが上から塹壕を覗きこみ、にっこりと笑っていた。

　目が笑っていない。

「ひいっ！」

　技師たちの顔がいっせいにひきつった。

　あらわれたのはレティだけではない。

「リンツ、そこでいったい、なにをしてるの？」

　底冷えのするような目で、エリッセが見下ろしていた。

「城主マイスター、君は……」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　震動で塹ざん壕ごうの壁がぱらぱらと剥はがれ落ちる。

　シャトレアは〈城砦化フオートレーシヨン〉して、両手に白銀の剣を握り締しめていた。

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみが涙でうるんでいる。

「君を、信じていたのに……」

「ご、誤解だって、シャトレア！　僕は止めようと――」

　――ザンッ！

　地面に鋼剣の切っ先が突き立てられた。

「あ、あとで村の広場へ来いっ、〈練兵場〉でみっちり指導してやる！」

「足腰立てなくしてやって」

　エリッセが恐ろしい笑みを浮かべてうなずいた。
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　夜。リンツは言葉通り、へとへとになるまで剣の指導を受けていた。

　いつもよりさらに容赦がないのは、やはりさっきの覗のぞきのせいだろう。

（……覗いてないのにな）

　世の中の理不尽を嘆なげきつつ、シャトレアの剣をその身に受ける。

「はあっ、はあっ……シャトレア、ちょっとは手加減してよ！」

「だめだ。君の心根を叩たたき直してやらねばならない。君のす、スケベな心根を！」

「だから違うんだって！」

　ギィンッ――剣を弾はじき飛ばされ、リンツは芝生に尻しりもちをついた。

　シャトレアは喉のど元もとに剣を突きつけ、冷たい目でリンツを見下ろしている。

「どうした、早く立ち上がれ」

「……」

　リンツは地面に倒れこんだまま、シャトレアの顔を見つめ返した。

　月明かりを背に立つ〈城〉の姿は、たとえようもなく美しい。

　思わず見み惚ほれてしまった。

「すごく綺き麗れいだ」

　無意識に、そんな言葉が口をついて出た。

「ん？　ああ、今こ宵よいは満月なのか」

　シャトレアがふっと表情をなごませ、夜空を見上げた。

　白銀の髪が微風に揺れ、やわらかな月明かりに冴さえわたる。

「いや、そうじゃなくて。シャトレアが、綺き麗れいだなって」

「……なっ！」

　途端、シャトレアの顔がカアッと真っ赤になった。

「な、なな、なにを言っているのだ、君は！」

「なにって、本当のことを言っただけだよ。シャトレアは綺麗だ」

「あ……うう～……」

　リンツが真面目まじめに言い返すと、シャトレアはますます赤くなって――

「も、もうよいっ！」

　地面にドンッと剣を突き立てた。

　腰に手をあて、こほんと咳せき払ばらいして、

「リ、リンツも疲れただろう。このあたりで休憩しよう」

「え？　ああ、うん」

　急に態度のおかしくなったシャトレアに、リンツは、きょとんとしてうなずいた。

　シャトレアは剣を地面に置き、リンツの隣に並んで腰を下ろした。

　急に冷たくなった夜の風が、芝生の上を吹きわたる。

「シャトレア、その格好じゃ、寒くないか？」

　白い素肌の剥むき出しになった甲かつ冑ちゆうだ。リンツが気き遣づかわしげに訊たずねると、

「ああ。私は〈城〉の〈暖炉〉で体温を調節でき――いや、寒い」

　途中で言い直して、シャトレアはこほんと咳払いした。

　ふいに、そっとリンツの肩に頭をあずけ、身体からだをよせてくる。

「……っ!?」

「こ、こうしたほうが、おたがい暖をとれるからな」

「う、うん……」

　リンツはドキドキしながら、ぎこちなくうなずいた。

　彼女の細い髪先が頬ほおをくすぐる。

「……」

　しばらく、おたがいに口を開くこともなく――

　夜空にかかる美しい満月をながめていた。

「シャトレア、あのさ……」

　やがて、ぽつりと、リンツがつぶやいた。

「……なんだ？」

「パリで師匠を見つけたら、シャトレアは、どうするんだ？」

　シャトレアは、マイスター・ストランゼンを捜して旅をしていた。

　では、その目的を果たし、自分の存在する意味を見つけ出したとき。

　――彼女はどこへ行ってしまうのだろう？

「……」

　シャトレアはすぐに返事をしなかった。

　じっと物思いに耽ふけるように、遠くを見つめていた。

（やっぱり、そうだよな……）

　彼女の美しい横顔を見つめながら、リンツは胸中でため息をつく。

　マイスター・ストランゼンを見つけ出すという共通の目的が果たされたならば、彼女が一緒に旅をしてくれる理由などないのだから。

　だが、シャトレアはリンツの質問の意図を理解したようだった。

　ふっと穏やかな表情になって、肩をすくめた。

「約束したからな」

「え？」

　リンツは顔を上げた。

「君は、いつか私の〈城〉を創つくってくれるのだろう？」

「……う、うん」

「そのときまでは、きっと――」

　つぶやいたシャトレアの表情に、ふっと寂さびしげな陰がよぎった。

　気づいたリンツが眉まゆをひそめた、その時――

「……？」

　宿営地のほうから、小さな松明たいまつの明かりが近づいてきた。

　早馬に乗った傭よう兵へい団だんの伝令だ。

「……どうしたんだろう、あんなに急いで」

「ああ。このような夜更けに、ただごとではない様子だ」

　さっと緊張が走った。

　二人はうなずきあって立ち上がると、伝令の走りこんでいった幕舎へ向かった。

　幕舎に足を踏み入れると、伝令が青ざめた顔でレティに報告していた。



　――〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の先発隊が壊滅したという報告だった。



    

  
    
      


第六章　迷宮城



　具現化した悪夢が地上を貪むさぼり尽くしていた。

　ヴェルサイユ宮殿をとりこんだ〈迷宮城〉は、不規則な増改築を無限に繰り返して周辺の都市を呑のみ込み、やがて王都パリまでも喰くらいはじめた。迷宮の増殖はとどまるところを知らない。パリを完全に呑み込むまでにさほど時間はかからないだろう。

　――そして、大陸全土を呑み尽くすのも。

「ハ、ハ、すばらしいながめですよ、ソフィア！　私はこれが見たかった！」

　鉄仮面卿きようがバスティーユの塔の上で、狂ったように嗤わらっていた。

　――ただ一人、世界の終しゆう焉えんを言祝ことほぐかのように。
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〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の後発隊が夜通しの行軍でパリへ到着したのは、翌日の正午だった。

　灰色の雲が空に重く垂れこめている。諸侯同盟はバスティーユ要よう塞さい攻略のために構築した陣地をいったん引き払い、ヴァンセンヌの森の後方まで後退して態勢を立て直すつもりのようだ。急ごしらえの幕舎に大勢の負傷兵が運び込まれている。火傷やけどを負おった者、手足を失った者。地の底からうめくような苦く悶もんの声が、あちこちから聞こえてくる。

　陣営は混乱の最中にあった。指揮系統は乱れ、傭よう兵へいたちは報酬を捨てて逃げ出していた。

「どういうこと!?　報告では、まだしばらく戦端は開かれないって――」

　負傷兵たちのあいだをつかつかと歩きながら、レティが苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「状況がまったくわからない。いったいなにが起きているのよ！」

「レティ、落ち着いて――」

　めずらしく冷静さを失っている彼女の腕を、リンツが掴つかんだ。

　レティはキッと振り向いた。ツーテールにくくった紅ぐ蓮れんの髪が激しく揺れる。

「落ち着けるわけないじゃない。あたしの仲間が――」

「レティが落ち着いてないと、みんなが不安になる」

　レティは唇を噛かみ締しめた。

　リンツは掴んだ腕をそっと離す。

「みんなレティを頼りにしてるんだ。まずは状況を確認しないと」

「……そうね。ごめん」

　レティは呼吸を落ち着けると、弱々しく微笑ほほえんだ。

　いつもの不敵な笑顔ではない。憔しよう悴すいしきった表情だ。

　いまひとつ要領をえない伝令の報告によれば、〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の精鋭が城壁の下まで掘り進めていたトンネルが、突然、崩壊したということだった。中にいた技師たちは、全員、生き埋めになったという。

「戦争だから、これまでだって、死んでいった仲間たちはたくさんいる。でも、あたしたちは攻城戦では負け知らずだった」

「団長、まだ全滅したと決まったわけじゃありませんぜ」

「そうっス、あいつらがそう簡単にくたばるわけないっスよ」

「……ええ」

　オックスとディンギーの励はげましに、レティは顔を上げてうなずいた。

「あたしたちは最強の工兵傭よう兵へい団だん。その誇りだけは失わない」

　陣地の奥へ歩いていくと、大勢の兵士に守られた将校用の幕舎があった。

　レティを出迎えたのは、ロンディニア出身の指揮官だった。リンツはこの人物に見覚えがあった。たしかリール要よう塞さい攻略戦の指揮をとっていた男だ。

「レティーツィア＝エーデルガルト殿、君を待っていた」

「挨あい拶さつは結構です。状況を教えてください」

　レティが手短に答えると、指揮官は苦にが々にがしい顔でうなずいた。

「よかろう。だが、あれについては、君が直接その目で見たほうがいい。我々も事態が呑のみ込めずにいるのでな」

「報告では、王都パリが喰われたと聞きましたが」

　伝令からその報告を聞いたとき、リンツはバスティーユ要塞に〈城しろ姫ひめ〉が宿ったのだと思った。だが、話を聞くと、これまでの〈城姫〉とはなにか違う気がした。

「喰くわれた！　まさにその通りだ。信じられないことだが、そうとしか言いようがない」

　そこへ伝令の騎士があわただしく駆け込んできた。

「指揮官殿、あれが再び活動をはじめました」

「化け物め。いったいどこまで増殖するつもりだ」

　指揮官が喉のどの奥でうめいた。

「それと、パリから脱出した市民が、こちらへ向かっているようです」

「わかった。騎士団には彼らを攻撃するなと伝えておけ」

　彼は伝令の騎士に素早く指示を与えると、レティのほうを振り向いた。

「失礼した。ではレティーツィア殿、こちらへ案内しよう」

　ヴァンセンヌの森を抜け、連れていかれたのは高い攻城塔の立ち並ぶ場所だった。〈土竜技師団〉の先発隊が森の木々を伐ばつ採さいして造ったものだ。

「リンツ、こっちだ」

　ひと足先にここへ来ていたシャトレアが、厳しい表情でリンツを手招きした。

　すでに城砦化フオートレーシヨンして、白銀の甲かつ冑ちゆうを身にまとっている。

　レティのあとについて攻城塔に上ると――

「……なっ!?」

　ありえない光景が目に飛びこんできた。

「なによ……あれ……」

　レティが愕がく然ぜんとしてうめく。

　大陸有数の城郭都市、王都パリの城壁が――

　なにか、おぞましい生物のように蠢うごめいていた。

　いや、ただ蠢いているのではない。

　あれは――

（不規則ランダムに増改築を繰り返してるんだ……）

　建築士の徒と弟ていであるリンツの目には、遠くからでもそれが見てとれた。

　増改築に法則性はないようだ。建材の強度や構造計算などまったく考慮されていないため、城壁の外縁部に改築された建物はすぐに崩壊する。その瓦が礫れきを呑のみ込んで、また新たな建築物が生まれる――その繰り返しだった。

　醜悪な、あらゆる建築物への冒ぼう涜とくともとれるその姿に、吐き気すらこみあげてくる。

　化け物。指揮官がそう表現したのは、誇張でもなんでもなかった。

「……あたしの仲間は、あんなのに呑み込まれたっていうの？」

　レティは静かに拳こぶしを震わせていた。

「我々の兵力の半数もあれに呑み込まれた」

　指揮官の男が苦にが々にがしげにうめいた。

「もはやパリ攻略戦どころではない」

「シャトレア、あれはいったいなんなんだ？」

　リンツは、厳しい眼まな差ざしを向けるシャトレアにたずねた。

「あれは〈城姫ベルクフリート〉だ」

「あれが……？」

　リンツは眉まゆをひそめて訊きき返した。

　あの都市の化け物には、〈城姫〉の崇すう高こうさなどまったく感じられない。

　むしろ、ランス大聖堂で、青あお髭ひげ公こうが宿そうとしたおぞましい怪物を連想させた。

「いや、正確にはかつて〈城姫〉だったものか。それもかなり強大な〈城〉に宿る〈城姫〉だ。そうでなくては、あれほどの都市を呑み込むことなどできまい」

「あの鉄仮面卿きようの仕業なのか――」

「ああ。おそらく、な」

　と、その時。攻城塔の上に立つ見張りの兵士が声を上げた。

「パリから脱出した市民が白旗を揚げ、こちらへ向かっています！」

　リンツたちが振り向くと、パリの城門から逃げ出してくる人々の姿が遠目に見えた。

　その背後からは蠢うごめく城壁が増殖しながら迫っている。すぐに最後尾の人々が都市に呑のみ込まれた。その様はさながら蜥蜴とかげに襲われる蟻ありの行列のようだ。

「シャトレア――」

「ああ。君はここで待っていろ。あの者たちを私に籠城させる」

　シャトレアは〈武器庫〉から白銀の剣を抜きはなった。

「僕も行くよ」

「リンツ、君はまた――」

「みんなが逃げる時間稼ぎをするくらいは僕にもできるよ」

　言い返そうとするシャトレアを、リンツは強い口く調ちようでさえぎった。

　蒼そう焔えんを宿す彼女の瞳ひとみをしっかりと見み据すえ、

「それに、まだあの〈城〉のことはよくわからないんだ。シャトレア一人で行かせるわけにはいかない」

「……」

　数秒ほど見つめ合い――

　シャトレアは小さくため息をついた。

「……わかった。言い争っている暇もなさそうだ」

「え？」

　意外にあっさり引き下がったので、リンツは拍子抜けしてしまった。

　どうせ言っても聞かないのだろうと、あきらめたのかもしれない。

「それに、きっと、君とはこれが最後に――」

「ん？」

「いや、なんでもない。そうと決まればすぐに向かうぞ」

　シャトレアはなにかを振り払うように首を振ると、リンツの手を掴つかみ、攻城塔から一気に飛び降りた。

　――シャトレアが胸のうちに抱いている決意を、リンツはまだ知らない。
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「列を乱さないで、私たちの指示に従したがって！」

　ブランシェ＝エステワールは、脱出してきた市民の先頭に立ち、彼らを導いていた。

　降伏の白旗を掲げて歩きながら、逃げ遅れそうな者には声をかけて励はげます。その姿はさながら、戦場を駆ける聖女ジャンヌ＝ダルクのようだ。

　逃げてきた市民の中には貴族もいる。馬車を使っているのは国王夫妻の娘たちだ。

　ブランシェは近くにいた同僚の銃士隊員に話しかけた。

「ヴェルサイユの陛下は？」

「近この衛え連隊が救出に向かったが、帰ってきたものはいないそうだ」

「そう……」

　ブランシェは唇を噛かんだ。パリ郊外のヴェルサイユ宮殿は、あの〈迷宮城〉の中心となった場所だ。ブランシェがすぐにパリに知らせを持ち帰らなければ、この市民たちも逃げ出せなかっただろう。全員が、家財も一切持ち出さずに逃げ出してきた者たちだ。あの迷宮に呑のみ込まれた人間がどうなったのか知るものはここにはいない。

　彼らと同じ不安に胸を焦こがしながら、ブランシェは人々を導き歩く。全員が健康な男というわけではない。女子供もいれば、老人や足の弱い者も大勢いるため、ペースはどうしても遅れがちになる。

「そこ、列からはぐれないで！」

　振り返って叱しつ咤たした、その時。

　先導するブランシェの背後から悲鳴が聞こえてきた。

　振り向くと、増殖する迷宮が、人々を呑み込むように左右から迫っていた。

　なにか原始的な意思のようなものがあるのか、それともたんに動くものに反応しているだけなのか――まるで捕食する舌のようにこちらへ襲いかかってくる。

　その悲鳴が引き金となって、人々は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　銃士隊の制止の声も聞かずに押し合い、列を乱してかえって身動きがとれなくなる。

　騒乱の最中、一人の男の子が突き飛ばされた。

「……っ！」

　ブランシェは旗を投げだし、すぐに子供のもとへ駆けよった。

　だが、間に合わない。増殖する〈迷宮城〉はすぐそこまで迫っている。

　ブランシェは子供を抱きしめたまま、ぎゅっと目をつむった。このままあの迷宮に呑み込まれても、この子供だけは守る――そう決意して。

　と、その時だ――

（……え？）

　ブランシェ＝エステワールの耳に、聞き覚えのある歌声が聞こえた。

　透き通った声。ランスで危機に陥った彼女を何度も助けてくれた声。

（……どうして？）

　幻聴だと思った。だって彼がここにいるはずがない。

　ブランシェは顔を上げ――目を見開いた。

「〈建奏士マイスタージンガー〉――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　右手に蒼あお白じろい雷火をひらめかせ、彼が飛びこんできた。
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　右手の〈刻印〉からほとばしった雷火が壁を穿うがった。

　不規則に増改築を続けていた建物は堅けん牢ろうな石壁となって、その動きを止めていた。

「――思った通りだ」

　リンツは肩で息をつきながら、つぶやいた。

「本質的に建材であることに変わりはない。〈建奏術〉で干渉できるみたいだな」

「……まったく、君はいつも無茶をする」

　シャトレアが呆あきれて肩をすくめる。

「城主マイスターが〈城〉よりも前に出てどうするのだ」

「す、少しは褒ほめてくれてもいいんじゃないか？」

　リンツは立ち上がると、不満そうに口をとがらせる。

　それから、建物に呑のみ込まれそうになっていた二人に顔を向け、

「えっと、大丈夫……って、ブランシェ!?」

「……リンツ君？」

　きょとん、とした顔で名前をつぶやく、蒼あおいしっぽ髪の少女。

　そこにいたのは、ランスで知り合った派遣騎士、ブランシェ＝エステワールだった。

（……そっか。そういえばパリへ戻ってたんだっけ）

　リンツはブランシェと男の子の手をとって起きあがらせた。おびえた顔の男の子は、ブランシェに助けてくれた礼も言わず、あわてて人々の列に戻っていってしまった。

「ブランシェ＝エステワール、君が市民を避難させていたのか」

「あ、シャトレアさんも、お久しぶりです」

　ブランシェが背筋をぴんと伸ばして頭を下げた。ジャンヌ＝ダルクに憧あこがれる彼女は、高潔な騎士であるシャトレアを心から尊敬しているのだ。

「ちょうどいい。君の知っていることを教えてくれ。パリではなにが起こっている？」

　再会の挨あい拶さつもそこそこに、シャトレアが切迫した顔で問い詰める。

「……私にも、よくわかりません」

　ブランシェは紺こん碧ぺきの目を伏せ、首を横に振った。

「最初にヴェルサイユが呑み込まれて、それからパリが迷宮化したんです」

「迷宮――だと？」

「はい。パリはいま巨大な迷宮城になっているんです。それも無限に増改築を繰り返す迷宮です。きっと、呑み込まれたら二度と出られない」

「どうしてそんなことに……」

　リンツがつぶやいた、その瞬間。

「……っ、リンツ、伏せろ！」

　突然、シャトレアが声を上げた。

　逃げる人々の前へ飛びこみ、剣を一いつ閃せん。

　刹せつ那な。凄すさまじい閃せん光こうと爆音。そして爆風が吹きつけた。

　リンツはとっさにブランシェを地面に組み伏せる。きゃっと驚く声が上がった。

「シャトレア！」

　地面に伏せたまま、リンツは叫んだ。

　吹きつける砂さ礫れき混じりの熱風が顔面をなぶる。

　あの爆発は見たことがあった。リール要よう塞さいに設置されていた大砲の炸さく裂れつ弾だ。

　やがて、舞い上がった土砂と砂煙の中から、屹きつ立りつする〈城壁〉があらわれた。

　剣をかざし、吹き荒れる風に白銀の髪を揺らす〈城〉には、傷ひとつみあたらない。

　彼女が背後にかばった市民の中にも、怪け我がをした者はいないようだった。

　シャトレアが守っていなかったら、あの大砲は市民の群れに直撃していた。

　リンツの背筋がゾッと凍りつく。

（くそっ、いったいどこから……）

「リンツ、あれを――」

　シャトレアが、剣の切っ先をパリの城壁へ向けた。

　リンツが視線を追うと――

「あれは……？」

　蠢うごめく迷宮に覆おおわれた〈バスティーユ要塞〉の防御塔に、一基の大砲が設置されていた。

「まさか、バスティーユに駐ちゆう屯とんする兵士が撃ってきたのか？」

「いえ、そんなはずありません。みんな迷宮に呑のみ込まれたんですから。それに、近この衛え兵へいが同じパリ市民を狙ねらうなんて――」

　ブランシェが厳しい表情で首を横に振る。

　リンツはブランシェを起こしながら立ち上がると、砂煙を手ではらい、目をこらした。

　と、その防御塔の上に――

　背の高い人影が立っているのに気がついた。

　遠目にも目立つ血のように紅い外がい套とう。

　その男は――両手をひろげ、地上を見下ろしていた。

「鉄仮面……」

　奥歯を噛かみ締しめ、リンツはうめいた。

　リール要塞ではエリッセを〈城姫〉にするために捕らえ、戴たい冠かん都市ランスではシャトレアを狙ねらって背後で暗躍していた男。

（あの男が、また……）

　鉄仮面と目が合った――ような気がした。

　まるで、来い、とでも言うかのように、抜きはなったサーベルをひらめかせる。

　それは古式ゆかしい騎士の宣戦布告だった。

　マイスター・ストランゼンの〈城〉とその〈城主マイスター〉への――

　シャトレアが甲かつ冑ちゆうを鳴らし、歩いてきた。蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみは静かな怒いかりに燃えていた。

「ブランシェ＝エステワール、私の〈城壁〉の一部を護衛につける。君は彼らをヴァンセンヌの森まで導いてくれ」

「シャトレアさんは？」

「私はあの男を止めにいく」

　シャトレアは剣を地面に突き立て、リンツのほうを向いた。

「リンツ――」

「ああ」

　リンツは拳こぶしを握り締しめ、うなずいた。

　このまま、あの男を野放しにしておくわけにはいかない。

　シャトレアと一緒に〈迷宮城〉へ乗り込み、鉄仮面卿きようを止める。

　当然、そのつもりだった。

　だが――

「……」

「シャトレア、どうしたんだ？」

　シャトレアは無言だった。

　唇を強く噛かみ締め、じっとリンツの顔を見つめていた。

　まるで、その姿を焼きつけるように。

　蒼焔を宿す瞳がかすかに揺れていた。

「シャトレア？」

「リンツ」

　無骨な籠手ガントレツトに覆おおわれた彼女の手が、すっと首の後ろにまわされた。

（……え？）

「すまない。私は君に嘘うそをついた」

　唐突に。彼女の唇から、そんな言葉が洩もれた。

「どうやら、君の創つくる〈城〉は見られそうにない」

「シャトレア、なにを言ってるんだ……？」

　そして――不意打ちに。

　頬ほおにそっと、やわらかな唇を押しあてられた。

（――!?）

　意識が、真っ白になった。

　頭の中が痺しびれるような甘い感覚に、全身の力が抜けていく。

「さようなら、リンツ」

　君がランスで買ってくれた花飾り、とても嬉うれしかった。

　耳もとで囁ささやかれる、吐息まじりの声。

「……っ!?」

　瞬間。剣の柄つかがみぞおちにあてられた。

「あ……ぐっ……」

　リンツの身体からだが、膝ひざからガクンと崩れ落ちる。

「シャト……レア……？」

　霞かすむ視界の中で、彼女の名前を呼びながら――

　リンツは意識を失った。
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      　――夢を見ていた。

　いつもの夢。朝あさ靄もやにけぶる森の中、ひっそりとたたずむ、白亜の〈城〉の夢だ。

　だが、いまその〈城〉は茨いばらの蔓つるに覆おおわれ、荒廃した廃はい墟きよとなっている。

　無惨なその光景に、胸が締しめ付けられるような思いがした。

　あの〈城〉はもっと――ずっと気け高だかく、美しい白鳥の〈城〉なのに。

　だれか腕のいい建築士が補修をすれば、昔日の姿をとり戻すだろうに。

　悲しい思いで見つめていると――

　やがて、茨の蔓に覆われた城壁に、小さな亀き裂れつが走った。

　夢の中の自分は手を伸ばし、叫ぶが、どうすることもできない。

　美しい〈城〉が朽くちて崩壊していくのを、

　ただ傍観することしか――
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「……ここは？」

　ズキズキと疼うずく頭を押さえ、リンツはゆっくりと起きあがった。

　野外だ。灰色の空には重い雲が垂れこめている。あたりを見まわすと、地面に大勢の負傷兵が並んで横たわっていた。あちこちから苦く悶もんのうめき声が聞こえてくる。

（諸侯同盟の陣地か……）

　頭がぼうっとする。額ひたいに手をあてゆっくりとかぶりを振る。

　なんでこんなところにいるのか、思い出そうとして――

「リンツ、起きたのね！」

　ふいに、そんな声が聞こえてきた。

　振り向くとエリッセが、看護していた負傷兵の頭をゴンッと投げ出し、こっちへ駆けよってくるところだった。放ほうりだされた兵士は「そ、そんなあ……」と、ショックを受けたようにガクッと倒れこむ。

「エリッセ、僕はいったい……」

　頭痛のする頭を押さえながら、ぼんやりとつぶやいて――

「そうだ、シャトレアは!?」

「きゃっ！」

　肩を掴つかんで揺さぶると、エリッセは小さく悲鳴を上げた。

「あ、ご、ごめん……」

　リンツはあわてて手を離した。胸に手をあて、落ち着けと自分に言い聞かせる。

「もうっ、びっくりしたじゃない」

「エリッセ、僕はどうしてこんなとこで寝てるんだ？」

「派遣騎士のブランシェさんが、気を失ったリンツを運んできたの」

「そうかブランシェが――」

　そこで、リンツはハッと顔を上げた。

　思い出した。

　あのとき。シャトレアに突然、別れを告げられ、気絶させられたのだ。

（シャトレア……くそっ！）

　リンツは拳こぶしを地面に打ちつけた。

　彼女はリンツを置いて、たった一人であの〈迷宮城〉へ乗りこんだのだ。

　リンツの胸を焦こがすのは、怒いかりではない。どうしようもないほどの落胆だった。

（……またなのか？　また僕は――）

　置いていかれた。安全な〈城〉の中にとり残された。

　いつもそうだ。城主マイスターを信頼していると言いながら、彼女はいつも、ぜんぶ一人で背せ負おい込もうとする。

　私は君の〈城〉だから――とか、

　君を巻き込むわけにはいかない――とか、

　いつも、そんなふうに、頑かたくなに自分に言い聞かせて。

（いや、ちがう……）

　リンツは唇を噛かみ締しめ、かぶりを振った。

（それは僕が彼女の城主マイスターとして頼りないからで……）

　たぎるような焦燥に駆られ、リンツは立ち上がった。

　あの鉄仮面卿きようの創つくり出した〈迷宮城〉。そんなもの、罠わなに決まっていた。シャトレアだってそれくらい理解していたはずだ。

　わかっていて、彼女は飛びこんでいったのだ。

　誇り高き騎士として。高潔な〈城〉として。あの鉄仮面卿きようを止めるために。

「……行かなきゃ」

「リンツ！」

　駆け出そうとしたリンツの前に、エリッセが両手をひろげて立ちふさがった。

「エリッセ、どいてくれ」

「どかない。どうしてシャトレアがリンツを残していったのか、わからないの！」

　エリッセの琥こ珀はく色いろの目に、涙が浮かんでいた。

「……わかるよ」

　リンツは、エリッセの肩をそっと押しのけた。

「わかるから、こんなところで寝てるわけにはいかないんだ」

「あんなのにとりこまれたら、きっと二度と出てこられない」

「大丈夫。師匠の〈刻印〉がシャトレアの場所を教えてくれる。きっとシャトレアを連れ戻して、帰ってくるよ」

「……」

「ごめん、エリッセ」

「……ばか」

　リンツはエリッセの脇わきを通り過ぎた。

　すれちがいざま、彼女の頬ほおに涙のあとが見えた。

（……ごめん、ほんとに）
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　陣営の外に向かって走り出したリンツを――

「どこへ行くのですか。無銘の〈城〉の城主マイスター」

　負傷兵の看護をしていたモン＝サン＝ミシェルが見み咎とがめ、引き止めた。

「決まってる。僕の〈城〉のところだ」

　無視して進もうとすると、彼女はすっと目の前に立ちはだかった。

「……どいてよ」

「いいえ」

　冷徹な瞳ひとみが静かにリンツを見み据すえていた。

〈城砦化フオートレーシヨン〉していないとはいえ、さすがは〈城姫〉だ。圧倒的な迫力に威圧され、リンツは足を止めざるをえなかった。

「彼女は、あなたが来ることを望んではいません」

「わかってる。でも、僕はシャトレアの城主マイスターなんだ」

　モン＝サン＝ミシェルの冷徹な目を見つめ返し、リンツはきっぱりと告げた。

「リール要よう塞さいでヴォーバンに殺されそうになったとき、僕の呼ぶ声にこたえて、シャトレアは来てくれた。彼女にひどいことを言って、喧けん嘩か別れみたいになって、もう二度と会えないかもって思ってたのに――彼女は、来てくれたんだ」

「それに……」

　リンツはうつむいて、

「嬉うれしかった――って」

「……嬉しい？」

　ミシェルは眉まゆをひそめた。

「うん。嬉しかったって、言ってくれたんだ。お祭りで買った花飾りを」

　照れるようにはにかんだ彼女の顔を思い出し、リンツはぎゅっと唇を噛かみ締しめた。

　ランスの街で買ってあげた、小さな白しら百ゆ合りの花飾り。

　彼女の白銀の髪によく似合っていた。

　そうだ。シャトレアは、ただ剣を振るうだけの存在じゃない。

　彼女は、自分の存在について、ずっと悩んでいたけれど。

　そんなの、悩む必要なんてないんだ。

　あんなちっぽけな花飾りを、あんなふうに嬉うれしいと思えることが、すべてじゃないか。

「シャトレアは普通の女の子なんだ」

　優しくて。気け高だかくて。頑固で。ちょっと怒りっぽくて。

　――そして、どうしようもないくらいに、可愛かわいくて。

　そんな彼女に、もっと笑ってほしい。

　もっともっと、この世界の楽しいことを見せてあげたい。

　自分の存在理由なんてものに、頑かたくなにこだわらなくてもよくなるくらい。

「だから――」

「……」

　モン＝サン＝ミシェルの氷のような瞳ひとみが、かすかに揺らいだ。

　そして、なにかを決意したように、その唇を開く。

「――気の毒ですが、あなたのその願いは叶かなわない」

「え？」

　彼女は静かにかぶりを振った。

　リンツを責めているのではない。むしろ、哀れむような目だ。

「……どういうことだ？」

「彼女には、あなたに言うなと口止めされていましたが――」

　モン＝サン＝ミシェルはリンツの目をまっすぐに見つめ、

「シャトレア＝ノイシュヴァンシュタインは、いずれ〈城骸ルイン〉になります」

　そう告げた。

「……なっ!?」

　リンツは絶句した。

〈城骸ルイン〉――それは〈城〉に宿れなくなった〈城姫〉のなれの果てだ。

〈城骸ルイン〉となった〈城姫〉は、わずか数日で消滅する。

　ランスで襲ってきた、あの円形闘技場コロツセオの〈城姫〉のように。

　――シャトレアが、その〈城骸ルイン〉になる？

　そんなこと、信じられるはずがなかった。

　だが、修道院の〈城姫〉である彼女が、嘘うそを言うとも思えない。

「どうして、そんな――」

　リンツは乾いた声でつぶやく。

「シャトレア＝ノイシュヴァンシュタインは、私のような〈城〉とは違う、この世に存在しない非在の〈城〉なのです」

　これは私の推測も混じっていますが――と前置きして、

　モン＝サン＝ミシェルは、静かに語りはじめた。

〈ノイシュヴァンシュタイン城〉は、いまだこの世に存在しない架空の城。

　本来は〈城姫〉を宿すことなど、できようはずもない。

　だが。マイスター・ストランゼンは〈石の兄弟団〉の最さい奥おうの秘ひ蹟せきを使い、いまだ存在しない理想の城にシャトレアを宿すことに成功した。その代償として、いつの日か、かならずその〈城〉を創つくり上げるという契約を儀式に組み込んだのだ。

　だから、シャトレア＝ノイシュヴァンシュタインの城主マイスターとなり、彼女の〈城〉を創り出すのは、本来はマイスター・ストランゼンのはずだった。

　だが、偶然か、あるいは必然か――シャトレアはリンツと出会い、建築士として未熟な彼を城主マイスターとして選んでしまった。契約によってさだめられた者以外の人間が城主になれば、その存在に無理が生じるのは道理だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのような不安定な状態でありながら、これほど短期間のあいだに、〈モン＝サン＝ミシェル修道院〉、〈リール要よう塞さい〉、〈フラウィウス闘技場〉、など名だたる〈城〉と連戦を繰り広げたのだ。彼女の存在には、すでにほころびが見えはじめていた。

「……そん……な……」

　ミシェルの話を聞いたリンツは、愕がく然ぜんとうめいた。

「シャトレアは……それに気づいて？」

「自身の崩壊の予兆を悟ったのは、おそらく、ここ数日のことでしょう。あなたにだけは気づかれぬよう、毅き然ぜんと振る舞っていたようですが――」

「……っ!?」

　彼女が言い終わらぬうちに、リンツは駆けだしていた。

　ミシェルはもう止めなかった。

「すみません、約束を破ってしまいました。無銘の〈城姫〉」

　走り去るリンツの背中を見つめながら、罪の赦ゆるしを祈るように両手を組む。

　でも、あるいはあの少年が、あなたに救いをもたらすのかもしれません。

　そう思ったからこそ――



　　　　　　　◇



　リンツはがむしゃらに走った。

　走りながら、さまざまな想おもいが、後悔が去来する。

（僕のせい、なのか……？）

（僕が、シャトレアと出で逢あってしまったから……）

（……っ、そんなのっ……）

　石に蹴け躓つまずいて転んだ。すぐに立ち上がり、ふたたび走りはじめた。

（さよならって……そういうことなのか？）

（もう二度と会えないって知っていたから、あんな――）

　――君は、いつか私の〈城〉を創つくってくれるのだろう？

　あのときの寂さびしげな表情に、気づいてやることができなかった。

（……くそっ、僕は、僕はなんてばかなんだ！）

　シャトレアは、ここ数日のあいだに、自分の存在が崩壊することを知っていた。

　自分の生まれた理由を知るために旅をしてきた彼女が、それを知ることもできないまま、この世界から消え去ることを、たったひとりで覚悟していたのだ。

　それなのに、リンツに心配させないようひた隠しにして、いつものように、拗すねたり、怒ったり、おいしそうにご飯を食べたりしてくれていた。

　リンツのために剣を振るい、〈城〉として戦ってくれた。

〈城姫〉としての力を使うことが、存在の消滅を早めることだと知っていながら。

　――どうやら、君の創つくる〈城〉は見られそうにない。

　彼女が、どんな想おもいでその言葉を告げたのか。

（くそっ、僕は、なにができる？　シャトレアのために、なにができるんだっ！）

　――いや、できることはある。

　走りながら、一筋の光明が脳裏に差し込んだ。

（――そうだ。師匠はパリにいるんだ）

（なら、あの〈迷宮城〉の中できっと生きている）

（師匠を捜し出すんだ）

（師匠がもう一度、正式な城主マイスターになれば、シャトレアはきっと――）

　希望が見えた。光さえ見えれば、あとは突き進むだけだ。

　ひたすら走り続け、野営地の外へ出ようとしたところで――

「リンツ、まちなさい」

「うわっ！」

　突然、あらわれた紅ぐ蓮れんの髪の少女に、服の袖そでを引っぱられた。

「……っ、レティ、止めるなよ。僕はシャトレアのところに行く」

「止めやしないわよ。少し落ち着きなさいって言ってるの」

　レティは肩をすくめ、呆あきれたように言った。

　先程までの憔しよう悴すいした表情ではない。いつもの不敵な笑みを浮かべていた。

「シャトレアのところへ行くって、どうやってあの迷宮に侵入するつもりなの？」

「え……？」

　リンツの頭は凍りついた。

　たしかに。あの〈迷宮城〉はいまも増改築を繰り返している。まともに突っ込んだところで呑のみ込まれてしまうだけだ。

「えーっと、それは……」

「ほら、やっぱりなにも考えてなかった」

　レティがジト目で睨にらんでくる。

「う……」

「まったく、あの娘このこととなるとすぐ熱くなるんだから。妬やけるわね」

　からかうように指摘され、リンツは耳まで真っ赤になった。

　彼女はやれやれと肩をすくめ、ぴっとリンツの額ひたいに指を突きつけた。

「いい？　これから〈土竜技師団マオルヴオルフ〉が、攻城兵器でいっせいにパリを攻撃するわ。〈迷宮城〉が再生におわれてるうちに、地下からバスティーユの真下へ侵入しなさい」

「――あ！」

　――そうか。モグラ掘りの地下トンネル。

　それは、迷宮に呑のみ込まれた〈土竜技師団マオルヴオルフ〉が、バスティーユを攻略するため、パリの城壁の真下に掘り進めていたトンネルだ。

「そこまでの道は、あたしたちが切り開く」

　レティがすっと手を差し出した。

「仲間の戦いは、無駄じゃなかった。それを証明させて」

「ああ。わかった」

　リンツはうなずき、レティの手をしっかりと握りかえした。

「陥落させたバスティーユ要よう塞さいが、死んだ仲間たちの墓標よ」
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　孤独には慣れている。どうということはない。

　そう自分に言い聞かせ――シャトレアは、迷宮城の中を一人、走っていた。

　もう数時間にもなるだろうか。走れば走るほどに、自分の居場所を見失う。立ち止まって振り返れば、そこには見たことのない扉が出現する。いま通ってきたはずの部屋が、次の瞬間には消滅して、先の見えない通路になっている。

　無限に増改築を繰り返す〈迷宮城〉は、まさに悪夢の顕けん現げんだった。

　もはや、自分がどこを走っているのかもわからない。

　ただ焦燥に駆られるように走り続ける。

　自分がどこから来て、どこへ行くのか――無限迷宮の中でさまよい続けるこの状況は、あたかも、彼女自身の姿を暗あん喩ゆしているようにも思えた。

（――あるいは、愚ぐ弄ろうしているのか）

「――我は〈篝かがり火び〉也なり」

　宙に手をかざし小声で囁ささやくと、もう何度目かになる〈篝火〉を使う。

　掌てのひらに灯ともった炎球の薄明かりが、通路の壁をぼうっと照らしだした。

　石壁の両側に、苦く悶もんの表情でうめく人間の顔が脈打っている。

　パリから逃げ遅れた市民たちは、生きながらにして迷宮にとりこまれているのだ。

　そのあまりにおぞましい様に、さしものシャトレアも息を呑む。

　迷宮をさまようあいだ、何度も見た光景だが、見るたびに心をかき乱された。

「すまない。いまは君たちを救うことはできない」

　シャトレアは唇を噛かみ締しめ、鋼の籠手ガントレツトに覆おおわれた拳こぶしを握る。

「だが、きっと――」

　振り払うようにかぶりを振った。

　新たに生まれた壁を、籠手ガントレツトの一撃で破壊しながら、強引に突き進む。

　貴族の部屋、商人の部屋、鍛か冶じ工房、拷問道具の置かれた地下室、可愛かわいらしい人形の並べられた部屋、床いっぱいに花の敷き詰められた部屋、陰気な牢ろう獄ごくのような部屋――まるで統一感のない部屋が、泡ほう沫まつのようにあらわれては消えていく。

　剣を握る手に、時折、するどい痛みが走った。

「……っ！」

　もはや残された時間は多くない。

〈城姫〉としての存在が、あと何日もつかわからない。

（……っ、このまま、迷宮の中でさまよっているわけにはいかない！）

　何枚もの壁を破壊し、通路に出たところで――

　シャトレアは立ち止まった。

「……ここは？」

　冷たい石壁に囲まれた、広大なホールのような場所だった。

〈城〉であるシャトレアには直感的にわかる。

　これまでのような、悪夢めいた奇妙な部屋ではない。

　練達の建築士が綿密な計画のもとに設計した広間だった。

（このホールは、迷宮化現象が起きていない……？）

　シャトレアは警戒しながらあたりを見まわした。

　ここには、壁にとりこまれた人間の姿は一切見あたらない。

（……どういうことだ？）

　剣を抜きはなったまま、鉄靴を鳴らして歩きはじめる――

　と。

「……!?」

　シャトレアは立ち止まった。

　薄明かりの先に――

　幼い少女の姿が見えた。

　貴族の娘だろうか。舞踏会のドレスのような服を着ている。

（……まだ迷宮に呑のみ込まれていない者がいたか！）

　シャトレアは胸中で安あん堵どの声を上げ、少女のもとに駆けよろうとする――

「待ってたよ、お姉ちゃん」

　――少女が、にっこりと嗤った。

「……っ!?」

　なにか、いやな予感を感じて、シャトレアは踏みとどまった。

　少女の姿が、〈篝かがり火び〉の明かりで、はっきりと照らしだされた。

　光と闇やみが絡みつくように混じりあった長い髪。

　同じように光と闇を宿した、異相眼オツド・アイ。

　可か憐れんな外見に似合わぬ、艶つややかな赤い唇が、三日月のカタチに歪ゆがむ。

「貴様、何者だ――！」

　シャトレアはその場で剣を構え、苛か烈れつに問いかけた。

　否。訊きかずとも理わ解かっていた。

　全身に叩たたきつけられる殺気。

　まるでそこに〈城〉がそびえ立っているかのような、威圧感は――

「〈迷宮城〉――アーシェラ＝ゴーメンガースト」

　その声は、少女の唇から洩もれたものではなかった。

「私の自慢の〈城〉ですよ」

　カツン――と、闇の奥から鉄靴の音が聞こえた。

「――貴様か。捜す手間がはぶけた」

　シャトレアが怜れい悧りな声で告げ、剣の切っ先を向けた。

「ようこそ私の〈城〉へ――〈放浪の城姫〉」

　鉄仮面卿きよう――エドモン＝ダンテスが、愉たのしそうに嗤わらった。



    

  
    
      


第七章　白銀の城しろ姫ひめ



「――破城投石機トレビユシエツト、放て！」

　レティーツィアの号令のもと、石弾を装そう填てんした投石機がいっせいにアームを撓しならせた。

　降りそそぐ石弾が、増改築を繰り返す城壁を破壊し、二人の進む道を切り開く。

　だが、破壊された壁はすぐに増築され、あらたな建物が出来上がる。生きた迷宮城にとりこまれないためには、ひたすら全力で走り続けるしかなかった。

　風になびく紅ぐ蓮れんの髪を、リンツは必死で追いかけた。レティは後方の技師たちに手振りでてきぱきと指示を与えながら、リンツを地下トンネルの場所まで先導する。

　リンツは息を切らしながら走り続けた。体力にはそこそこ自信はあるほうだが、彼女の足の速さは尋常ではない。建築士の徒と弟ていと傭よう兵へいとでは鍛えかたがぜんぜん違うのだ。

（天は二物を与えないっていうけど、ちょっと反則だよな）

　才能、技術、統率力、剣の技量、美び貌ぼう、魅力、度胸、愛あい嬌きよう、胆力、頭脳の明めい晰せきさ――、

　数え上げれば両手では足りないくらいだ。

〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の連中が、彼女についていくのもわかる。

（だって、あの背中は、ほんとうに頼りになる……）

　リンツは走る速度を上げ彼女の背中に追いついた。石弾や攻城弩バリスタの突杭ボルトが雨のように飛び交う頭上を見上げながら、

「僕たちに当たったりしないのか？」

「なに言ってるの。当たるわけないじゃない」

　レティは走りながら自信満々にうなずいた。技師たちの腕によほど自信を抱いているのだろう。リンツがほっと安あん堵どの息をつくと、

「あたしの強運を信じなさい」

「そっち!?」

　リンツは思わず叫んだ。レティーツィア＝エーデルガルトが、才能や美び貌ぼうのほかに運も兼ね備そなえていることを祈るばかりだ。

　石弾の雨がいったん止やむと、すぐに破壊された迷宮が再生をはじめる。不規則にのたうつ石壁の中を、レティはきわどい足さばきで走り抜けていく。

「あそこよ、あの壁の真下に、仲間の掘ってくれたトンネルがある！」

　愛用の拳銃付き短剣フリント・ロツク・ダガーを抜き放ちながら、レティが叫んだ。

「あたしが合図をしたら、飛び込んで！」

「わかった！」

　彼女の右手の甲に刻まれた〈刻印〉が真しん紅くに輝いた。

　マイスター・アルベルティから継承した〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おう――〈崩破の緋シヤルラハロート〉。

　構造物の崩壊点を穿うがち、あらゆる建造物を崩壊させる破壊の秘ひ蹟せきだ。

　と、その時。

「レティ、なにか来る!?」

　リンツは叫び、増改築を繰り返す城壁の上を指差した。

　そこに――

　怪物の姿を模した石の巨像がぬっとあらわれた。

　鋭い爪つめを備えた石造りの魔獣。教会の雨あま樋どいに設けられている石像の怪物ガーゴイルだ。リール要よう塞さいでマイスター・ヴォーバンが造り出したものとよく似ている。

「この迷宮城の守護者ってとこかしらね」

　レティが唇を舐なめ、舌打ちした。

「きっと攻撃を受けた石壁から生み出されるんだ」

　おそらく迷宮城の自己防衛機能なのだろう。城壁の上の〈ガーゴイル〉は石像とは思えないほど素早い動きで、地響きをたてながらこちらへ迫ってきた。

　何体かは飛来する石弾に当たって砕け散るが、それでも歩みは止まらない。

「しかたない、強攻突破するわよ！」

　掌てのひらに赤い雷火をまとわせたまま、レティは地を蹴けった。

　ズシンッ――地面を震動させ、城壁から飛び降りた〈ガーゴイル〉が腕を振り下ろす。

　刹せつ那な。紅ぐ蓮れんの髪が焔ほのおのように舞い、石像の股また下したをくぐり抜けた。振り返る間さえあたえず、背後から拳銃付き短剣フリント・ロツク・ダガーの切っ先を突き立てる。

　石像の背中に大きな亀き裂れつが入った――

　と、次の瞬間。〈ガーゴイル〉の全身が粉々に砕け散る。

　それを振り返りもせず、彼女はまっすぐに走り抜けた。

　目の前の石壁を、二、三度、短剣の切っ先で穿うがつと、引き金に指をかけて構える。

　そして――

「――崩壊せよツエアシユテールング！」

　叫ぶと同時。拳けん銃じゆうの引き金を引いた。

　それが合図だった。リンツは大きく踏み込んだ。

　紅い雷火をまとうたった一発の銃弾が、石壁を粉々に破砕する。その向こうに、暗いトンネルの坑が見えた。リンツは身を投げ出すようにしてトンネルの中へとびこんだ。

　真っ暗な坑の中、ほんの半秒ほど落下して地面に叩たたきつけられる。

　目を開き、顔を上げた途端、

「ほら、持っていきなさい！」

　レティが頭上から携帯用のランタンを放ほうり投げてきた。

　落ちてきた金属製のランタンが頭にぶつかる。あっと声を上げたその瞬間、トンネルの入り口は再生した石壁に塞ふさがれた。

「いてて……」

　頭をさすりながら立ち上がり、リンツは火打ち石でランタンの明かりをつけた。

　レティの読み通り、迷宮化は地下トンネルにまではおよんでいないようだ。

　ズキン――と、右手の〈刻印〉が疼うずき、赤い血が地面に滴したたった。

（シャトレア、待ってろよ……）

　この先に、シャトレアがいる。

　リンツは拳こぶしを握り締しめ、暗くら闇やみの中を走り出した。



　　　　　　　◇



　鉄仮面卿きようが名乗った瞬間、シャトレアは剣を構え、突き進んでいた。

　交渉や説得など、もとよりするつもりもなかった。それは〈城〉の役目ではない。それに、目の前のこの男は、すでにどうしようもないほどに狂っている。

　シャトレアの瞳ひとみが蒼そう焔えんを宿して苛か烈れつに燃えさかった。

「――はあああっ！」

　吹き荒れる旋風となって、壁からあらわれる石像の怪物ガーゴイルを薙なぎ倒す。数十体の巨大な石像が、斬きられ、穿うがたれ、粉砕され、まるで嵐あらしに翻ほん弄ろうされる枯れ木のように吹き飛んだ。

「侮あなどるなっ、このような雑ぞう兵ひようで私を落とせるとでも思ったか！」

　叫び、剣を水平に構えて〈ガーゴイル〉の群れの中に突っ込んだ。

　凄すさまじい破壊の嵐が巻き起こる。シャトレアが鋼剣を一振りするたび、無数の破片が宙を舞い、砕け散ったその破片が、さらにほかの〈ガーゴイル〉を粉砕した。歴戦の騎士ですら手を焼くであろう怪物を、片手で無造作に薙ぎ倒していくその様は、まさに千の兵をよせつけない〈城〉そのものだ。

「ハ、ハハ、素晴らしい、さすがは大陸最高のマイスターの手がけた〈城〉です！」

　鉄仮面卿きようの耳みみ障ざわりな哄こう笑しようがホールに響きわたる。

「……っ、マイスター・ストランゼンはどこにいる！」

「おや、やはり城主マイスターのことが気になりますか？」

「間違うなっ、私はマイスター・ストランゼンの〈城〉ではないっ！」

　銀ぎん閃せんがひらめき、三体の〈ガーゴイル〉の頭部がまとめて吹き飛んだ。そのまま剣の柄つか頭がしらで背後の石像を粉砕すると、戦闘用のスカートをひるがえし、さらに踏み込む。

「私はっ、建築士リンツ＝レンハイトの〈城〉だっ！」

　剣けん尖せんを突き込むように、鉄仮面卿に向かって猛然と走り抜けた。

　横よこ薙なぎに振るった一いつ閃せんを――

「……っ!?」

「あはっ、やっぱりこんな雑ざ魚こじゃだめかあ」

　迷宮城の〈城姫〉――アーシェラ＝ゴーメンガーストの漆しつ黒こくの剣が受け止めた。

　腹に精せい緻ちな迷路の描かれた細身の剣だ。

（……な!?）

　眼前の〈城姫〉に奇妙な感覚をおぼえ、シャトレアは後方へ跳躍した。

　なぜか、剣を打ち合った手ごたえがなかった。

（それに――）

　アーシェラ＝ゴーメンガーストは追ってこない。散乱した〈ガーゴイル〉の破片の上にたたずみ、くすり、と嗤わらった。

　シャトレアは唇を舐なめ、剣を強く握り締しめた。

（私は剣を横薙ぎに振るったはず、それなのに――）

　何故、頭上に構えた剣によって防がれているのか。

「はあっ！」

　シャトレアは踏み込み、渾こん身しんの力で、こんどは真上から振り下ろす一撃を見舞った。

　ほとばしる閃せん光こう。眼前で激しい火花が散った。

　だが――

（……なんだと!?）

　剣は無造作に払われ、逆に懐ふところへ突き込まれた。切っ先が胸当てをかすめる――シャトレアは身をひねって躱かわすと、返す刀で剣を斬きり下げる。その体勢でシャトレアの斬ざん撃げきを受けることは不可能なはずだった。

　異相眼オツド・アイの少女が嗤わらった。シャトレアが眉まゆをひそめた――刹せつ那な。

　シャトレアの剣は躱され、逆に間合いを詰められていた。

　間一髪。横よこ薙なぎに振るわれた斬撃を身を沈めて躱すと、床を転がって立ち上がった。

　剣を構え、逆巻く烈風となって突進する。

（……まただ。また剣の軌道を逸そらされた！）

　相手の剣によって弾はじかれたのではない。それはまるで、放った斬撃そのものが、別の場所へ転移してしまったかのような、不可解な現象だった。

　シャトレアは嵐あらしのような斬撃を繰り出した。だが、頭上から振り下ろす剣、肩口から斬り下げる剣、胸元に突き込む剣、ことごとく軌道が逸れる。

「あはっ、どこを狙ねらってるの、お姉ちゃん？」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが冷笑する。

（……なぜだっ、なぜ、私の剣が通じない!?）

　苛いら立だちは焦燥となって、シャトレアの剣を鈍らせる。せめて一太刀でも見舞おうとやっきになるあまり、精妙きわまりない騎士の剣技が乱れていた。

　その隙すきを突かれた。アーシェラ＝ゴーメンガーストの小柄な身体からだが、ふっと沈み込んだかと思うと、次の瞬間、鋭い銀ぎん閃せんが腹を薙いだ。

「ぁぐっ……！」

　赤い血華が舞った。少女の異相眼オツド・アイが昏くらい愉悦の光をたたえる。

　浴びた返り血を舌で舐なめ、立ち上がりざま、顎あごに頭突きを見舞うと、シャトレアの身体は軽々と吹っ飛び壁に激突した。

「あははっ、こいつ弱すぎるわ。鉄仮面のおじさま」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストはドレスの裾すそをつまみ、その場でくるりと回転する。

　返り血に染まった可か憐れんな少女の笑顔は、凄せい絶ぜつなほど美しい。

「アーシェラ、〈ノイシュヴァンシュタイン城〉は、マイスター・ストランゼンの創つくり出したあなたと同じ非在の〈城〉です。侮あなどってはなりませんよ」

「ふーん、そうかしら？」

　迷宮城の〈城姫〉は、つまらなそうに唇をとがらせた。

　――と。

「……もう一度言うぞ。間違えるな」

　瓦が礫れきの中から、ゆっくりと白銀の〈城〉が立ち上がった。

　切れた唇の血をぬぐい、剣を床に突き立てる。

「私はっ、リンツ＝レンハイトの〈城〉だ！」

　蒼そう焔えんを宿す瞳ひとみを苛か烈れつに燃え上がらせ、シャトレアは突進した。
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「はあっ、はあっ、はっ――」

　地下トンネルを抜け、迷宮都市に潜入したリンツは、ランタンの明かりを頼りに、無限に変化する迷宮の中をひた走っていた。

　右手の〈刻印〉が慟どう哭こくするように疼うずいた。直感が、そう遠くではないと告げていた。だが、自分がどこを走っているかわからない状態では、シャトレアに近づいているのかどうかすらわからない。だから、ただ走った。

（どこだっ、シャトレア！）

　前方から石壁が迫ってくる。

　押し潰つぶされそうになったリンツは、とっさに横道へ逃げ込んだ。

　そこは長い回廊だった。左右の壁に無数の扉がある。リンツは片っ端から扉を開いていった。壁。壁。ワイン貯蔵庫。壁。宿の個室。牢ろう獄ごく。壁。通路。壁。壁――

　迷宮に乗り込んでから、もう何度もこんなことを繰り返していた。

　――そっちじゃない。こっちだ。いやこっちだ。助けてくれええええ。

　左右の壁から、迷宮にとりこまれた人間たちが語りかけてくる。彼らは自分の意思で話しているのではない。迷宮の意思によって妄言を吐き連つらね、リンツを惑わそうとしているのだ。これでは、たとえ迷宮にとりこまれなくとも、いずれは精神がおかしくなってしまうだろう。

「くそっ！」

　回廊の床が、ふたたび軋きしむような音をたてはじめた。迷宮の再構築がはじまるのだ。巻き込まれたら、この人間たちと同じように壁にとりこまれてしまう。

　轟ごう音おんを上げて迫りくる壁から身を投げ出し、間一髪、石壁の隙すき間まにもぐり込んだ。

「――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　掌てのひらに蒼あお白じろい雷火をまとわせ、目の前の壁に叩たたきつける。

　石壁を強制的に再構築して壁を粉砕した。

「これじゃきりがない……」

　血を流す右手を押さえながら、リンツは荒い息をつく。

　ランタンの明かりが、崩れ落ちた壁の向こうを照らしだした。

　――そこは、石の牢ろう獄ごくだった。

（……またはずれか）

　このままでは、シャトレアを見つけ出すことなど、とうていできない。

　落胆のため息をつき、焦燥に胸をかき抱いた――その時だ。

「……っ!?」

　どこからか、かすかなうめき声が聞こえてきた。

　耳をすまさなければ聞こえないほどの声だ。気づくことができたのは、暗くら闇やみの中で感覚が鋭敏になっていたおかげだった。

　壁にとりこまれた人間のものにしては、あまりに衰弱した声だ。

（……ひょっとして、まだ迷宮にとりこまれてない人がいるのか!?）

　リンツは急いでランタンの明かりをかかげ、薄暗い牢獄の中を見まわした。

　と――

　すぐに見つかった。

　背後の石壁にもたれかかるようにして、長身の男が座り込んでいた。

　頭から足の先まで全身を黒衣で覆おおっている。彼の座っているあたりに大きな血ち溜だまりができていた。迷宮の壁に押し潰つぶされたのか、負傷しているようだ。

「大丈夫ですか!?」

　一刻も早くシャトレアのもとに駆けつけたかったが、このまま放ほうっておくわけにもいかない。それに、彼が迷宮の中でシャトレアを目撃しているかもしれなかった。

　とにかく、意識があるか確かめようと、リンツは男に駆けよった。

　男と目が合った。

　瞬間。意外なほど強い力で右腕を掴つかまれた。

「な……!?」

「リン……ツ……か？」

「え？」

「リンツ＝レンハイト……なのか？」

　黒衣の隙すき間まから、漆しつ黒こくの目がじっと見つめてきた。

　やがて――

「し……しょう……？」

　リンツの半開きの唇から、そんなつぶやきが洩もれた。

　見間違いようのない、強い光を宿す眼め。

　リンツの腕をしっかりと掴む手。懐かしいその声。

「師匠……師匠なんですか!?」

　――なにを言うべきか、わからなかった。

　彼が失しつ踪そうしてから二年間。ずっと、捜し続けてきたというのに。

　言うべきことはたくさんあるはずだった。

　聞きたいことだっていくらでもあった。

　だが。いざ目の前にしてみれば、ほんとうに、なにも言葉がでてこない。

「師匠、怪け我がを……」

　だから。最初に洩もれたのは、そんな言葉だった。

「……構うな。それよりも……おまえに、話しておくべきことが……ある」

　だが、そんなリンツの戸惑いにも一切頓とん着ちやくせずに、彼は告げた。

　無駄なことは一切言わない。

　それは、リンツの知るマイスター・ストランゼンそのものだった。
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「はあああああっ！」

　シャトレアの鋼剣が唸うなる。アーシェラ＝ゴーメンガーストが嘲あざ笑わらった。

「きゃははっ、何度やっても無駄よ。あたしの〈迷宮〉は破れない」

「なに？」

　剣けん戟げきの火花を激しく散らしながら、シャトレアが眉まゆをひそめた。

　何度撃ち込んでも、剣の軌道は逸そらされる。

「これが〈城壁〉をもたないあたしの固有兵装――〈不可視の迷宮メイズ・フイールド〉」

「固有兵装、だと――!?」

　剣を打ち合いながら、シャトレアは歯は噛がみした。

〈ゴーメンガースト城〉の固有兵装――〈不可視の迷宮メイズ・フイールド〉。

　それは、剣で斬きったという事象そのものを、強制的に迷わせる絶対防壁だ。

〈迷宮〉――その概念コンセプトは、特殊な建造物に限られたものではない。

　優れた防衛能力を誇る古今の城じよう砦さいは、城壁の内側に戦闘用の〈迷宮〉を備そなえていた。

　練達の迷宮職人によって構築された迷宮は、敵兵の侵入を効果的に阻はばみ、連携を分断し、視覚効果を利用して惑わし、疲弊させることができるのだ。このような〈迷宮〉は、〈城壁〉や〈塔〉と並ぶ城砦の主要な防衛機構のひとつだった。

　中途半端な攻撃では〈迷宮〉に阻まれ、城の中枢には届かない。

　なぜなら、アーシェラ＝ゴーメンガーストは、斬ったという事象そのものを、先回りして待ち伏せることができるのだ。

「ほらっ、手が止まってるよ、お姉ちゃん」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが鋭い刺突を繰り出してくる。

　シャトレアは剣と〈城壁〉を駆使して、押しよせる剣けん戟げきの嵐あらしを防いでいた。

　本来は近接戦闘型の〈城姫〉ではないのだろう。剣の技量はさほどではない。正統な騎士の剣を振るうシャトレアに対して、変幻自在の曲芸のような剣筋だ――それはそれで厄介ではあるのだが、技量の差を埋めるほどではない。剣技の冴さえならば、戴たい冠かん都市で剣を交えた円形闘技場コロツセオの〈城姫〉のほうがはるかに上だった。

（しかし、あの固有兵装を破れないことには、勝ち目はないっ……！）

　シャトレアが吼ほえた。距離を詰め、烈火の如ごとくたたみかける。

　剣が迷うのならば――単純に手数を増やせばいい。たとえ狙ねらった場所にあたらずとも、浅くしか斬きり込めなくとも、斬ざん撃げきの嵐をすべて防御することはできないはずだ。

　だが――

「無駄だよ」

「なっ……！」

　怒ど濤とうのように攻めよせる銀ぎん閃せんが、すべて弾はじかれる。

（たった一挙動で、すべての斬撃を防いだ……だと!?）

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが薄く嗤わらう。

「簡単なことよ。〈迷宮〉の門はたくさんあるけど、出口はたったひとつだけ。そこに集まってきた敵を待ち伏せて、まとめて殲せん滅めつすればいい」

「……っ！」

　返す刀で振るわれる一撃を、シャトレアはかろうじて籠手ガントレツトで防いだ。

　――が、衝撃までは殺せない。後方に吹き飛ばされ、瓦が礫れきの山に突っ込んだ。

「あーあ。面白くないなあ。あたしとおなじ非在の〈城姫〉だって聞いてたから期待したのに、てんで弱いんだもの。それとも、まだ本気を出してないとか？」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが、つまらなそうに肩をすくめる。

「どうしたら本気を出してくれるのかなー。あ、そーだ。お姉ちゃんの大切な城主マイスターを捜してきて、目の前でいたぶってみせるとか？」

　刹せつ那な。瓦礫の山が吹き飛んだ。

〈城壁〉がそびえ立ち、震えるような剣気がほとばしる。

　両手に剣を構えたシャトレアは、瞳ひとみに宿る蒼そう焔えんを燃え上がらせ、

「〈迷宮城〉――アーシェラ＝ゴーメンガースト」

　怜れい悧りな声で告げた。

「いまの言葉、後悔するぞ」

　シャトレアの周囲に猛烈な風が巻き起こった。

　蒼焔をまとう白銀の髪が舞い上がり、轟ごう々ごうと風鳴りの音が響きわたる。

　彼女の手にした剣がまばゆい閃せん光こうを放ち、ホールを純白の光輝で満たした。

　アーシェラ＝ゴーメンガーストの異相眼オツド・アイが見開かれる。

「おお、あれが――」

　鉄仮面卿きようが感嘆のうめきを上げ、まぶしそうに手をかざした。

　それは――あらゆる呪のろいを解除キヤンセルする浄火の剣。

〈幻想の城〉――シャトレア＝ノイシュヴァンシュタインの備そなえる唯一の固有兵装。

「固有兵装、解放レリーズ――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉！」

　シャトレアの叫びと同時に、閃せん光こうが炸さく裂れつした。
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　マイスター・ストランゼンは、彼の徒と弟ていにすべてを話した。

　かつて、自らがおこなってきたすべての罪を、告白した。

〈石の兄弟団〉のエージェントとして、大陸各地の城に〈城姫〉を宿していたこと。

　二年前、リンツのもとから失しつ踪そうしたのは、〈石の兄弟団〉を裏切ったからだということ。

　そして、あの男――鉄仮面卿がおぞましい復ふく讐しゆう者しやとなった理由を――

　彼が話しているあいだ、リンツは口を一切はさまなかった。

　ただ無言で師に寄り添い、彼の告白を聞いていた。

　ショックがなかったわけではない。

　だが、ある程度は覚悟していたことだった。

　当時、すでに大陸最高のマイスターとしての名声を得ていた彼が、なぜ修行中の徒弟のように大陸中の都市を放浪していたのか。

　なぜ〈石の兄弟団〉の孤児院から、リンツとエリッセを拾い上げたのか。

　そして、〈城姫〉を宿すということが、どういうことか。リール要よう塞さいでの虐殺を目の当たりにしたリンツは、いやというほど知っていた。

　だが、いまはそんなことよりも、聞かなければならないことがあった。

　シャトレアのことだ。

「彼女は、少女を贄にえとして宿した〈城姫〉ではない。〈石の兄弟団〉の秘ひ蹟せきによって創つくり出した純粋な城じよう砦さい精霊だ。私は〈石の兄弟団〉に対する切り札として彼女を創り出した。私自身の過去の罪を償つぐなうために」

　シャトレアの固有兵装――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉。

〈城姫〉の呪いさえも解呪キヤンセルする力。

　――シャトレアは、〈城姫〉となった少女を、もう一度、救うために創られたのだ。

　だが、シャトレアを創り出した直後、彼は〈石の兄弟団〉の刺客に追われたため、彼女の城主マイスターになることができなかった。そしていま、正統な城主を得られなかったシャトレアは〈城骸ルイン〉になろうとしている――

「――師匠、お願いします！」

　リンツは彼の〈刻印〉の刻まれた右手を握り締しめ、懇願した。

「師匠が、もう一度、シャトレアの城主マイスターになってください！」

　そうすれば、少なくとも、彼女が〈城骸ルイン〉になることは止められるはずだ。

　だが――

「残念だが、それはできない」

　マイスター・ストランゼンは静かに首を振った。

「……え？」

　リンツは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　師匠と会うことができれば、シャトレアを救うことができるはずだった。

　これですべての問題が解決するはずだった。

　なのに――

「どうして……？」

「私にはもう、その資格がないからだ」

　マイスター・ストランゼンは苦く悶もんの声を上げ、赤い血ち溜だまりの中から、ゆっくりと自身の右腕をひき上げた。

「……っ!?」

〈石の兄弟団〉のマイスターの証あかし――測量器コンパスの〈刻印〉の刻まれていたはずの右手。

　その手首から先がなくなっていた。

「しくじった。迷宮城の〈城姫〉から逃走するときに、な」

「そん……な……」

　建築士の〈刻印〉――それは〈城〉と〈城主マイスター〉を繋つなぐ絆だ。

　それを失ったということは、つまり――

「それ……じゃあ、シャトレアは、もう……」

　リンツの声が絶望に震えた。

　全身から虚脱したように力が抜けていく。

（そんな……）

（師匠なら……師匠なら、なんとかできると思ったのに！）

「――おまえが救え」

「え？」

　リンツはきょとん、として顔を上げた。

　マイスター・ストランゼンの漆しつ黒こくの瞳ひとみが、じっとリンツの目を見つめていた。

「あの〈城〉が城主として認めているのは私ではない。おまえだ。だから、お前が救え」

「でも、僕は……僕は、師匠みたいには――」

「私がお前を見み出いだしたのだ。私を信じるがいい」

　マイスター・ストランゼンは力強く言うと、あたりを見まわした。

　牢ろう獄ごくの壁が再び鳴動をはじめている。ふたたび迷宮の再構築がはじまったのだ。

「――時間がない。お前に〈石の兄弟団〉秘ひ奥おうの韻律コードを託たくす」

「師匠!?」

　彼は片方だけになった腕でリンツの右手をしっかりと握り締しめ、

「リンツ＝レンハイト、おまえに最後の頼みがある」

　リンツの耳もとに口をよせると、しわがれた声で告げた。

　私の代わりに、あの男を救ってやってくれ――と。
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「あああああああああああっ！」

　固有兵装――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉の白銀の輝きが、バスティーユ要よう塞さいの壁を照らしだした。

　限界を超えた身体からだに亀き裂れつが走る。全身を襲う激痛に耐え、シャトレアは剣を構えた。

　ここで倒れるわけにはいかない。

　リンツ＝レンハイトの〈城〉として、絶対に倒れるわけにはいかなかった。

　シャトレアが地を蹴けった。

　光輝の剣を構えた白銀の〈城〉が、瓦が礫れきを巻き上げながら疾駆する。

（アーシェラ＝ゴーメンガーストの〈迷宮〉が事象を迷わせるというなら――）

「我が剣は、その〈迷宮〉ごと粉砕するっ！」

　これは賭かけだった。

　だが、必ず勝つと確信していた。

「受けてみろ、〈迷宮城〉の〈城姫〉！」

　シャトレアは渾こん身しんの力で踏み込んだ。

　アーシェラ＝ゴーメンガーストの顔が醜みにくく歪ゆがんだ。

　――驚きよう愕がくではない。少女の顔に浮かんだ表情は、嘲笑だった。

（……な!?）

「固有兵装、解放レリーズ――〈無限監獄バステイーユ・ジエイル〉」

　ホールに鉄仮面卿きようの陰いん鬱うつな声が響きわたった。

　ギィィィィンッ！

　刹せつ那な。シャトレアの眼前に光の檻おりが出現し、光輝の剣を阻はばんだ。

（これは、リール要塞で使った〈城姫〉の固有兵装……!?）

（なぜ、あの男が〈城姫〉の固有兵装を――）

　シャトレアの身体からだから急激に力が抜けた。

〈城骸ルイン〉に近い状態で固有兵装を使った反動だった。

　ふっと前に倒れこみそうになるその身体を――

「あはっ、つーかまえたっ♪」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが、首を押さえるように抱きすくめた。

　小さな白い手で、爪つめが喰くい込むほどに、ぎりぎりと喉のどを圧あつ搾さくする。

「……っ、あ、ぐ……！」

　シャトレアは喘あえぎ、もがくが、少女の手を振り払うほどの力は残されていない。

　握り締しめた白銀の剣が、からん、と音をたてて地面に転がった。

「お姉ちゃんも、〈ゴーメンガースト城〉完成のための御柱になってね」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストの〈城姫〉が歌うように囁ささやき、

　ぞぶり――

「……が……あああああああっ……！」

　もう片方の腕でシャトレアの胸当てを抉えぐった。

　潰つぶれた喉からほとばしる絶叫。

　血ち飛沫しぶきで赤く染まった顔を喜悦に歪ゆがめ、少女は囁いた。

「固有兵装、解放レリーズ――永劫なる悪夢迷宮タイタス・グローン」

　シャトレアの身体がびくん、と跳ねた。

　鉄仮面卿きようのおぞましい哄こう笑しようが響きわたる。

　心臓が鼓動し、迷宮城の新たな贄にえとなって増殖をはじめようとする――

　その刹せつ那な――

「シャトレアアアアアッ！」

　石壁をぶち壊し、一人の少年が飛び込んできた。
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　状況などわからなかった。ただ、シャトレアのその姿を見た瞬間、頭が沸騰した。

　彼女を呼ぶ声をそのまま韻律コードに変換し、構造式もろくに組まないまま、ありったけの〈建奏術〉を詠うたい上げた。

　ねじくれた奇妙なオブジェが群れをなし、少女に向かって殺到する。

　固有兵装を発動していた〈城姫〉は、完全に虚を衝つかれ、怒ど濤とうのように押しよせる石のオブジェが彼女を呑のみ込んだ。

　そんなものには目もくれず、リンツは投げ出されたシャトレアのそばに駆けよった。

「シャトレアっ、大丈夫か、シャトレアっ！」

　苦しげに喀かつ血けつするシャトレアの背中を、そっと抱きかかえる。

「……リン……ツ……？」

　熱に浮かされたような、ぼんやりとした声で、シャトレアはつぶやいた。

　その透き通った蒼あおい瞳ひとみが、驚きに見開かれる。

「リン……ツ……どう……して……？」

「遅くなってごめん」

　リンツはシャトレアの身体からだを抱きしめた。

「シャトレアのこと、ミシェルから聞いた」

「……」

　リンツが囁ささやくと、シャトレアはきゅっと唇を噛かみ締しめた。

「君が謝ることではない。私がこうなるのは、決まっていた運命だ。それでも――」

　つい、と身体を離して、リンツの顔をじっと見つめた。

　瞳が揺れていた。涙の雫しずくが頬ほおをつたってこぼれ落ちる。

「私は、君と出で逢あえてよかった」

「――あきらめるな」

　リンツは、シャトレアの手を強く握り締めた。

　彼女の腕に走った亀き裂れつは、いまやはっきりと目に見えるほどに広がっていた。

「僕が君の〈城〉を創つくる」

　リンツはきっぱりと告げた。

「約束するよ。師匠が創るはずだった〈城〉よりも、ずっと立派な〈城〉を創ってみせる」

　だから、シャトレア――



　――僕の〈城〉に宿ってくれ。



「リン……ツ……」

　こんな状況にもかかわらず、シャトレアは頬をかすかに赤らめる。

　そんなシャトレアの反応を見て、なんだか、まるで好きな娘こへのプロポーズの言葉だな――と、リンツは苦笑する。

（まあ、そうとってもらっても構わないけど……）

　背後から耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが響きわたった。

「ようこそ、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい。あの男のもう一人の後継者サクセサー」

「鉄仮面……」

　リンツはゆっくりと立ち上がった。

「いったい、なにが目的なんだ？　こんなことをしてなんになる？」

「ハ、ハ、この〈ゴーメンガースト城〉は成長を続け、いずれ大陸を食らいつくします。私はただ世界の終しゆう焉えんが見たい。ほんとうに、ただそれだけを純粋に願っているのですよ」

　鉄仮面卿きようはホールを見まわしながら嗤わらった。

「ところでご存じですか？　この〈バスティーユ要よう塞さい〉に宿る〈城姫〉も、あの男が宿したのですよ。私が生涯でただひとり愛した女性を、〈石の兄弟団〉と君の師は〈城姫〉の贄にえとして捧ささげたのです。私がエリッセ＝イストバラドにしたように」

「リンツ、あの男の戯ざれ言ごとに耳を貸すな！」

　シャトレアが叫ぶ。

　だが、リンツは無言で首を横に振った。

　鉄仮面卿の声には、隠しようもない真実の響きが――心の底からの憤ふん怒ぬと激情がこもっていた。そしてリンツは彼の言葉が真実であると知っている。

　マイスター・ストランゼンの口から直接聞いたのだ。

　込み上げてくるのは怒いかりではない。むしろ哀しみだった。

　自分と同じマイスター・ストランゼンの後継者サクセサー。

　リール要塞で仲間の技師を虐殺し、エリッセを〈城姫〉にしようとしたこの男に。

　なぜか、深い哀しみをおぼえたのだ。

「シャトレア」

　リンツはシャトレアの手を握った。

　森の中ではじめて握手をかわしたときと同じ、ひんやりとつめたい、女の子の手だった。

「リンツ？」

「師匠は、あいつを救うために君を創つくりだしたんだ」

　過去の贖しよく罪ざいのために。

　彼の手がけた七つの〈城〉の〈城姫〉を解放するために。

「ハ、ハハ、ハ、私を救う？　ハハハ、ハ、面白い冗談です！」

　鉄仮面卿は狂ったように嗤い、そして突然――ぴたり、と嗤いやんだ。

「……やはり君はあの男の徒と弟ていですね。目め障ざわりなところがよく似ている」

　無む貌ぼうの鉄仮面の奥に昏くらい光が灯ともる。

　と。

「きゃはは、きゃはははははははっ！」

　狂った哄こう笑しようを上げながら、アーシェラ＝ゴーメンガーストが瓦が礫れきを吹き散らした。

「血、あたしの血が、きゃははっ、ころすころすころすころすころすころすころすのらすらとなのらすらとなのらすらとなのらすらとなあああああああーっ！」

　可か憐れんな少女が、真っ赤に染まったドレスをひるがえし、踊り狂っていた。生まれてはじめて自分の血を見たことによって、狂乱状態に陥おちいっているのだ。

　あるいは、あれこそが精神までもが迷宮化した〈城姫〉の本来の姿なのかもしれない。

　彼女もまた、マイスター・ストランゼンが〈石の兄弟団〉に対する切り札として創つくり出した〈城姫〉だった。だが、あの精神錯乱のゆえに、封印せざるをえなかったのだ。

「リンツ、あれの相手は私がしよう。彼女もまた救うべき〈城姫〉だ」

　シャトレアがチャッと剣を構えた。

「それに、君のおかげで〈迷宮〉を破る方法が見つかった」

　額ひたいにはじっとりと汗が浮かんでいる。剣を握る手がかすかに震えていた。

「大丈夫か？」

「ああ、私を信頼しろ城主マイスター。私は君の〈城〉なのだから」
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「――第一陣は後退っ、第二陣は石弾を装そう填てん！」

　レティは仲間の技師たちに指示を飛ばしながら、陣地の中を駆け回っていた。

　諸侯同盟の陣地に〈ガーゴイル〉の群れが押しよせてきたのだ。

　数はざっと三、四十体ほど。そう多くはないが、なにしろ一体一体が凄すさまじい怪力を備そなえた石像の怪物ガーゴイルだ。練達の騎士が連携してかかれば倒せない相手ではないだろうが、諸侯に雇われた傭よう兵へいたちは戦い云うん々ぬん以前にその姿に震え上がっていた。

　レティがさっと団旗を振り上げると、攻城弩バリスタの突杭ボルトがいっせいに放たれた。

　尖せん端たんに炸さく裂れつ火薬を搭載した杭くいは、〈ガーゴイル〉に着弾すると激しく爆砕した。

　それでも、石像の動きは止まらない。頭や足を失っても変わらぬ速度で押しよせてくる。

「脚を狙ねらいなさい！　脚が折れればさすがに動けなくなるわ」

「団長、無茶言わねえでください。おれたちは射手スナイパーじゃないんですぜ」

「無茶とか言わない！　あたしたちは最強の工兵傭よう兵へい団だんよ」

　ぼやくオックスの後頭部を、レティはぽかっと殴りつけた。

　地を揺るがすような〈ガーゴイル〉の群れが迫ってくる。

　距離はもうかなり近い。攻城兵器を捨てて撤退すべきときだった。

（傭兵団の連中はともかく、せめて市民が逃げる時間くらいは稼がないと……）

　額にじっとりと汗を浮かべ、レティはひとりごちる。

　と。

「エリッセさん、もどってください！」

「いやよ。リンツが戦ってるのに、わたしだけ逃げるなんてできない。わたしにだって、できることがあるわ！」

　そんな声に振り向くと、パリ市民を誘導していたあの派遣騎士の少女と、エリッセ＝イストバラドが言い合いながら丘を駆けおりてきた。

　レティは紅ぐ蓮れんの髪をかきあげ、ため息をついた。

「エリッセ、なにやってるの。ここは危険だから、せめて本陣に戻りなさい」

「だって、わたしだけ安全なとこにいるなんて……」

「だめよ。あなたになにかあったら、リンツになんて言われるか――」

　肩をすくめ、言いかけたそのときだった。

「団長、あれを！」

「え？」

　ディンギーが指差した先――

〈ガーゴイル〉の群れに異変が起こった。

　石造りの魔物が、いっせいに羽ばたいたのだ。

「嘘うそでしょ!?」
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「〈建奏士マイスタージンガー〉――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

　蒼あお白じろい雷火を放つ掌てのひらを、リンツは床に叩たたきつけた。

　めくれあがった石畳が無数の牙きばとなって襲いかかる――

「〈石の兄弟団〉第十二階位――〈岩がん窟くつ王おう〉エドモン＝ダンテスが銘を刻む！」

　鉄仮面卿きようが〈建奏術〉の韻律コードを詠うたい上げた。

　二本の鎚つちを組み合わせた〈刻印〉が禍まが々まがしく輝き、赤い雷火をひらめかせる。

　生み出された石柱同士がぶつかり合い、奇妙なオブジェを創つくり出す。

「ほう、私の〈建奏術〉と拮きつ抗こうしますか！　さすがはあの男の徒と弟てい」

　鉄仮面が賞賛の声を上げる。だが、拮抗していたのはほんの数秒。すぐにリンツの創りだした構造物は崩壊し、無数の石柱が津波のように押しよせた。

「……っ！」

　リンツはとっさに身を沈めると、こんどはべつの韻律コードを詠い上げた。

　雷火がひらめき、石の地面に坑が空あいた。〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の塹ざん壕ごうだ。リンツは坑に飛び込むと、ジグザグに掘った塹壕の中を駆け、鉄仮面卿に肉薄した。

（負けられない、この男には……！）

（マイスター・ストランゼンのもうひとりの後継者サクセサー――この男にだけは！）

　鉄仮面卿の背後に回り込むと、腰の短剣を抜きつつ、塹壕から這はい上がった。

　鉄仮面卿が、赤い外がい套とうの下からサーベルを抜きはなった。

　細身の刃がひらめいた。かん高い金属音が鳴り響く。

　風を裂いて振り下ろされたサーベルを、リンツはかろうじて受け止めた。

　手先に痺しびれが走った。だが剣は落とさない。

　二度、三度、打ち合っただけで、わかった。

（こいつ、剣の腕は、たいしたことない――）

　鉄仮面卿きようの剣術はフランキスカ軍式のものではない。貴族の嗜たしなむ古式ゆかしい騎士の剣だ。どことなくシャトレアの剣と似ているが――この男の剣は、騎士が戦場で使う剣というよりは宮廷作法の剣だった。

　よく言えば優美。悪くいえば華美で無駄な動きが多い。

　動きが大振りで、ある程度、攻撃が予測できる。

　リンツの剣の腕は、シャトレアとの訓練のおかげで確実に上達していた。致命傷を与えようというよりは、とにかく攻めたて、韻律コードを紡つむぐ暇をあたえない。リンツ自身が〈建奏術〉の使い手だからこそ、鉄仮面卿がこの戦い方を嫌うと確信できた。

（いける……！）

　リンツはさらに踏み込んだ。

「――リンツ＝レンハイトが銘を刻む！」

〈刻印〉に蒼あお白じろい火花が散った。

〈建奏術〉第三の韻律コード――〈強化リインフオース〉。建材の強度を飛躍的に高める〈建奏術〉だ。

　横に薙ないだ斬ざん撃げきを、鉄仮面卿はサーベルで受けることを躊躇ためらった。〈強化〉のかかった剣は石壁すら貫く最硬の刃となる。これを受ければサーベルが折れるのは必至だった。

　サーベルがリンツの剣を受け流した。リンツはそのまま前のめりに突き進んだ。

　鉄仮面卿が息を呑のんだ。短剣を受け、サーベルが折れなかったというその事実に。

　リンツは短剣を地面に落とした。床に散らばっていた小さな瓦が礫れきの塊かたまり――シャトレアが粉砕した〈ガーゴイル〉の破片を拳こぶしに握り込み、懐ふところに飛び込んだ。

　――そう。強化するのは短剣ではない。この石塊。

　鉄仮面が驚きよう愕がくの声を上げる。手の中で蒼白い雷火がほとばしった。

「あああああああああああああっ！」

　リンツは吼ほえ、地面を一気に蹴けり上げた。

〈強化〉された石塊が、無む貌ぼうの鉄仮面を粉砕する。

　顔面を強打され、鉄仮面の男は吹き飛んだ。リンツも勢いあまって地面に転がり、背中をしたたかに打ちつけて苦く悶もんのうめきを上げた。

　カラァンッ――

　砕け散った鉄仮面の破片が地面に跳ねた。

　彼は――

「お、おおおおおおっ……！」

　両手で顔を覆おおい、獣じみた咆ほう哮こうを上げていた。

　指の隙すき間まから、ゾッとするような声が洩もれる。

「私の……この〈岩がん窟くつ王おう〉の素顔を見たな、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい」

　岩窟王――リンツはその異名の意味を理解した。
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　牢ろう獄ごくの並ぶバスティーユ要よう塞さいの回廊で、二人の〈城姫〉が鍔つば競ぜり合あっていた。

「――はあっ！」

　シャトレアが剣を横よこ薙なぎに振るう――が、アーシェラ＝ゴーメンガーストの〈不可視の迷宮メイズ・フイールド〉によって迷った斬ざん撃げきは、あえなく消失した。

「うらるらるらららららーっ！」

　狂乱の〈城姫〉と化したアーシェラ＝ゴーメンガーストが斬撃の嵐あらしを見舞った。先程までとはまるで違う動きに、シャトレアは翻ほん弄ろうされていた。

　両手に漆しつ黒こくの剣。そして両脚の指に短剣を挟み、壁を蹴けって縦横無尽に跳ね回る。薄明かりに照らされた血染めの顔は凄せい絶ぜつなまでに美しい。

　双脚から繰り出される短剣が、シャトレアの頬ほおを浅く切り裂いた。

（……〈城壁〉の自動防御オートガードが、まるで追いつかない！）

　シャトレアは鋼の籠手ガントレツトに覆われた拳こぶしで斬撃を受け止めた。

　予想もつかない方向から繰り出される斬撃に翻弄され、まるで剣の迷宮に迷い込んだかのような錯覚に陥おちいった。浮遊する〈城壁〉がつぎつぎと撃墜されてゆく。

　吹き荒れる剣風に要塞の鉄格子がバラバラと切り裂かれた。思わぬ形で自由を手にした囚しゆう人じんたちは、我先にと通路へ逃げ出し、その多くはアーシェラ＝ゴーメンガーストの剣風に巻き込まれて絶命した。

　同時に放たれた四本の剣けん閃せんを、シャトレアは剣の一振りで薙ぎ払った。

（……っ、リンツが来てくれた！）

　瞳ひとみに蒼そう焔えんを燃え上がらせ、地を蹴った。凄すさまじい暴風が巻き起こる。アーシェラ＝ゴーメンガーストの放つ斬撃の迷宮の中へみずから飛び込み、剣を振るった。

（私は、私の存在、生まれた理由――それが知りたかった）

（だが、いまは――そんなことはどうでもいい！）

（私を信頼してくれたリンツ＝レンハイトのために、私は彼の〈城〉として戦う！）

　石床を鉄靴で穿うがち、シャトレアは剣を突き込んだ。渾こん身しんの一撃はしかし、アーシェラ＝ゴーメンガーストの〈不可視の迷宮メイズ・フイールド〉によって防がれる。

　無駄だということはわかっていた。

　だが――

（リンツの〈建奏術〉は〈不可視の迷宮メイズ・フイールド〉を抜けた）

（つまり、〈不可視の迷宮〉は絶対防壁などではない）

（その空くう隙げきに剣を突き込む――）

　アーシェラ＝ゴーメンガーストの剣がシャトレアの首を狙ねらって振り下ろされた。

　その切っ先を、シャトレアは躱かわそうとしなかった。

　わずかに身体からだをそらして肩で受けた。

　アーシェラ＝ゴーメンガーストの異相眼オツド・アイが見開かれる。

　肩口から血ち飛沫しぶきを噴き上げ、身を焦こがすような苦痛に歯を噛かみながら――

　シャトレアは――そのまま、剣の柄つか頭がしらを〈城姫〉の腹に叩たたき込んだ。

「がはっ!?」

　剣を握る手に、沈み込むような手て応ごたえがあった。

（――やはり、そうか！）

　攻撃したという事象そのものを迷わせる〈不可視の迷宮〉も、アーシェラ＝ゴーメンガーストが攻撃する瞬間には効果を発揮しない。

〈不可視の迷宮〉は、〈城壁〉のような自動防御オートガードの兵装ではない。だからリンツが〈建奏術〉で不意打ちをしかけたとき、〈迷宮〉は解除されていたのだ。

〈不可視の迷宮〉を解除するのは〈迷宮〉のパターンを変化させるため。どれほど複雑な迷宮であろうと、道筋が同じならばいずれは踏破できてしまうからだ。人間相手ならいざ知らず、〈城姫〉が相手となれば、剣を何度か打ち合うだけで〈迷宮〉の構造を計算に入れた剣を繰り出してくるはずだ。

〈ゴーメンガースト城〉は戦闘用の城じよう砦さいではない。故ゆえに、唯一の防衛施設である〈迷宮〉を一度でも突破すれば、一いつ気き呵か成せいに攻め落とせる。

　シャトレアは踏み込み、剣を突き込んだ。
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「――全弾射出！　一体でも多く撃ち落としなさい！」

　レティの怒号が陣営中に響きわたる。投石機からありったけの石弾が撃ち込まれるが、そのほとんどは命中しなかった。攻城兵器は〈城〉を破壊するためのものだ。空を飛ぶまとを狙って当てる、などという器用な芸当はできない。

　灰色の空に飛び上がった〈ガーゴイル〉の群れが、諸侯同盟の陣地を急襲した。

〈ガーゴイル〉の豪腕によって、ヴァンセンヌの森の木々が薙なぎ倒される。突然、目の前にあらわれた石像の怪物に、騎士たちは手も足も出なかった。彼らは甲かつ冑ちゆうごと身体からだを叩たたき割られ、ものいわぬ鉄塊となった。

「エリッセ、あたしのそばにいなさい」

　レティはダガーを構え、〈崩破の緋シヤルラハロート〉の〈刻印〉を赤く輝かせた。

　エリッセは気丈にも、震え上がる技師団の連中をはげましていた。

　ミシェルはというと、修道女らしく地面にひざまずき、空に向かって祈りを捧ささげている。

「ちょっと、こんなときに礼拝なんて――」

　言いかけて、レティは口をつぐんだ。

　上空にいくつもの影があらわれたのだ。七、八体の〈ガーゴイル〉が、攻城兵器の並ぶ〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の本陣に降下してくるところだった。

「……万事休すか」

　さしものレティも絶望に目を覆おおった。彼女ひとりではとても相手にできる数ではない。

〈ガーゴイル〉の群れが地響きをたてて地面に降り立った。

「……エリッセ、あなただけでも逃げなさい」

　レティがエリッセの手を引く。エリッセはぶんぶん首を振った。

　と、その時――

「逃げる必要はありません。私に籠城していなさい」

　ひざまずいて祈りを捧げていたミシェルが、静かに告げた。

「え？」

「――城砦化フオートレーシヨン」

　修道服の少女がつぶやいた、その瞬間。

　彼女のプラチナブロンドの髪がはらりとほどけ、全身が光の粒子に包まれた。

　漆しつ黒こくのドレスが身体を覆い、その手に水の大おお鎌がまが現れる。

「ミシェル、あんた……」

「……」

　レティとエリッセが、ぽかんと口をあけていると、

「今こ宵よいは満月に限りなく近い。私の力が最も高まる日」

〈城姫〉――モン＝サン＝ミシェルは怜れい悧りな声で告げた。

　水の大鎌を軽々と振り上げ――

　ギインッ――！

　襲いかかってきた二体の〈ガーゴイル〉をまとめて両断する。

「かつて神が世界を滅ぼすのに使ったのは、燃え盛さかる劫ごう火かでも、裁きの雷いかずちでもない。すべてを押し流す水でした」

　そして、空を埋める〈ガーゴイル〉の群れをつまらなそうに見上げた。

「――さて、少し遊んで差し上げましょうか」

　彼女の周囲に、無数の水の投擲槍ジヤベリンが生み出された。



　　　　　　　◇



　あらわになった鉄仮面の素顔。

　それは――ぽっかりと穴のあいた岩窟のような顔だった。

「おお……お、おおおおおおおおおお……！」

　鉄仮面はみずからの顔をかきむしり、獣のように咆ほう哮こうした。

　石のような顔の表皮がバラバラと剥はがれ落ちる。

　その姿は、まるで――

「〈城骸ルイン〉……」

　リンツは愕がく然ぜんとつぶやいた。

「そうだ」

　鉄仮面卿きようがしわがれた声でうめいた。

「〈城姫〉――ソフィア＝バスティーユ。俺おれのただひとり愛した女だ」

　彼は誇るかのように嗤わらった。硬化した顔の中で、唯一、狂おしい光をたたえた瞳ひとみだけが、指の隙すき間まからリンツを見み据すえていた。

　その口く調ちようはがらりと変わり、剥むき出しの感情が滲にじみだしていた。

「〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おうによって、俺は彼女をこの身に宿すことに成功した。だが、その代償として、俺の体は〈城骸ルイン〉となった」

　カツン――鉄靴が石床を叩たたいた。

　眼光に射すくめられ、リンツはその場から動けなかった。

　バスティーユ要よう塞さいの〈城姫〉――ソフィア＝バスティーユ。

　マイスター・ストランゼンが、かつて〈城姫〉の贄にえとして捧ささげたという少女。

　その少女を、自らの身に宿してまで、この男は――

「俺の身体からだはいずれ崩壊する。その前に、俺はこの世界の終末を見たいのだ！」

　黄金の髪を振り乱し、鉄仮面が吼ほえた。

　この世のすべてに復ふく讐しゆうする――それが、この男の生きる動機モチーフだった。

「……させない」

　リンツはつぶやき、右手を掲げてみせた。

「お前を救うと言ったはずだ、鉄仮面！」

　マイスター・ストランゼンの後継者であることを誇示するかのように。

　刻まれた測量器コンパスの紋様が蒼あお白じろい雷火をまとった。

「師匠の後継者サクセサーとして。シャトレアの城主マイスターとして！」

「ハ、ハ、餓鬼が！　思い上がりもはなはだしいな！」

　鉄仮面が獰どう猛もうに吼ほえた。

　刹せつ那な。

「リンツ！」

　牢ろう獄ごくの壁をぶち抜いて、アーシェラ＝ゴーメンガーストの身体からだが地面に叩たたきつけられた。

　飛び散った瓦が礫れきの破片からかばうように、シャトレアがリンツのかたわらに降り立った。蒼そう焔えんをまとう白銀の髪がふわりと舞いあがる。

「シャトレア、大丈夫か？」

　雄お々おしくそびえ立つ彼女の姿を見て、リンツはほっと安あん堵どの息をついた。

〈城壁〉は無惨に破壊され、身体中に傷を負おいながら、彼女は気け高だかく、そこに在あった。

「……当然だ。まったく。〈城〉を心配する城主があるか」

「ごめん。でも――よかった」

　リンツがシャトレアの目を見つめて言うと、シャトレアは恥ずかしそうに目を逸そらした。

「あ……ううあ……うらるああああああああああっ！」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが立ち上がった。

　チャッ――鍔つばを鳴らし、シャトレアが剣を構えた。

「シャトレア、頼む」

　気高き白銀の〈城〉の横に並び立ち、リンツはそっと手を差し出した。

　シャトレアは無言でその手を握りかえした。

　そして――

　マイスター・ストランゼンから託たくされた、最後の韻律コードを紡つむぐ。

（――ここで、すべてを終わらせる！）

　シャトレアの手を通じて、リンツの脳裏に、イメージが流れ込んでくる。

　森の中にそびえ立つ幻想の〈城〉のイメージが、これまでになく明確に形作られる。

　強く、気高く、高潔な〈城〉――それは、リンツがシャトレアと共にあったことによって形作られたイメージだった。

　僕にできるだろうか――？

　そんな不安をねじ伏せるように、韻律コードを詠うたい上げる。

「見せてやる――」

　それは、大陸ではマイスター・ストランゼンただひとりが継承していた秘ひ奥おう。

「これが、僕の創つくる〈城〉――シャトレアの宿る〈城〉だ！」

〈建奏術〉第一の韻律――構想イメージ。

　その旋律に、師匠から受け継いだ旋律を織り交ぜる。

　リンツの想おもい描いた理想の〈城〉のイメージが、シャトレアの身体からだを満たしてゆく。

〈城壁〉が再構築され、剣は研磨され、白銀の甲かつ冑ちゆうは鏡のように輝きはじめる。

　剣によって傷つけられた裂傷は修復され、全身に走っていた亀き裂れつも消滅した。

「……っ、まさか、第十三の韻律コード――〈創造クリエイト〉！」

　鉄仮面卿きようがうめき、あとずさった。

　狂乱に陥おちいったアーシェラ＝ゴーメンガーストでさえもが、本能的に身をすくませた。

　そこにあらわれた〈城〉の圧倒的な存在感に。

「――シャトレア、頼む。あの二人を救ってくれ！」

「承知した、城主マイスター！」

　シャトレアがまばゆい光輝を放ちながら、地を蹴けった。

　振りかざした白銀の剣に閃せん光こうがひらめいた。

「ああああああああああっ！」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストが〈不可視の迷宮メイズ・フイールド〉を展開する。

　それを――

「私の剣は迷わない」

　シャトレアの剣はいとも簡単に斬きり裂いた。

「……っ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ザンッ――少女の胸に突き込まれた光輝の剣が、いっそう輝きを増す。

「固有兵装、解放レリーズ――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉！」

「あおるあれおれおいあいるあああああああああっ！」

　アーシェラ＝ゴーメンガーストの身体からだが――

　うねり、のたうち、迷路のように絡み合って収縮する。

　そのまま、シャトレアは突き進んだ。

「……っ、固有兵装――〈無限監獄バステイーユ・ジエイル〉」

　鉄仮面が手を振り上げる――刹せつ那な、シャトレアの眼前に光の格子が出現する。

　それは――ソフィア＝バスティーユの所有する対〈城姫〉専用の固有兵装。

　だが、シャトレアは止まらない。さらに加速し――その背中に光の翼が生えた。

　白鳥のように舞い上がったシャトレアは、囲い込もうとする檻おりを軽々と抜け、鉄仮面の眼前に降り立った。

「〈城姫〉――ソフィア＝バスティーユ！」

　シャトレアは叫び、鉄仮面の胸に剣を突き込んだ。

「君を解放する！」

　あふれだした閃せん光こうがホールを満たした。

　暴風が吹き荒れ、アーシェラ＝ゴーメンガーストを失った迷宮城が崩壊をはじめる。

　崩れ落ちるバスティーユ要よう塞さいの中で――

　最後の瞬間、瓦が礫れきに呑のまれた鉄仮面がつぶやくのが聞こえた。

　ソフィア――と。



    

  
    
      


終章　旅立ち



〈ゴーメンガースト城〉の〈城しろ姫ひめ〉の消滅によって、パリの迷宮城はその成長を止めた。

　蠢うごめく石壁は灰となって崩れ落ち、迷宮と融合していたパリ市民、城壁に呑のみ込まれた諸侯同盟の兵士も生きたまま解放された。彼らの多くは衰弱していたが、自警騎士団によって救出され、郊外に設けられた臨時の診療所に運び込まれた。

　フランキスカ王国は即日、臨時政府を成立させ、諸侯同盟と講和した。

　――瓦が礫れきに呑み込まれた鉄仮面卿きようの行方は、いまだ不明である。
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　そして――

　迷宮城の崩壊から数日後。パリの復興がはじまった。

　ブランシェ＝エステワールをはじめとする銃士隊員が、戻ってきた市民を組織し、瓦礫を取り除く作業を指揮していた。脱出に際して市民をよく導いた彼女は、叙任騎士シユヴアリエへと昇格したそうだ。王室より新しく賜たまわった剣を腰に差し、嬉うれしそうに報告してくれた。

　レティーツィア＝エーデルガルト率ひきいる〈土竜技師団マオルヴオルフ〉も、フランキスカ王国政府から破格の報酬で雇われ、〈壊し屋〉の本領をいかんなく発揮していた。

「んー、素晴らしいわ。実戦以外で攻城兵器の性能を思いっきり試せるなんて！」

「レティ、関係ない建物まで壊してるよ」

　目をキラキラと輝かせ、新型の投石機をぶっ放す彼女にリンツはジト目でつっこんだ。

「いいのいいの。中途半端に残すよりも、まとめて壊して新しいものを造ったほうが気持ちいいじゃない。創造は破壊から生まれるのよ」

「そんなこと言ってローマの街を焼き尽くした皇帝がいたなあ」

　リンツはぼやくようにつぶやき、肩をすくめた。

　でも――

　全滅したはずの〈土竜技師団〉の仲間が生きていて、本当によかった。彼らはトンネルが崩壊する寸前にパリの地下道へ逃げ込み、そのまま迷宮城にとりこまれていたのだ。

（……レティには、こういう笑顔のほうが似合うもんな）

　仲間が生きていたことを知ったときの彼女の喜びようを思い出し、リンツはふっと口元をゆるめた。いつもの余裕たっぷりの態度をかなぐり捨て、幼い子供のように泣きじゃくったのだ。

　と、そこへ――

「リンツ、お弁当を作ってきたよ」

　エリッセが蜂はち蜜みつ色いろの髪を揺らし、バスケットの籠かごを持ってこっちへ駆けてきた。

　瓦が礫れきの撤去作業をしていた〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の男たちがパッと目を輝かせる。

「おお、エリッセちゃんの手作りか！」「まちくたびれたっスよ！」「俺おれ、このために朝飯抜いてきたんだ」「いやー、楽しみだなあ」

　だが、やってきたエリッセは、にっこりと笑顔で、

「えっと、ごめんなさい……みんなのぶんはないの」

「う、うおおおおおおおおおおっ！」

　いっせいに道具を投げ出し、悲嘆の涙に暮れる男たち。

「リンツ、君の幼なじみのせいで、うちの連中の士気が下がったわよ」

「そんなこと言われても……」

　レティに睨にらまれ、リンツは困ったように頭をかいた。

「はいっ、リンツ食べて。一生懸命作ったの」

　笑顔のままバスケットを差し出すエリッセのほうを向き、

「エリッセ、僕はそんなにお腹なか空すいてないから、みんなにわけてあげてくれないか？」

「……！」

　途端、エリッセの顔から表情が消えた。

（……え？）

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにぶわっと涙がたまる。

　ぎゅっと唇を噛かみ締しめて――

「リンツの……リンツの、ばかっ！　もういい、わたしがぜんぶ食べる！　太ってやる、まるまると豚のように太ってやるんだからーっ！」

　そんなわけのわからない捨て台詞ぜりふとバスケットを残し、彼女は泣きながら走っていってしまった。

「なんなんだ……？」

　ぽかん、と口をあけるリンツの後頭部を、レティがぽかっとはたいた。

「痛っ、なにするんだよ！」

「いまのはエリッセのぶんよ。あたしの妹分を泣かせたわね」

「……？」

　頭をさすりながら首を傾かしげるリンツに、レティはやれやれと肩をすくめた。

「あいかわらずですね。無銘の〈城姫〉の城主マイスター」

「……？」

　静かな声に背後を振り向くと、修道服姿の少女が立っていた。

「あらミシェル、どうしたの？」

　と、レティがたずねる。

　襲い来る〈ガーゴイル〉の群れを、たった一人で壊滅させたこの〈城姫〉は、ここ数日のあいだ、迷宮に呑のみ込まれて亡くなった人々のために祈りを捧ささげていた。モン＝サン＝ミシェルは、向かってくる敵に対しては容赦なく大おお鎌がまを振るうが、決して冷酷な〈城〉ではない。本来は、人の死を悼いたむことのできる優しい少女なのだ。

「修道院に帰還します。もうこの都市に用はありませんから」

「ミシェル――」

「お世話になりました」

　ミシェルはそっけない口く調ちようでレティに頭を下げ、きびすを返した。

　その背中に、リンツはあわてて声をかける。

「ミシェル！」

「……なんでしょうか」

　彼女はぴたっと足を止めた。

「その、ありがとう。エリッセやレティを守ってくれて」

「……」

　ミシェルは小さく肩をすくめ、ふっとため息をついた。

「無銘の〈城姫〉の城主マイスター」

「え？」

「彼女に伝えておいてください。いつか、あのときの決着をつけると」

　そう告げて、少女はパリの城門へ向かって歩き出した。

　あとは一度も振り向かない。いかにも水の〈城姫〉らしい別れ方だった。

　城門の前で、どこかで見た覚えのある白衣の騎士がミシェルを待っていた。

「そういえば、シャトレアは？」

「さあ、さっきまでみんなを手伝ってたけど……」



　　　　　　　◇



「――シャトレア、ここにいたのか」

「リンツ」

　リンツが声をかけると、瓦が礫れきの上に座り込んでいたシャトレアが振り向いた。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪が、吹きわたる風に揺れる。

「どうしたんだ、こんなところで」

「……」

　そこは――バスティーユ要よう塞さいの跡地だった。

　あとかたもなく崩れ去った要よう塞さいの瓦が礫れきは、いまだに撤去されていない。

　だが、そこにはもはや〈城姫〉は宿っていない。

　かつて、マイスター・ストランゼンが〈城姫〉として宿した人間の少女。鉄仮面卿きようと同化していたソフィア＝バスティーユは、シャトレアの剣によって消滅した。

〈城姫〉としての永えい劫ごうのくびきから、ようやく解き放たれたのだ。

「あのとき――」

　シャトレアは、ぽつりとつぶやいた。

「鉄仮面を貫いた最後の瞬間、ソフィア＝バスティーユの声が聞こえた」

「うん」

「彼女は、ありがとうと言っていた」

　彼を救ってくれて、ありがとうと。

「そうか……」

　リンツはシャトレアの隣に腰をおろした。

　夕焼けが彼女の頬ほおを赤く染めている。

　その横顔は、たとえようもなく綺き麗れいだった。

「銃士隊の話じゃ、師匠は、まだ見つかってないらしい」

　リンツは瓦礫を遠くに放ほうりながらつぶやいた。

　あのとき、師匠は怪け我がをして身動きのとれない状態だった。

　瓦礫の中から彼が見つかったという話は聞かない。

　だが、リンツは確信していた。

（きっと、生きているはずだ……）

（そう簡単に死ぬようなひとじゃないし……）

「マイスター・ストランゼンは、自身の関かかわった七つの〈城姫〉を救うために、私を創つくり出した。かつて犯したその罪を贖あがなうために」

　すっとまくりあげたシャトレアの腕には、まだ三つの〈刻印〉が残っている。

　まだ見ぬ彼女たちを救うまでは、シャトレアの旅はおわらない。

　それがシャトレアの存在理由だからではない。

　シャトレアが、自分の意思でそう決めたのだ。

　その救いをなしたところで、シャトレアが救われるというわけでもない。

　リンツが、マイスター・ストランゼンの秘ひ奥おうを正式に継承したことで、シャトレアの存在が〈城骸ルイン〉になることは食い止められた。

　だが、そう遠くない未来に、リンツが理想の〈城〉を建てることができなければ、やはり彼女は滅びてしまうのだ。

「シャトレア、僕は――」

　――そんなことは、絶対にさせない。

　リンツは〈刻印〉の刻まれた拳こぶしをぎゅっと握り締しめた。

　あの森の中で出会ったときから――

　彼女はいつだってリンツを守ってくれた。

（だから、こんどは僕が守る）

　強くて、誇り高くて、優しくて、頑固で、可愛かわいい、この大切な女の子を――

「絶対に救ってみせるからな」

「リンツ」

「師匠から受け継いだこの〈刻印〉にかけて、僕は大陸最高の建築士になる。そして、いつかきっと、夢に見たあのシャトレアの城を創つくってみせるよ！」

「……」

　シャトレアは静かに振り向いた。

　うっすらと涙で滲にじんだ蒼あおい瞳ひとみが、しっかりとリンツを見つめた。

「ああ。楽しみにしている」

　リンツの頬ほおに、やわらかな唇がそっと触れた。







――ＥＮＤ



    

  
    
      
あとがき



　どうも志し瑞みずです。『白銀の城姫ベルクフリート』の三巻をお届けします。

〈城〉と建築士の出会いから始まった物語も、おかげさまで三冊目を迎えることができました。有名な世界遺産があんなことやこんなことになってしまう本シリーズですが、そろそろユネスコに怒られないか心配です。

　さて、今回も（裏で）岐ぎ阜ふ城の〈城姫〉が大活躍でした。海底で遭そう遇ぐうした〈城姫〉ルルイエさんに触手で巻き付かれ、あわや十八禁かというシーンもありましたが、最後は固有兵装〈蝮まむしの道どう三さん〉によって撃破、宇宙から飛来したイゼ子も大気圏で燃え尽きたので地球の平和はひとまず守られました（※そろそろ岐阜県の方に怒られないか心配です）。

　ちなみになぜ岐阜城なのかというと、とあるラノベ作家の飲み会でとある作家さんが「岐阜にはなにもない！」と絶望の声を上げたのがはじまりです。そんなことはないと志瑞は言いました。「岐阜にはあれがあるじゃないですか、えーっと……美み濃のが」「……」

　というわけで、『みんなでこっそり岐阜をフィーチャーしよう計画』がはじまりました。編集さんの目をかいくぐって『岐阜』の二文字を入れるというじつに危険な任務です。ほかの作家さんの本で不自然に『岐阜』という単語が出てきたら、それはきっと……、

　閑話休題。ともあれ、リンツとシャト子の物語もこれでひと区切りです。大切なものを守るためにもがき、苦しみながら、いつか想おもい描く理想を手に入れるために前を向く、そんな主人公の姿を自分なりに描いてみたつもりです。リンツが自分自身の〈城〉を築くと誓ったように、いつか理想とする物語を書けると信じて、その願いを主人公に託たくして、このお話を書きました。少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　謝辞です。まずは今回も素晴らしい挿絵を描いてくださった上うえ田だ夢ゆめ人ひと先生、本当にありがとうございました。こうして〈城姫〉を続けてこられたのは、なによりも上田先生の魅力的な挿絵あってのことです。〈城姫〉のデザインが毎回とても楽しみでした。

　格調高い装丁を手がけてくださった朝あさ倉くら哲てつ也や様、誤字脱字勘違いの多い原稿をチェックしてくださった校正様、デビュー作からずっと力になってくださった担当編集の笹ささ尾お様、三み坂さか編集長、いつも頭が上がりません。おかげさまで志瑞は生きています。

　モバイルアンケートに答えてくださった方、ネットで感想を書いてくださった方、励はげましのお手紙をくださった方、本当にありがとうございました。執筆中に悩んだときは、いつも読み返して励みにしています。

　そして、本書をお手にとってくださった読者の皆様には、最大級の感謝を！

　では、またの機会にお会いしましょう！
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